
東九州自動車道関係
埋蔵文化財調査報告

－ 11－

延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ区 2

福岡県行橋市延永・吉国所在遺跡の調査

2014

九州歴史資料館



1　遺跡上空より平尾台方面を望む

2　遺跡上空よりビワノクマ古墳方面を望む

巻頭図版 1



巻頭図版 2

Ⅱ -2 区全景合成写真（上から）



巻頭図版 3

Ⅱ -3 区全景（上から）



巻頭図版 4

Ⅱ -2 区 44 号住居跡



巻頭図版 5

Ⅱ -2 区 10･13 号溝



巻頭図版 6

Ⅱ -2 区 30 号住居跡出土樽形 形土師器



Ⅱ -2 区 44 号住居跡出土手焙り形土器

巻頭図版 7



Ⅱ -2 区 30 号住居跡出土鋸歯文入石製紡錘車

巻頭図版 8



― i ―

序

　福岡県では、平成 19 年度から西日本高速道路株式会社の委託を受けて、東九州自
動車道建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施してきました。本報告書は平成 21 年

度から 23 年度にかけて行った、行橋市延永・吉国に所在する延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ区

の調査記録の 2冊目になります。

　本遺跡は行橋平野の丘陵上に位置しており、近隣には県指定史跡である「ビワノク

マ古墳」などが分布しています。今回の調査では、弥生時代後期から古墳時代後期、

古代さらに中世以降に至るまでの大規模な集落であることを確認しました。特に弥生

時代終末期における深い住居跡や、古墳時代中期の樽形 形土師器など珍しい遺構遺

物も出土しました。さらに古代においては建物跡や溝跡などの遺構群が検出され、他

の調査区の遺構群とあわせ、官衙的な性格が推定されるなど、この地域の歴史を知る

上で貴重な資料を得ることができました。

　本報告書が教育、学術研究とともに、文化財愛護思想の普及・定着の一助となれば

幸いです。

　なお、発掘調査から報告書の作成にいたる間には、関係諸機関や地元をはじめ多く

の方々にご協力・ご助言をいただきました。ここに、深く感謝いたします。

　平成 26 年 3月 31 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州歴史資料館　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長　荒巻　俊彦
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例　言
１．本書は、東九州自動車道建設に伴って発掘調査を実施した、福岡県行橋市延永・吉国に所在する延永ヤヨミ園

遺跡Ⅱ区の調査記録である。東九州自動車道関係埋蔵文化財調査報告の第 11 集にあたる。

２．発掘調査および整理報告は西日本高速道路株式会社の委託を受けて、福岡県教育庁総務部文化財保護課・九州

歴史資料館が実施した。

３．本遺跡は、東九州自動車道福岡工事事務所管内の第 15 地点にあたる。

４．本書に掲載した遺構写真の撮影は城門義廣が、遺物写真の撮影は北岡伸一が行った。空中写真の撮影は九州航

空株式会社・東亜航空技研株式会社に委託し、ラジコンヘリによる撮影を行った。

５．本書に掲載した遺構図の作成は、調査担当者の他、岡田諭、大庭孝夫、大里弥生、藤島志考が行い、発掘作業

員が補助した。

６．出土遺物の整理作業は文化財保護課太宰府事務所及び九州歴史資料館において、濱田信也・新原正典・小池史哲・

城門の指導の下に実施した。

７．出土遺物及び図面・写真等の記録類は、九州歴史資料館において保管する。

８．本書に使用した分布図は、国土交通省国土地理院発行の 1/50,000 地形図「行橋・蓑島・中津・田川」を改変し

たものである。本書で使用する方位は、国土座標Ⅱ系による座標北である。

９．平成 23 年度から福岡県教育庁総務部文化財保護課の文化財発掘調査業務は、組織改編のため、九州歴史資料

館に移管された。

10．Ⅳ章の執筆は、中村賢太郎（パレオ・ラボ）が行い、その他の執筆・編集は城門が行った。
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図版３８　１　Ⅱ -2 区 130 号住居跡周辺 ( 南から ) ２　Ⅱ -2 区 131 号住居跡 ( 南から )

  ３　Ⅱ -2 区 137 号住居跡カマド ( 南から )

図版３９　１　Ⅱ -2 区 2 号掘立柱建物跡 ( 南から ) 

  ２　Ⅱ -2 区 2 号掘立柱建物跡 P-1 土層 ( 南東から )

  ３　Ⅱ -2 区 2 号掘立柱建物跡 P-2 土層 ( 東から )

図版４０　１　Ⅱ -2 区 2 号掘立柱建物跡 P-3 土層 ( 東から )

  ２　Ⅱ -2 区 2 号掘立柱建物跡 P-4 土層 ( 西から )

  ３　Ⅱ -2 区 2 号掘立柱建物跡 P-787 土層 ( 東から )

図版４１　１　Ⅱ -2 区 2 号土坑土層 ( 西から ) ２　Ⅱ -2 区 4 号土坑土層 ( 南西から )

  ３　Ⅱ -2 区 7 号土坑 ( 北から )

図版４２　１　Ⅱ -2 区 7 号土坑土層 ( 東から ) ２　Ⅱ -2 区 3･4 号溝 ( 南から )

  ３　Ⅱ -2 区 6 号溝出土状況 ( 北から )

図版４３　１　Ⅱ -2 区 7 号溝 ( 東から ) ２　Ⅱ -2 区 7 号溝出土状況① ( 東から )

  ３　Ⅱ -2 区 7 号溝出土状況② ( 東から )

図版４４　１　Ⅱ -2 区 7 号溝出土状況③ ( 西から ) ２　Ⅱ -2 区 8 号溝出土状況 ( 南から )

  ３　Ⅱ -2 区 10 号溝北半 ( 北から )

図版４５　１　Ⅱ -2 区 10 号溝南半 ( 北から ) ２　Ⅱ -2 区 10･13 号溝北側土層 ( 北から )
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  ３　Ⅱ -2 区 10･13 号溝南側土層 ( 北から )

図版４６　１　Ⅱ -2 区 10 号溝北側出土状況 ( 北から ) ２　Ⅱ -2 区 10 号溝南側出土状況 ( 南から )

  ３　Ⅱ -1 区 10･13 号溝東側 ( 西から )

図版４７　１　Ⅱ -1 区 10･13 号溝西側 ( 西から ) ２　Ⅱ -2 区 19 号溝 ( 西から )

  ３　Ⅱ -2 区 20 号溝 ( 西から )

図版４８　１　Ⅱ -2 区 21 号溝 ( 西から ) ２　Ⅱ -2 区 P-160 出土状況 ( 北から )

  ３　Ⅱ -2 区現地説明会

図版４９　１　Ⅱ -3 区 1 号住居跡 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 1 号住居跡土層 ( 南東から )

  ３　Ⅱ -3 区 2 号住居跡 ( 北から )

図版５０　１　Ⅱ -3 区 2 号住居跡土層 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 3･9 号住居跡 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 3 号住居跡土層 ( 南から )

図版５１　１　Ⅱ -3 区 4 号住居跡出土状況 ( 西から ) ２　Ⅱ -3 区 5 号住居跡土層 ( 南から )

  ３　Ⅱ -3 区 6 号住居跡土層 ( 東から )

図版５２　１　Ⅱ -3 区 7 号住居跡 ( 南西から ) ２　Ⅱ -3 区 7 号住居跡土層 ( 南から )

  ３　Ⅱ -3 区 8 号住居跡 ( 東から )

図版５３　１　Ⅱ -3 区 8 号住居跡 ( 北東から ) ２　Ⅱ -3 区 8 号住居跡土層 ( 北から )

  ３　Ⅱ -3 区 9 号住居跡 ( 西から )

図版５４　１　Ⅱ -3 区 11 号住居跡 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 11 号住居跡出土状況 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 11 号住居跡カマド ( 東から )

図版５５　１　Ⅱ -3 区 11 号住居跡土層 ( 南東から ) ２　Ⅱ -3 区 12 号住居跡 ( 西から )

  ３　Ⅱ -3 区 13 号住居跡土層 ( 東から )

図版５６　１　Ⅱ -3 区 15･17 号住居跡 ( 南から ) ２　Ⅱ -3 区 15 号住居跡土層 ( 南東から )

  ３　Ⅱ -3 区 16 号住居跡 ( 東から )

図版５７　１　Ⅱ -3 区 16 号住居跡土層 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 17 号住居跡出土状況 ( 西から )

  ３　Ⅱ -3 区 18 号住居跡 ( 西から )

図版５８　１　Ⅱ -3 区 18 号住居跡出土状況 ( 南から ) ２　Ⅱ -3 区 18 号住居跡土層 ( 南から )

  ３　Ⅱ -3 区 19 号住居跡 ( 東から )

図版５９　１　Ⅱ -3 区 19 号住居跡土層 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 20 号住居跡 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 21 号住居跡カマド ( 東から )

図版６０　１　Ⅱ -3 区 21 号住居跡土層 ( 南から ) ２　Ⅱ -3 区 23 号住居跡 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 23 号住居跡カマド ( 東から )

図版６１　１　Ⅱ -3 区 23 号住居跡土層 ( 西から ) ２　Ⅱ -3 区 24 号住居跡カマド ( 南から )

  ３　Ⅱ -3 区 24 号住居跡土層 ( 西から )

図版６２　１　Ⅱ -3 区 25 号住居跡 ( 南東から ) ２　Ⅱ -3 区 25 号住居跡カマド ( 南東から )

  ３　Ⅱ -3 区 25 号住居跡出土状況 ( 南東から )

図版６３　１　Ⅱ -3 区 25 号住居跡土層 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 27 号住居跡 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 27 号住居跡カマド ( 東から )

図版６４　１　Ⅱ -3 区 27 号住居跡土層 ( 北東から ) ２　Ⅱ -3 区 28 号住居跡 ( 東から )
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  ３　Ⅱ -3 区 30 号住居跡 ( 東から )

図版６５　１　Ⅱ -3 区 30 号住居跡出土状況 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 30 号住居跡土層 ( 北から )

  ３　Ⅱ -3 区 36 号住居跡 ( 南東から )

図版６６　１　Ⅱ -3 区 38･39 号住居跡・17 号土坑 ( 南から )

  ２　Ⅱ -3 区 40 号住居跡 ( 西から )

  ３　Ⅱ -3 区 40 号住居跡土層 ( 西から )

図版６７　１　Ⅱ -3 区 42 号住居跡 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 42 号住居跡土層 ( 北から )

  ３　Ⅱ -3 区 1 号土坑土層 ( 東から )

図版６８　１　Ⅱ -3 区 2 号土坑土層 ( 南から ) ２　Ⅱ -3 区 3 号土坑土層 ( 北から )

  ３　Ⅱ -3 区 4 号土坑土層 ( 東から )

図版６９　１　Ⅱ -3 区 5 号土坑土層 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 9 号土坑土層 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 13 号土坑 ( 北から )

図版７０　１　Ⅱ -3 区 13 号土坑土層 ( 西から ) ２　Ⅱ -3 区 17 号土坑土層 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 6 号土坑 ( 南東から )

図版７１　１　Ⅱ -3 区 6 号土坑出土状況 ( 北から ) ２　Ⅱ -3 区 10 号土坑 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 10 号土坑土層 ( 北から )

図版７２　１　Ⅱ -3 区 18 号土坑 ( 北から ) ２　Ⅱ -3 区 18 号土坑土層 ( 北から )

  ３　Ⅱ -3 区 1 号溝 ( 北から )

図版７３　１　Ⅱ -3 区 1･3･14 号溝土層 ( 南から ) ２　Ⅱ -3 区 3 号溝 ( 北から )

  ３　Ⅱ -3 区 17 号溝 ( 西から )

図版７４　１　Ⅱ -3 区 17 号溝土層 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 18 号溝 ( 南から )

  ３　Ⅱ -3 区 18 号溝南側土層 ( 北西から )

図版７５　１　Ⅱ -3 区 18 号溝北側土層 ( 南から ) ２　Ⅱ -3 区 19 号溝 ( 西から )

  ３　Ⅱ -3 区 19 号溝出土状況 ( 南から )

図版７６　１　Ⅱ -3 区 19 号溝土層 ( 東から ) ２　Ⅱ -3 区 23 号溝土層 ( 東から )

  ３　Ⅱ -3 区 P-132･133 朱？出土状況 ( 南から )

図版７７　１　Ⅱ -4 区全景 ( 北から ) ２　Ⅱ -4 区 4･5 号溝南側 ( 東から )

  ３　Ⅱ -4 区 4･5 号溝北側 ( 東から )

図版７８　１　Ⅱ -4 区 4･5 号溝土層 ( 北西から ) ２　Ⅱ -4 区谷落ち土層 ( 北西から )

  ３　作業風景

図版７９　出土遺物 1( Ⅱ -2 区 )

図版８０　出土遺物 2( Ⅱ -2 区 )

図版８１　出土遺物 3( Ⅱ -2 区 )

図版８２　出土遺物 4( Ⅱ -2 区 )

図版８３　出土遺物 5( Ⅱ -2 区 )

図版８４　出土遺物 6( Ⅱ -2 区 )

図版８５　出土遺物 7( Ⅱ -2 区 )

図版８６　出土遺物 8( Ⅱ -2 区 )
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図版８７　出土遺物 9( Ⅱ -2 区 )

図版８８　出土遺物 10( Ⅱ -2 区 )

図版８９　出土遺物 11( Ⅱ -2 区 )

図版９０　出土遺物 12( Ⅱ -2 区 )

図版９１　出土遺物 13( Ⅱ -2 区 )

図版９２　出土遺物 14( Ⅱ -2 区 )

図版９３　出土遺物 15( Ⅱ -2 区 )

図版９４　出土遺物 16( Ⅱ -2 区 )

図版９５　出土遺物 17( Ⅱ -3 区 )

図版９６　出土遺物 18( Ⅱ -3 区 )

図版９７　出土遺物 19( Ⅱ -3 区 )

図版９８　出土遺物 20( Ⅱ -3 区 )

図版９９　出土遺物 21( Ⅱ -3 区 )

図版１００　出土遺物 22( Ⅱ -3 区 )

図版１０１　出土遺物 23( Ⅱ -3 区 )

図版１０２　出土遺物 24( Ⅱ -3 区 )

図版１０３　出土遺物 25( Ⅱ -3 区 )
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第５０図　Ⅱ -2 区 45・47・49・52・54・55 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、7 は 1/4)・・・・ ７５

第５１図　Ⅱ -2 区 54 ～ 56 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７６

第５２図　Ⅱ -2 区 57・58 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７７

第５３図　Ⅱ -2 区 56・57 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７８

第５４図　Ⅱ -2 区 59 ～ 61 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８０

第５５図　Ⅱ -2 区 62 ～ 64・66 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・ ８２
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第５６図　Ⅱ -2 区 58・60 ～ 64・66 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・ ８４

第５７図　Ⅱ -2 区 65・67 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８５

第５８図　Ⅱ -2 区 65・67・68 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・８６

第５９図　Ⅱ -2 区 68・69 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８８

第６０図　Ⅱ -2 区 70・71・126 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８９

第６１図　Ⅱ -2 区 69 ～ 71・126 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・ ９０

第６２図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９２

第６３図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡出土遺物実測図① (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９３

第６４図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡出土遺物実測図② (1/3、25･26 は 1/4)・・・・・・・・・・・ ９４

第６５図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡出土遺物実測図③ (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９５

第６６図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡出土遺物実測図④ (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９６

第６７図　Ⅱ -2 区 73・74・113 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９７

第６８図　Ⅱ -2 区 72 ～ 74・113 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・ ９８

第６９図　Ⅱ -2 区 75 ～ 77 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００

第７０図　Ⅱ -2 区 75・76・78 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・１０１

第７１図　Ⅱ -2 区 78・79・81 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・ １０３

第７２図　Ⅱ -2 区 81 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０４

第７３図　Ⅱ -2 区 82・83 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０５

第７４図　Ⅱ -2 区 82 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０６

第７５図　Ⅱ -2 区 84 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０７

第７６図　Ⅱ -2 区 83・84 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ １０８

第７７図　Ⅱ -2 区 85・86 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１０

第７８図　Ⅱ -2 区 85 ～ 87 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ １１１

第７９図　Ⅱ -2 区 87・88 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１２

第８０図　Ⅱ -2 区 89・90 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・ １１３

第８１図　Ⅱ -2 区 88 ～ 92 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ １１４

第８２図　Ⅱ -2 区 91・92 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６

第８３図　Ⅱ -2 区 93・94・110 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１７

第８４図　Ⅱ -2 区 93・94・110 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・ １１９

第８５図　Ⅱ -2 区 96 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２０

第８６図　Ⅱ -2 区 97・98・116 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２１

第８７図　Ⅱ -2 区 96 ～ 98・129 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・ １２２

第８８図　Ⅱ -2 区 99 ～ 101 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・･ １２４

第８９図　Ⅱ -2 区 99 ～ 102 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、1 は 1/4)・・・・・・・・・・ １２５

第９０図　Ⅱ -2 区 102 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２６

第９１図　Ⅱ -2 区 102・105 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ １２７

第９２図　Ⅱ -2 区 105 ～ 107 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・ １２８

第９３図　Ⅱ -2 区 108・109・114 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・ １３０
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第９４図　Ⅱ -2 区 106 ～ 109・112 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・ １３２

第９５図　Ⅱ -2 区 112・115・117・118 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・ １３３

第９６図　Ⅱ -2 区 119・120 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３４

第９７図　Ⅱ -2 区 117 ～ 121 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・ １３６

第９８図　Ⅱ -2 区 121・122 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・ １３７

第９９図　Ⅱ -2 区 123・127 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３８

第１００図　Ⅱ -2 区 122 ～ 124・127 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、5・12 は 1/4)・・・・ １３９

第１０１図　Ⅱ -2 区 124・125・128・136 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・ １４０

第１０２図　Ⅱ -2 区 129・130 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４２

第１０３図　Ⅱ -2 区 131・132・137 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・ １４４

第１０４図　Ⅱ -2 区 129 ～ 131・133・134・137 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)･・・・・・ １４５

第１０５図　Ⅱ -2 区 1・3 ～ 5 号掘立柱建物跡実測図 (1/80)・・・・・・・・・・・・・・ １４７

第１０６図　Ⅱ -2 区 2 号掘立柱建物跡実測図 (1/80)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４８

第１０７図　Ⅱ -2 区 6 ～ 8 号掘立柱建物跡実測図 (1/80)・・・・・・・・・・・・・・・・ １５０

第１０８図　Ⅱ -2 区 2 ～ 8 号掘立柱建物跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・ １５１

第１０９図　Ⅱ -2 区 1 ～ 4・6・8 号土坑実測図 (1/40)・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５２

第１１０図　Ⅱ -2 区 5・7 号土坑実測図 (1/40)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５３

第１１１図　Ⅱ -2 区土坑出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５４

第１１２図　Ⅱ -2 区 1 ～ 6 号溝出土遺物実測図 (1/3、13 は 1/4)・・・・・・・・・・・１５６

第１１３図　Ⅱ -2 区 6・7 号溝実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５８

第１１４図　Ⅱ -2 区 7 号溝土器出土状況実測図 (1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５９

第１１５図　Ⅱ -2 区 7 号溝出土遺物実測図① (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６０

第１１６図　Ⅱ -2 区 7 号溝出土遺物実測図② (1/3、11 は 1/4)・・・・・・・・・・・・・ １６１

第１１７図　Ⅱ -2 区 7 号溝出土遺物実測図③ (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６２

第１１８図　Ⅱ -2 区 10・13 号溝実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６３

第１１９図　Ⅱ -2 区 10 号溝出土遺物実測図① (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６４

第１２０図　Ⅱ -2 区 10 号溝出土遺物実測図② (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６５

第１２１図　Ⅱ -2 区 10 号溝出土遺物実測図③ (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６６

第１２２図　Ⅱ -2 区 8・10・13・19・20 号溝実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・ １６８

第１２３図　Ⅱ -2 区 8・9・12・13 号溝出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・ １６９

第１２４図　Ⅱ -2 区 14・16・17 号溝出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ １７０

第１２５図　Ⅱ -2 区 19 号溝出土遺物実測図① (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７２

第１２６図　Ⅱ -2 区 19 号溝出土遺物実測図② (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７３

第１２７図　Ⅱ -2 区 20 号溝出土遺物実測図 (1/3、10 は 1/4)・・・・・・・・・・・・・・ １７４

第１２８図　Ⅱ -2 区 20・22 号溝出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７５

第１２９図　Ⅱ -2 区 2・5 ～ 8 号不明遺構実測図 (1/40)・・・・・・・・・・・・・・・・ １７７

第１３０図　Ⅱ -2 区不明遺構出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７８

第１３１図　Ⅱ -2 区その他の遺構出土遺物実測図① (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ １７９
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第１３２図　Ⅱ -2 区その他の遺構出土遺物実測図② (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ １８０

第１３３図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図① (1・2 は 2/3、他は 1/2)・・・・・・・・・・・・・ １８２

第１３４図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図② (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８３

第１３５図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図③ (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８４

第１３６図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図④ (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８５

第１３７図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図⑤ (1/2、80 は約 1/2)・・・・・・・・・・・・・・・ １８６

第１３８図　Ⅱ -3 区遺構配置図（1/200）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９１

第１３９図　Ⅱ -3 区 1・2 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９４

第１４０図　Ⅱ -3 区 1・2 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ １９５

第１４１図　Ⅱ -3 区 3・4・9 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・ １９６

第１４２図　Ⅱ -3 区 3・9 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ １９８

第１４３図　Ⅱ -3 区 5・6・16 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９９

第１４４図　Ⅱ -3 区 4・5 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２００

第１４５図　Ⅱ -3 区 5・16 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ ２０１

第１４６図　Ⅱ -3 区 7・8 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０２

第１４７図　Ⅱ -3 区 7・8 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０３

第１４８図　Ⅱ -3 区 10 ～ 12・34 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・ ２０５

第１４９図　Ⅱ -3 区 10・11 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ ２０６

第１５０図　Ⅱ -3 区 13 ～ 15・17 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・ ２０８

第１５１図　Ⅱ -3 区 12 ～ 15・17・18 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、7 は 1/4)・・・・・・ ２０９

第１５２図　Ⅱ -3 区 18・20・37 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・ ２１０

第１５３図　Ⅱ -3 区 18・19・20・37 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・ ２１１

第１５４図　Ⅱ -3 区 19 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１２

第１５５図　Ⅱ -3 区 19・38・39 号住居跡実測図 (1/60)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１３

第１５６図　Ⅱ -3 区 21・22 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・ ２１４

第１５７図　Ⅱ -3 区 21・22 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・ ２１５

第１５８図　Ⅱ -3 区 23 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１７

第１５９図　Ⅱ -3 区 23 号住居跡出土遺物実測図① (1/3、7・8 は 1/4)・・・・・・・・・・ ２１８

第１６０図　Ⅱ -3 区 23 号住居跡出土遺物実測図② (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１９

第１６１図　Ⅱ -3 区 24 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２０

第１６２図　Ⅱ -3 区 24 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２１

第１６３図　Ⅱ -3 区 25 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２２

第１６４図　Ⅱ -3 区 25 号住居跡出土遺物実測図① (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２３

第１６５図　Ⅱ -3 区 25 号住居跡出土遺物実測図② (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２４

第１６６図　Ⅱ -3 区 25 号住居跡出土遺物実測図③ (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２５

第１６７図　Ⅱ -3 区 27・28・31 号住居跡実測図 (1/60、1/30)・・・・・・・・・・・・・ ２２６

第１６８図　Ⅱ -3 区 27 号住居跡出土遺物実測図① (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２７

第１６９図　Ⅱ -3 区 27 号住居跡出土遺物実測図② (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２８
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Ⅰ　はじめに

１　調査に至る経緯
　九州内では、九州縦貫自動車道を始め、大分道

や長崎道、宮崎道と高速道路の整備が進められて

きたが、西側に偏しており、東九州側は停滞して

おり南北を貫く高規格道路が待望されて久しかっ

た。近年では各地に工場の誘致も進み、物流の効

率化や更なる企業の進出、また農業・水産業・観

光の面でもアクセス道路の整備は欠かすことが出

来ず、東九州域の発展に期待がかけられている。

このような中で計画された東九州自動車道は、福

岡県北九州市から東九州の各県を結び、鹿児島県

鹿児島市に至る総延長約 436kmが予定されてい

る。このうち福岡県内のルートは北九州市から築

上郡上毛町に至る 49.5kmで、北九州 JCT～苅田北九州空港 IC区間については 2006 年 2 月 26 日

に開通している。

　現在工事が進められている苅田北九州空港～県境については、2005 年 10 月 1 日に道路公団の民

営化組織として誕生した、西日本高速道路株式会社（ネクスコ西日本）九州支社が事業にあたって

いる。既存の椎田道路を利用するため、苅田町からみやこ町の椎田道路に接続する部分、ならびに

築城 IC、椎田 ICの改修については福岡工事事務所が、椎田道路から分岐して大分県へと続く部分

については中津工事事務所がそれぞれ担当している。

　東九州自動車道の整備計画から平成 19 年までのことならびに延永ヤヨミ園遺跡の調査に至る経

緯については、既刊の『東九州自動車道関係埋蔵文化財報告書』において述べられている。そのた

め、ここでは本書で報告を行う調査区について記述していく。

　延永ヤヨミ園遺跡は総調査面積 24,810㎡であり、交差する国道 201 号・県道直方行橋線建設に伴

う発掘調査面積を含めると約 47,300㎡にも上る。平成 19 年 12 月から調査に入った後、東九州自動

車道にかかる発掘調査は平成 23 年度まで、全事業を含めた発掘調査は平成 25 年度 7月まで継続し

た。本書で報告を行うⅡ -2 ～ 4 区については、月に 1回のネクスコ西日本福岡工事事務所との協

議において、用地や工事の状況、他遺跡との優先順位の比較などの調整を行ったうえで調査に入っ

た。具体的には用地内の住宅の移転が終了した後、平成 21 年 9 月にⅡ -2 区、用地収用完了後の平

成 22 年 7 月末にⅡ -3 区 ( Ⅱ -1 区と同時並行で調査 )、墓地移転完了後の平成 23 年 9 月にⅡ -4 区の

調査に着手している。

２　調査の経過
　延永ヤヨミ園遺跡は、東九州自動車道建設に伴い国道 201 号行橋バイパス、県道直方行橋線の建

設や改良等も同時に計画されており、3つの路線が、遺跡が包含される丘陵上で立体交差するため、

第 1図　延永ヤヨミ園遺跡の位置
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第 2図　東九州自動車道路線図および調査地点位置図（1／ 200,000）
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第 1表　東九州自動車道関係発掘調査地点一覧
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第 3図　延永ヤヨミ園遺跡調査区割（1／ 2,000）
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調査面積は全てあわせて約 47,300㎡にも上る。しかも共用期間がほぼ同じであるため、同一遺跡内

で 3事業の調査が同時に行われたり、用地の進捗に合わせて複数の調査担当者が五月雨式に調査に

かかったりする状況になることもしばしばあった。そのため、他の遺跡で一般的に見られる 1,2･･･

次という方法ではなく、事業ごとに区分けし、調査を進めていった。東九州自動車道はⅠ・Ⅱ区、

国道 201 号行橋バイパスはⅢ ･Ⅳ区、県道行橋直方線はⅤ区としている（第 3図・第 2表）。また、

用地取得の関係で一気に調査できないという事情もあり、各区の中をさらに枝番号をつけて細分し

た。東九州自動車道に関係するⅠ区は、1～ 7、Ⅱ区は 1～ 4に細分している。このうち、本書で

報告する範囲はⅡ -2 ～ 4 区である。ここでは、報告する範囲の調査経過を以下に纏める。

　Ⅱ－ 2区の調査は東九州自動車道敷地内の北側にあたる。平成 20 年度に調査に入った段階では

住宅が多数残っていたため、住宅の移転が終了した平成 21 年度に調査を行った。本調査区は道路

敷設地の他に、西側の県道建設予定地までの残地（レベルバンク）も工事に伴い掘削する計画であっ

たことから、所有者の承諾を経て調査を行っている。

　平成 21 年 9 月 11 日より重機による表土掘削を開始し、同 17 日には建機を搬入した。翌 18 日か

ら人力による掘削を開始した。東端から 10m以西は住居跡や溝の切り合いが多く、地山がほとん

ど見えない状態であった。そのため、12 月まではサブトレンチを入れたり、切り合い部分を 1段

下げては検出を行ったりを繰り返し、多くの時間を要した。年が明けて平成 22 年 1 月 13 日には大

雪が降り現場にも 20cm程の積雪が見られた。その後、表土剥ぎを行ったおよそ半分の調査が一段

落つき、18 日にラジコンヘリによる空中写真撮影を行った。ベルト等の掘削を行った後、1月 22

日に再度重機を搬入し反転作業を開始した。予想通り、調査区の中央部分は住居跡等の切り合いで

地山が確認できず、2月にかけて 1段下げては検出を行うことを繰り返した。年度末までに切り合

い上面の遺構掘削を終了し、3月 26 日に空中写真撮影を行い、29 日には一度撤収を行った。年度

が明けて平成 22 年 4 月 7 日に再度建機を搬入し調査を再開した。翌 8日には 2号掘立柱建物の存

在を認識し、同 15 日には深さ 1mほども残存している 44 号住居跡の床面から手焙り形土器が出土

した。残りのよい住居跡等があったことから、地元の回覧等を通じて広報を行い、4月 29 日に現

地説明会を開催した。天候にも恵まれ、70 名近くの参加を得た。その後連休明けの 5月 10 日から

重機による埋め戻しを行い、同 13 日に終了した。

　なお、調査中多くの作業員が検出作業を行い、カマドも同時に掘削していたことなどから、数日

間、岡田諭技師や大里弥生・藤島志考臨時調査員の協力を得た。また、平成 21 年 9 月 25 日には北

側の一段下がった宅地跡に人力でトレンチを掘削し、遺構が残存していないことを確認している。

　Ⅱ－ 3区の調査経過については、『東九州自動車道関係埋蔵文化財調査報告 2　延永ヤヨミ園遺

第 2表　延永ヤヨミ園遺跡の調査区および期間
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跡Ⅱ区の 1』に記載しているため、要点を簡潔に纏める。調査は平成 22 年度にⅡ -1 区と併行して

行い、8月 19 日より北側半分の調査を開始した。南側の段差直下ではほとんど遺構が存在せず、

北側でも中近世の遺構が主体であった。主な遺構は溝と井戸で真夏の深い井戸掘削は多くの体力と

時間を要した。掘削がほぼ完了した9月22日に空中写真の撮影を行い、重機による反転作業を経て、

10 月 28 日には再度人力での掘削を開始した。3区は東隣で国道 201 号行橋バイパス建設に係り発

掘していたこともあり、遺構認識が容易かと考えていたが、非常に密度が濃く、特に東側半分では

住居跡と溝の切り合いがひどく遺構認識に多くの時間を要した。12 月 17 日に、ようやく切り合っ

た上層の遺構を掘削したため、空中写真撮影を行った。その後、切り合った下の遺構を掘削してい

き、翌平成 23 年 1 月 14 日に終了した。

　Ⅱ -4 区は現代墓の下にあたるため、調査は墓の移設工事を待って、平成 23 年度に着手した。9

月 1･2 日に重機による表土剥ぎを行い、9月 9日に人力での掘削を開始した。北側は落ちになって

おり、また全域にわたって近現代の墓穴掘削に伴う撹乱が見られたため、遺構は少なかった。数日

間で掘削が終了し、落ちを重機によるトレンチ掘削で確認した後、9月 16 日には全体写真の撮影

を行った。その後、ベルトの掘削や重機による埋め戻しを行い、9月 22 日に終了した。

　調査中は文化財保護課ならびに九州歴史資料館の職員のほか、以下に挙げる文化財関係者の来跡

を得、多数の助言をいただいた。（井上信正、宇野愼敏、小田富士雄、重藤輝行、高倉洋彰、武末純一：

五十音順、敬称略）

３　調査・整理の組織
　平成 19（2007）年度から 25（2013）年度の調査・報告に関わる関係者は次のとおりである。平

成 23 年度以降は組織改革により、埋蔵文化財調査業務全般が九州歴史資料館に移管され、事業者

との契約 ･整理報告等を行っている。

　　　　平成 19 年度　　平成 20 年度　　平成 21 年度　　平成 22 年度　　　平成 23 年度　　　平成 24 年度　　平成 25 年度
西日本高速株式会社九州支社

支社長 久保晶紀 久保晶紀 久保晶紀 久保晶紀 (-9.30) 本間清輔 本間清輔 本間清輔

    本間清輔 (10.1-)

西日本高速株式会社九州支社福岡工事事務所

所長 竹國一也 竹國一也  福田美文 福田美文  中薗明広 源谷秋義 源谷秋義

　　　　　　　 福田美文 (10.1-)

副所長　     高尾英治　 　 高尾英治 高尾英治 (-9.30) 岩尾泉 (-9.30) 入江壮太 松繁浩二 松繁浩二

（技術担当）　　  岩尾泉 (8.1-) 入江壮太 (10.1-) 今井栄蔵 (-9.30) 井秀和 井秀和

     井秀和 (10.1-)

副所長　    大内智博 塚本國弘 (-9.30) 原野安博 原野安博 原野安博 原野安博 甲斐島武司

（事務担当） 塚本國弘 (12.1-)  原野安博 (10.1-)

総務課長 白川雄二 白川雄二 白川雄二 (-9.30) 江口政秋 江口政秋 馬場孝人 馬場孝人

　　　　　　　　  江口政秋 (10.1-)
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　　　　平成 19 年度　　平成 20 年度　　平成 21 年度　　平成 22 年度　　　平成 23 年度　　　平成 24 年度　　平成 25 年度
用地課長 桑原和之 桑原和之 桑原和之 桑原和之 桑原和之 桑原和之 (-5.10) 甲斐島武司

      原野安博 (5.11-)

工務課長 上川裕之 (-6.30) 大久保良和　　大久保良和 (-9.30) 石塚純 石塚純 (-9.30) 竪山哲二 田中康一郎

 大久保良和 (7.1-)  石塚純 (10.1-)  竪山哲二 (10.1-)

行橋北 福島剛 福島剛 (-1.31) 羽山広幸 羽山広幸 (-9.30) 税田賢二 税田賢二 (-9.30) 福島博文

工事長　　　　　　　　  羽山広幸 (2.1-) 税田賢二 (10.1-)  福島博文 (10.1-)

　　　　　　 平成 19 年度　　平成 20 年度　　平成 21 年度　　平成 22 年度　　平成 23 年度　　平成 24 年度　　平成 25 年度

福岡県教育庁

教育長　　　森山良一 森山良一 森山良一 杉光　誠 杉光　誠 杉光　誠 杉光　誠　　

教育次長　　楢崎洋二郎 楢崎洋二郎 亀岡　靖 荒巻俊彦 荒巻俊彦 荒巻俊彦 城戸秀明

総務部長　　大島和寛 荒巻俊彦 荒巻俊彦 今田義雄 今田義雄 西牟田龍治 西牟田龍治

福岡県教育庁総務部文化財保護課

総括

文化財保護課長　磯村幸男 磯村幸男 平川昌弘 平川昌弘 伊﨑俊秋 伊﨑俊秋 伊﨑俊秋　

同副課長 佐々木隆彦 池邉元明 池邉元明 伊﨑俊秋　　

参事 新原正典 新原正典 伊﨑俊秋 小池史哲

　　　 池邉元明 小池史哲 小池史哲

   小池史哲

課長補佐 中薗　宏 前原俊史 前原俊史 日高公徳　　

調査第一係長 小田和利 小田和利 吉村靖徳 吉村靖徳

調査第二係長 飛野博文 飛野博文 飛野博文 飛野博文

地域担当 吉田東明 岸本　圭 小澤佳憲 宮地聡一郎

庶務

管理係長 井手優二 富永育夫 富永育夫 富永育夫

庶務担当 渕上大輔 小宮辰之 野田　雅 仲野洋輔

調査・整理作業

参事補佐 濱田信也 濱田信也 新原正典 新原正典

主任技師 城門義廣 城門義廣 城門義廣 城門義廣

( 調査・整理担当 )   岡田　諭

臨時調査員    大里弥生

( 調査担当 )    藤島志考
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　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年度　　　　　平成 24 年度　　　 平成 25 年度

九州歴史資料館

総括

館長 西谷　正 西谷　正 荒巻俊彦

副館長　 南里正美 篠田隆行 篠田隆行

企画主幹 ( 総務室長 ) 圓城寺紀子 圓城寺紀子 圓城寺紀子

参事 ( 文化財調査室長 )   飛野博文

企画主幹 ( 文化財調査室長 ) 飛野博文 飛野博文 

企画主幹 ( 文化財調査室長補佐 )  吉村靖徳 吉村靖徳

文化財調査班長 小川泰樹 小川泰樹 小川泰樹

保存管理班長 加藤和歳 加藤和歳 加藤和歳

庶務

庶務担当　　　　 近藤一崇 長野良博 長野良博

整理報告

参事補佐 ( 整理担当 ) 小池史哲 小池史哲

主任技師 ( 調査・整理担当 ) 城門義廣 城門義廣 城門義廣

主任技師 ( 調査担当 ) 大庭孝夫

　なお、発掘調査にあたっては、地元の方々、発掘調査に参加された方々、行橋市および同教育委

員会、同高速道路対策室の関係者の皆様より御協力を賜った。記して感謝いたします。
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Ⅱ　位置と環境

１　地理的環境
　延永ヤヨミ園遺跡をめぐる地理的環境については地形学的・地質学的に既刊の 4冊の報告書にお

いてすでに十分述べられていることから、本書ではそれらを元に概観するのみに留めたい。

　延永ヤヨミ園遺跡は京都平野に位置している。京都平野は段丘地形が発達しており、海岸沿いに

標高 10m前後の海岸段丘、内陸部に標高 50 ～ 90 ｍの高位段丘、さらに盆地を取り囲むように 3

つの河川水系により形成された標高 15 ～ 30mの中位段丘が見られる。河川水系の扇状地では標高

10 ～ 15mほどの低位段丘が見られ、低地では海岸から 5km内陸部まで標高 5m以下の地域であり、

10m以下の地域も 7～ 8km内陸まで広がっている。周辺では、ボーリング調査や遺跡の分布から

縄文海進期や古墳時代には海が平野内部まで入り込んでいたと推測されている（第 4図）

　遺跡が所在する丘陵は、周辺の発掘調査ならびに試掘調査により、標高 10m前後の東側に向かっ

て開口する馬蹄形をなす。東側中央の谷部分は現在ため池が敷設されている部分からⅡ -4 区の北

側にかけて落ちが始まっており、そのまま低地部に向かって流れていくものと考えられる。

２　歴史的環境
　延永ヤヨミ園遺跡をめぐる歴史的環境についても、地理的環境と同様、既刊の 4冊の報告書にお

いて通時的に述べられている。そのため、本書では古墳時代前後の集落を中心として記述していく。

　弥生時代終末～古墳時代前期の集落跡については地域内の各地で見つかっている。当該期には他

地域との交流が盛んに行われていたものと考えられ、行橋市津留遺跡、辻垣遺跡群、苅田町上片島

遺跡群、谷遺跡などで、畿内系・瀬戸内系・山陰系の土器が多数出土している。苅田町法正寺木ノ

坪遺跡では手焙り形土器が出土しており、本書で報告を行う延永ヤヨミ園遺跡においても 4点の手

焙り形土器が出土している。また、豊前市赤熊花ノ木遺跡では阿波系の土器も出土しており、畿内・

瀬戸内・四国系の土器が多く出土していることは周防灘に開けた京築地方の特徴といえる。この他、

宇佐市小部遺跡では古墳時代前期の方形区画が検出されており、内部の構造は不明確ながら居館遺

構の可能性がある。墳墓内からはみやこ町徳永川の上遺跡などで鏡が多く見つかっているものの、

集落内では出土例は少なく、津留遺跡では溝の底部からミニチュア土器などと共に方格規矩鏡の破

片が出土し、苅田町谷遺跡では住居跡から小型重圏文鏡が出土している。

　古墳時代中期の集落は検出例が少なく、当該期に集落の減少が起こった可能性が高い。行橋市羽

根木古屋敷遺跡、鬼熊遺跡、上片島遺跡では陶質土器が出土しており、みやこ町居屋敷遺跡では初

期須恵器の窯跡が発見されている。居屋敷遺跡から 1kmほど南西に位置する京ヶ辻遺跡では初期

須恵器が多量に出土し、オンドル状カマド付きの住居跡が検出されていることから、工人集落の可

能性が指摘されている。豊前市塔田琵琶田遺跡ではオンドル状カマドを持つ住居跡が主体をなし、

渡来系の人々の集落という指摘がある。この他にも行橋市福富小畑遺跡、上片島遺跡、上毛町池ノ

口遺跡などで古墳時代中期の遺構が少ないながらも確認されている。

　古墳時代後期～終末期にかけては再び各地で多くの集落が確認されている。行橋市内だけでも稲

童豊後塚遺跡、崎野遺跡、福富小畑遺跡、赤ハゲ遺跡、福原寄原遺跡、福原原開遺跡、天生田矢萩
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遺跡、内屋敷遺跡、高来小月堂遺跡、入覚大原遺跡、下稗田遺跡、渡築紫遺跡B区・C区、代遺跡、

入覚上畔遺跡、柳井田早崎遺跡などで住居跡などの集落が検出され、カマドを持つ住居跡も多く確

認されている。墳墓でも行橋市八雷古墳、みやこ町扇八幡古墳、みやこ町箕田丸山古墳などの首長

墳と目される墳墓から前田山遺跡や竹並遺跡のような横穴墓群まで多くの墳墓が検出されている。

　古代になると、旧京都郡内に四天王寺式伽藍配置をもつ行橋市椿市廃寺が創建され、旧仲津郡内

1 延永ヤヨミ園遺跡　2黒添遺跡群　3上片島遺跡群　4近衛ヶ丘遺跡　5椿市廃寺　6高来井正丸遺跡　7延永水取遺
跡　8法正寺遺跡群　9ビワノクマ古墳　10入覚大原遺跡　11 八雷古墳　12 前田山遺跡　13 下稗田遺跡　14 宝山桑ノ
木遺跡　15崎野遺跡　16 福富小畑遺跡　17 赤ハゲ遺跡　18 柳井田早崎遺跡　19津留遺跡　20 辻垣ヲサマル遺跡　21
代遺跡　22 天生田矢萩遺跡　23福原寄原遺跡　24 竹並遺跡　25 福原長者原遺跡　26稲童豊後塚遺跡　27渡築紫遺跡
28 内屋敷遺跡　29 大谷車堀遺跡　30 天生田大池遺跡　31豊前国府跡　32 京ヶ辻遺跡　33 居屋敷遺跡　34 徳永川ノ上
遺跡　35カワラケ田遺跡　36上坂廃寺　37 豊前国分寺跡　38 呰見樋ノ口遺跡

第 4図　周辺遺跡分布図（1／ 70,000）
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ではみやこ町木山廃寺、同町上坂廃寺、同町豊前国分寺が創建される。また、各地に官道が整備さ

れ、行橋市天生田大池遺跡、大谷車堀遺跡、みやこ町呰見樋ノ口遺跡、カワラケ田遺跡などで官道

が確認されている。官衙関連遺構としては、みやこ町国作地区で豊前国府が確認されており、近年

では行橋市福原長者原遺跡で 1辺 150m規模の区画や建物跡を囲む回廊状遺構、八脚門が確認され、

国府クラスの規模を持つ官衙関連遺跡として注目される。崎野遺跡では性格は不明ながら 8世紀代

を中心とした掘立柱建物群が検出されている。また、延永水取遺跡では、8世紀代に属する幅 4.2m、

深さ 0.7m ほどの溝が検出されており、位置などから草野津から椿市廃寺にいたる運河の可能性が

指摘されている。
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行橋市史編纂委員会 2004『行橋市史　資料編』行橋市
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Ⅲ　発掘調査の記録

１　遺跡の概要
　延永ヤヨミ園遺跡は、現在の海岸線から約 5km内陸に入った標高 10 ｍ前後の低 ･中位段丘上に

位置している。北側は小波瀬川、東 ･南は長峡川による低地が広がっている。丘陵は、中央が東に

向かって開口している馬蹄形をしており、古墳時代においてはすぐそばまで海岸線が入っていたこ

とが推定される。現在の地形も東九州道と国道 201 号が交差する部分で東に開けた谷地形が見て取

れ、北側は広い田園地帯が広がっている。現在は県道直方行橋線により丘陵が切られているものの、

本来はビワノクマ古墳を含み長尾方面まで続く丘陵地帯の東端にあたると考えられる。また、丘陵

の東側先端には吉国木実堂古墳が現存している。調査区内の堆積土は、地山が橙色土を呈しており、

遺構の埋土は概ね黒褐色土である。

　遺構および遺物は、概ね弥生時代終末～古墳時代初頭、古墳時代後期、古代、中世の 4時期に分

第 5図　調査区周辺地形図（1／ 5,000）
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かれている。主要な遺構はついては、弥生時代終末～古墳時代初頭、古墳時代後期については竪穴

住居跡や溝など、古代には掘立柱建物跡、溝など、中世には井戸・溝などが検出されている。

　竪穴住居跡はⅡ -2 区で 133 軒、Ⅱ -3 区で 41 軒の合計 174 軒が検出された。特にⅡ -2 区中央部

から西側にかけては切り合いが著しく、上面の住居跡を掘り飛ばしてしまっている可能性もある。

掘立柱建物跡はⅤ -1 区で検出された古代の建物群に類すると考えられる例がⅡ -2 区で 1棟検出さ

れ、その建物を切る形で溝も検出された。土坑はⅡ -3区において中世の井戸が3基検出されたほか、

弥生時代終末～古墳時代初頭の性格不明の土坑が検出されている。

２　遺構と遺物
　以下に、検出された遺構と遺物についての報告を行う。Ⅱ -2 ～ 4 区はそれぞれ異なる年度に調

査を行っており、各々 1番から遺構番号を付与していることから、区ごとに報告を行う。

Ⅱ -2 区
　Ⅱ -2 区は調査範囲の最北端に位置する。北側は現道の直方行橋線が通っており、約 2mの比高

差が見られ、さらにその北側には低地の田園地帯が広がっている。西側は県道直方行橋線改良工事

に伴う発掘調査を行った延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1 区と接しており、南側は道路を挟んでⅡ -1 区と接

する。Ⅱ区内では最も稠密に遺構が分布しており、竪穴住居跡 133 軒、掘立柱建物跡 8棟、土坑 8基、

溝 22 条、不明遺構 7基、ピット多数が検出された。

(1)　竪穴住居跡

　本調査区では 133 軒の竪穴住居跡が確認された。時期は弥生時代終末～古墳初頭、古墳時代後期

に分かれており、わずかに古墳時代中期および飛鳥～奈良時代の住居跡が見られる。

1号住居跡 ( 第 7 図 )

　調査区の東端に位置し、137 号住居跡に切られ、7号溝を切る。規模は 410cm以上× 150cm以上、

深さ 5cmの長方形住居跡である。撹乱に大きく切られており詳細は不明である。北東隅で焼土が

まとまって検出された。

出土遺物 ( 第 9 図 )

　1 は須恵器の蓋である。内面に稜を持ち、外面に灰被りが見られる。2は土師器の壷である。ナ

デを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半に属するものと考えられる。

2号住居跡 ( 第 7 図、図版 2)

　調査区の東側に位置し、1 号溝に切られ、137 号住居跡を切る。規模は 380 × 370cm、深さ

10cmの正方形住居跡である。北壁のほぼ中央にカマドが検出され、南壁側では被熱の痕跡が見ら

れる黄橙色砂質土が検出された。主柱穴はピットが多く不明瞭ながら、中央の径 15cm程の 4本柱

になるか。

カマド ( 第 7 図、図版 2)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は左右とも 70cm で、両袖間は
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第 3表　Ⅱ－ 2区遺構一覧・対照表
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第 3表　Ⅱ－ 2区遺構一覧・対照表
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第 7図　Ⅱ -2 区１・2号住居跡実測図（1/60、1/30）
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55cm 程である。中央に高坏が逆位置で支脚として設置される。カマドの前面径 30cmの範囲は被

熱のため赤化している。カマド内部の床面はわずかに下がる。周囲にはカマド構築砂と同一の砂が

検出され、大きく壊されたものと考えられる。

出土遺物 ( 第 9 図 )

　3・4 は須恵器の蓋である。3は外面上位回転ヘラケズリ、他は回転ナデを施す。5は坏身である。

回転ナデを施す。6は土師器の高坏である。外面は磨滅するが坏部内面はミガキを施し、底部に工

具痕が花弁状に施される。7は椀である。磨滅が著しいが、外面下位にケズリが残る。8は椀ない

しは壷か。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に属するものと考えられる。

第 8図　Ⅱ -2 区 3号住居跡実測図 (1/60、1/30）
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3 号住居跡 ( 第 8 図、図版 3)

　調査区の南東側に位置し、3 号溝に切られ、4 号住居跡を切る。規模は 460 × 430cm、深さ

20cmの方形住居跡である。北壁のやや東よりにカマドが検出され、その北側は壁面が拡張する。

西壁際では 150 × 110cm、深さ 40cmのピットが検出され、屋内土坑と考えられる。南壁近くでは

焼土ならびに砂が検出された。主柱穴は P-5 ～ 7・9 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 8 図、図版 3)

　住居跡の北壁、やや東よりの位置でカマドが検出された。袖は右が 70cm、左が 50cmで、両袖

間は 55cm 程である。中央に 10cm 程の石が支脚として設置される。袖の間 85 × 55cm の範囲は

被熱のため赤化している。カマドの周囲から土器が出土している。

出土遺物 ( 第 9 図、図版 79)

　9 は須恵器の蓋である。天井部外面回転ヘラケズリ、内面不定方向のナデ、他は回転ナデを施す。

10～13は坏身である。10は底部内面に指頭圧痕状の調整が施される。14～18は土師器の甕である。

概ね磨滅するが、17 の外面にハケ、18 の外面にハケ、内面に横方向のハケが残る。19 は甑の把手

である。全体的に磨滅するが、ナデを施すか。20は皿である。調整は磨滅のため不明である。この他、

後述する紡錘車、台石、不明鉄製品が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

4号住居跡 ( 第 10 図、図版 4)

　調査区の南東側に位置し、3号住居跡に切られ、5号住居跡を切る。5号住居跡との関係は誤認

した可能性もある。規模は 425cm × 320cm 以上、深さ 20cm の方形住居跡である。1／ 3 程度が

調査区外に伸びる。住居床面に近い位置から土器が出土し、北側では焼土と共に土器が検出された。

撹乱に削平されるが、カマドであった可能性がある。主柱穴は住居全体が明らかでないため不明確

ながら、北西側に見られないことから、P-4 もしくは 5を含む 2本柱になるか。

出土遺物 ( 第 9・12 図、図版 79)

　21 ～ 24 は土師器の壷か。いずれも磨滅が著しいが、23 の内面にケズリ、口縁ナデ、24 の外面

にハケ、内面ケズリが残る。21・23 の外面に黒斑が見られる。25 は無頸壷ないしは口縁部が剥離

した壷か。口縁部は内湾し、口唇部がわずかに上方に突出する。肩部内面に指頭圧痕が残る。26・

27、第 12 図 1 ～ 9 は高坏である。いずれも磨滅が著しいが、3・4 の内面に横方向のケズリ、9の

外面にハケが残る。6は坏部と脚部が剥離しており、差込式で接合することがわかる。脚部は 9の

みが直線的に開き、下方で外湾するもので、他は下位で屈曲点を持って開くものである。10 は椀

である。磨滅が著しく調整は不明である。この他、後述する砥石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代中期後半～後期前半頃に属するものと考えられる。

5号住居跡 ( 第 10 図 )

　調査区の南東側に位置し、4号住居跡に切られる。4号住居跡との関係は誤認した可能性もある。

規模は170cm以上×45cm以上、深さ5cmの方形住居跡である。ほとんどが調査区外に伸びており、

詳細は不明である。4号住居跡の床下掘り込みなどの関連施設である可能性もある。
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第 9図　Ⅱ -2 区 1～ 4号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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出土遺物 ( 第 12 図 )

　11 は須恵器の蓋である。天井部

外面回転ヘラケズリ、内面不定方

向のナデ、他は回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳

時代後期後半に属するものと考え

られる。

6号住居跡 ( 第 10 図、図版 5)

　調査区の南東端に位置する。規

模は 400cm × 240cm 以上、深さ

5cm の方形住居跡である。1 ／ 2

ほどが調査区外に伸びるものと考

えられる。壁溝以外はほとんど削

平されており、北壁の中央部に高

坏が逆位置で据えられていること

から、この位置にカマドがあった

ものと考えられる。主柱穴は P-1・

6 をはじめとした 4 本柱になるも

のと考えられる。

出土遺物 ( 第 12 図 )

　12 は土師器の高坏である。磨滅

が著しく、調整は不明である。

　出土遺物から、古墳時代後期に

属するものと考えられる。

7号住居跡 ( 第 11 図、図版 5)

　調査区の南東側に位置し、3・4・

6号溝に切られ、8・54 号住居跡を切る。規模は 520 × 500cm、深さ 20cmの正方形住居跡である。

北壁のほぼ中央部からは淡黄色砂質土が塊で検出された。床下に堀込みが見られる事、周囲にわず

かに被熱の痕跡が見られることから、カマドの残骸と考えられる。断ち割り等行ったが、明確な袖

は確認できなかった。主柱穴は柱穴が多く不明確ながらも P-1・2・5・8 の 4 本柱になるものと考

えられる。

出土遺物 ( 第 12 図 )

　13 は須恵器の蓋である。回転ナデを施す。14 は坏身である。口縁がやや長く伸びる。15 は土師

器の甕である。磨滅のため調整は不明である。このほか、後述する紡錘車が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

第 10図　Ⅱ -2 区 4～ 6号住居跡実測図 (1/60)
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第 11図　Ⅱ -2 区 7号住居跡実測図 (1/60、1/30）
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第 12図　Ⅱ -2 区 4～ 7号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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8 号住居跡 ( 第 13 図、図版 5･6)

　調査区の南東側に位置し、7号住居跡に切られ、9・10 号住居跡を切る。規模は 470 × 400cm、

深さ 20cm の長方形住居跡である。北壁のほぼ中央部からは浅黄橙色砂質土が塊で検出された。

位置的にカマドと考えられるが、被熱痕跡などは認められなかった。その下部からは、280 ×

115cm、深さ 35cmの長楕円形のピットが検出された。南壁の中央部からは焼土が検出された。主

柱穴は P-3・9 ～ 11 の 4 本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 16 図、図版 79)

　1 ～ 3 は須恵器の蓋である。3は逆刺を持つ。2は天井部外面に工具痕状の縦方向の凹線が描か

れる。4・5 は坏身である。4は外面にヘラ記号が 2種類見られる。6は土師器の小壷である。底部

が厚く、外面にはハケが残る。外面に赤色顔料がわずかに残り、黒斑も見られる。7は高坏である。

磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

9号住居跡 ( 第 14 図、図版 6)

　調査区の南東側に位置し、8号住居跡に切られ、29 号住居跡、17 号溝を切る。規模は 550cm×

400cm 以上、深さ 30cmの方形住居跡である。南側は削平されており、南壁の位置は不明である。

北壁のほぼ中央にカマドが検出された。主柱穴は P-5 ～ 8 の 4 本柱になるものと考えられる。

第 13図　Ⅱ -2 区 8号住居跡実測図 (1/60)
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第 14図　Ⅱ -2 区 9・10 号住居跡実測図 (1/60、1/30）
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カマド ( 第 14 図 )

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は左のみが遺存しており 75cmを測る。

推定両袖間は 35cm程である。中央に高坏が逆位置に支脚として設置され、周囲から土器が出土し

ている。

出土遺物 ( 第 16 図 )

　8 ～ 11 は須恵器の坏身である。11 はカマド周辺出土。12・13 は土師器の甕である。13 は胴部外

面ハケ、口縁部内面横ハケ、内面ハケを施す。14 は高坏である。磨滅が著しいが、内面に横方向

のケズリを施す。カマド出土。この他、後述する鉄鎌が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

10 号住居跡 ( 第 14 図 )

　調査区の南東側に位置し、8・34 号住居跡に切られる。規模は 440cm 以上× 150cm 以上、深さ

10cmの方形住居跡である。大部分が調査区外に伸びており、主柱穴等、詳細は不明である。

出土遺物 ( 第 16 図 )

　15 は土師器の椀か。磨滅のため調整は不明である。16 は高坏である。内面は三角錘状に狭まり、

穿孔が１箇所に残る。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

11 号住居跡 ( 第 15 図、図版 7)

　調査区の北東側に位置し、12 号住居跡に切られる。規模は 350cm× 180cm以上、深さ 15cmの

方形住居跡である。1／ 2以上を 12 号住居跡に切られ、主柱穴等、詳細は不明である。P-8 が位置

的に屋内土坑となるか。

出土遺物 ( 第 16 図、図版 79)

　17 は須恵器の坏身である。18 は台付壷の脚部か。口唇部が外方に突出し、透かしが 1箇所残る。

19 は土師器の甕、20 は坏である。ともに磨滅のため調整は不明である。21 は甑である。把手が上

方に向き、外面にはハケを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半～中頃に属するものと考えられる。

12 号住居跡 ( 第 15 図、図版 7)

　調査区の北東側に位置し、13 号住居跡に切られ、11 号住居跡を切る。規模は 445 × 410cm、深

さ 10cmの長方形住居跡である。北壁中央部で 115 × 50cm程の砂質土が検出され、カマドの袖と

考えられる。焼土等は認められず、どちら側に袖がつくのかは不明である。ややずれるが P-3 を中

心とした 4本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 16 図 )

　22 は 11・12 号住居跡出土例が接合した須恵器の坏身である。時期的に 12 号住居跡に属するも

のと考えられる。23 は須恵器の蓋である。やや小ぶりで壷蓋か。24・25 は坏身である。24 は焼成

不良のため磨滅している。25 は外面に灰被りが見られる。26 は提瓶か。沈線が 1条施される。27

は長頸壷か。口唇部を折り曲げて肥厚させる。28 は土師器の甑である。磨滅が著しいが、外面にハ
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ケが残る。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

13 号住居跡 ( 第 17 図、図版 7)

　調査区の北東側に位置し、16 号溝に切られ、12・14 号住居跡を切る。規模は 470cm 以上×

315cm、深さ 10cmの長方形住居跡である。床面からは少量のピットのみが検出され、主柱穴等は

不明である。

第 15図　Ⅱ -2 区 11・12 号住居跡実測図 (1/60)
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第 16図　Ⅱ -2 区 8～ 12 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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出土遺物 ( 第 19 図 )

　1は須恵器の蓋である。宝珠形のつまみがつく。2～4は坏身である。5は高坏である。外面灰被り、

内面自然釉が見られる。6・7は土師器の甕である。共に磨滅が著しいが、6の外面にわずかにハケ

が見られる。8は高坏である。焼成不良の須恵器の可能性もある。9は甑である。磨滅のため調整

は不明である。

　一部 7世紀代の遺物が出土しているものの、切り合いから、古墳時代後期後半に属するものと考

えられる。

14 号住居跡 ( 第 17 図、図版 8)

　調査区の北東側に位置し、13 号住居跡、16 号溝に切られる。規模は 450 × 445cm、深さ 10cm

の正方形住居跡である。北壁際でカマドが検出された。主柱穴は P-3 ～ 6 の 4 本柱になるものと考

えられる。

カマド ( 第 17 図、図版 8)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は左 80cm、右は 13 号住居跡に切られ

ており 55cmが遺存する。両袖間は 60cm程である。中央に高坏が正位置で支脚として設置される。

カマドの前面 45 × 25cmの範囲は被熱のため赤化している。

出土遺物 ( 第 19 図、図版 79)

　10・11 は須恵器の蓋である。11 は内面に工具痕が見られる。12 は台付壷ないしは器台か。脚裾

に断面台形の突帯を付し、三角形の透かしが 3箇所に施される。透かし部分はカキメ、その上位に

1条の凹線、他は回転ナデを施す。13 は土師器の甕である。磨滅が著しいが、外面ハケ、内面に粘

土紐の継ぎ目が見られる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半～中頃に属するものと考えられる。

15 号住居跡 ( 第 18 図 )

　調査区の北東側に位置し、16 号溝に切られ、3号掘立柱建物を切る。規模は 525 × 420cm、深

さ 5cmの長方形住居跡である。上面が削平され深さがほとんど残っていない。東側の溝状ピット

のテラス上で焼土が検出された。中央の P-4 は炉跡となるか。主柱穴は P-1・5・7・8 の 4 本柱に

なるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 19 図 )

　14・15 は土師器の坏である。高台が外方に向かって開き、底部は丸みを帯びる。15 は平底で、

磨滅が著しいが、外面に回転ナデを施す。共に P-6 出土。

　出土遺物は 10 世紀後半前後に属するものであるが、同一ピット内から出土していることから、

確実に住居跡に伴うものと判断できない。このほかには図化に耐えないが、土師器、須恵器片が出

土していることと切り合いから、古墳時代後期に属する可能性が高いと考えられる。

16 号住居跡 ( 第 18 図、図版 8)

　調査区の中央に位置し、9号溝、5・6 号不明遺構に切られ 106 号住居跡を切る。規模は 420 ×

415cm、深さ 20cmの正方形住居跡である。南壁際に 100 × 60cm、深さ 50cmの P-6 が検出され、
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第 17図　Ⅱ -2 区 13・14 号住居跡実測図 (1/60、1/30）
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第 18図　Ⅱ -2 区 15・16 号住居跡実測図 (1/60)
16

15

0
10
.0
m

10
.0
m

10.0m

10.0m

3m

9.
5m

9.6m

焼土

P-7

P-7

不 6

不 5

P-1

P-6

P-2

P-5

P-4

P-8

P-8

溝 9

764
1

4
5

2
3

4
56

7
8

8

16 号住居跡

1灰黄褐色粘質土 -溝 9

2 にぶい黄褐色粘質土 -不 5

3 褐灰色粘質土、黒褐色土ブロック少量含む -不 5

4 にぶい黄褐色粘質土

5黒褐色粘質土

6にぶい黄褐色粘質土、黒褐色土ブロック多量に含む

7黒褐色粘質土

8黄褐色粘質土

　



― 33 ―

屋内土坑と考えられる。中央から径 70cm、深さ 50cmの P-7 が検出され、その両側の P-2・8 が主

柱穴で、2本柱となるか。

出土遺物 ( 第 19 図 )

　16・17 は土師器の甕である。磨滅が著しいが、16 の口縁部内面にハケが残る。18 は甑の把手で

ある。強く屈曲し、上方を向く。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

第 19図　Ⅱ -2 区 13 ～ 16 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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17 号住居跡 ( 第 20 図、図版 9)

　調査区の中央に位置し、24 号住居跡、9号溝に切られる。規模は 530 × 465cm、深さ 15cmの長

方形住居跡である。北壁のほぼ中央からカマドが検出された。東側の壁面近くでは、床面から浮い

た状態で木炭が検出された。主柱穴は P-2・13 ～ 15 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 20 図 )

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右しか遺存せず 90cmが残る。中央に

第 20図　Ⅱ -2 区 17・18 号住居跡実測図 (1/60、1/30）
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高坏が逆位置で支脚として設置される。カマドの前面30×35cmの範囲は被熱のため赤化している。

周辺から土器が出土している。

出土遺物 ( 第 22 図、図版 79)

　1は須恵器の坏身である。2は高坏ないしは脚付壷か。透かしが残る。3は土師器の小型壷である。

表面に薄く丹が付着し、内面に接合痕が見られる。4～ 7は甕である。4・5の口縁部屈曲はやや弱

く、6・7は強い。磨滅が著しいが、7の外面にハケが残る。8は支脚である。円錐状に近く指ナデ

により成形する。この他、後述する石庖丁、すり石、鉄鏃、紡錘車が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半～中頃に属するものと考えられる。

18 号住居跡 ( 第 20 図 )

　調査区の中央南よりに位置し、105 号住居跡、14 号溝に切られる。規模は 370cm× 155cm以上、

深さ 10cmの方形住居跡である。半分以上を溝や住居跡に切られており、主柱穴等、詳細は不明で

ある。

出土遺物 ( 第 22 図、図版 79)

　9 は土師器の甕である。わずかに平底を呈し、口縁部の屈曲は弱い。口縁部ヨコナデ、胴部内外

面ハケを施す。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

19 号住居跡 ( 第 21 図、図版 9)

　調査区の北側に位置し、8・14・20・21・23 号溝に切られる。規模は 570cm × 500cm 以上、深

さ 20cmの方形住居跡である。大きく溝に切られており、明確ではないものの、P-4 ～ 6 を中心と

した 4本柱になるか。

出土遺物 ( 第 22 図、図版 79)

　10 は須恵器の蓋である。胴部でわずかに屈曲する。11～ 13は坏身である。11・12は逆刺が短く、

器高も低い。14 は土師器の甕か。磨滅が著しいが、外面に指頭圧痕が残る。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半～ 7世紀前半に属するものと考えられる。

20 号住居跡 ( 第 21 図、図版 10)

　調査区の中央に位置し、21・22 号住居跡、5 号不明遺構を切る。規模は 420 × 400cm、深さ

20cmの正方形住居跡である。切り合いが激しいためピットが多く検出されているが、P-1・3・9・

10 の 4 本柱となるか。床面から少量ながら土器が検出された。

出土遺物 ( 第 22 図、図版 80)

　15 は須恵器の蓋である。口唇部内面がやや凹む。16 ～ 19 は坏身である。16 は天井部外面に線

状の工具痕、17 は外面にヘラ記号が見られる。20 は土師器の甕である。口縁の屈曲は弱く、外面

ハケ、内面ケズリを施す。21 は模倣坏である。磨滅のため調整は不明である。22・23 は甑の把手

である。24 は支脚か。円筒形を呈する。焼成不良で、磨滅する。この他、後述する石斧、砥石、

不明銅製品が上層から出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。
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第 21図　Ⅱ -2 区 19・20・22 号住居跡実測図 (1/60)
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22 号住居跡 ( 第 21 図 )

　調査区の中央に位置し、16・20・21 号住居跡に切られる。規模は 405cm以上× 150cm以上、深

さ 15cmである。他の住居跡に大きく切られ主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 24 図、図版 80)

　1 は須恵器の蓋である。小型で壷蓋か。2は高坏である。底脚で外面に灰被りが見られる。20 号

住居跡の混入品か。3は土師器の壷である。磨滅が著しいが、外面にハケが残る。4は甕か。断面

台形の突帯が付く。混入品か。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

21 号住居跡 ( 第 23 図、図版 10)

　調査区の中央に位置し、20 号住居跡、11 号溝に切られる。規模は 380 × 375cm、深さ 15cmの

正方形住居跡である。北西壁のほぼ中央に黄褐色粘質土の塊が検出されカマドと考えられる。主柱

穴は P-5・7・13・14 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 23 図 )

　住居跡の北西壁中央でカマドが検出された。破壊されているため法量などは不明確だが、袖が

85cm以上あったものと考えられる。被熱面等は検出されなかった。

出土遺物 ( 第 24 図 )

　5 は須恵器の蓋である。外面に灰被りおよび自然釉が見られる。6は坏身である。回転ナデを施

す。7は高坏である。四角形の透かしが入り、外面に灰被りが見られる。8は甕か。回転ナデを施す。

9は土師器の甕である。磨滅が著しいが、内面にハケが残る。10 は甑である。把手と胴部が遺存し

ており、同一個体と考えられる。内外面共にハケを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

23 号住居跡 ( 第 23 図、図版 11)

　調査区の南側に位置し、撹乱に切られ、24 号住居跡を切る。規模は 400cm× 310cm以上、深さ

30cmの方形住居跡である。北壁のほぼ中央の位置で黄褐色砂が塊で検出され、カマドと考えられる。

主柱穴は P-4 ～ 7 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 23 図、図版 11)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。左右の袖共に 55cmで、袖間は 50cmにな

るものと考えられる。袖間の 25 × 10cmの範囲は被熱のため赤化している。

出土遺物 ( 第 24 図 )

　11 は須恵器の蓋、12 は坏身である。11 は焼成不良である。13・14 は土師器の甕である。磨滅が

著しいが、14 の口縁部内面にハケ、胴部内面に工具によるナデ、頸部外面にハケが残る。15 は高坏、

16 は甕の底部か。共に磨滅のため調整は不明である。17 は甑の把手である。ナデで成形する。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

24 号住居跡 ( 第 25 図、図版 11･12)

　調査区の南側に位置し、17・37・52 号住居跡を切り、23 号住居跡に切られる。規模は 380 ×
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第 22図　Ⅱ -2 区 17 ～ 20 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、9は 1/4)

1

2 5

6

7

9

12

13

14

1716

15

18

19

21

22

23

0 10cm
24

20

住 17

住 19

住 20

住 18

3
4

8

10

11

0

10cm



― 39 ―

第 23図　Ⅱ -2 区 21・23 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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360cm、深さ15cmの正方形住居跡である。北西壁のほぼ中央でカマドが検出された。検出されたピッ

トは少なく、P-3 ～ 6 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 25 図、図版 12)

　住居跡の北西壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右 80cm、左 70cmで、袖間は 50cm

程である。中央に高坏が逆位置で支脚として設置される。カマドの前面 60 × 50cmの範囲は被熱

のため赤化している。

出土遺物 ( 第 27 図、図版 80)

　1 ～ 6 は須恵器の蓋である。いずれも天井部外面回転ヘラケズリ、内面不定方向のナデ、他は回

転ナデを施す。7は土師器の壷である。磨滅のため調整は不明である。8・9は甕である。共に磨滅

のため不明である。10・11は高坏である。共に脚部が長く、磨滅が著しいが、10の坏部内面にミガキ、

11 の脚部内面にケズリが残る。

第 24図　Ⅱ -2 区 21 ～ 23 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 25図　Ⅱ -2 区 24・25 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

25 号住居跡 ( 第 25 図、図版 12)

　調査区の南側に位置し、26・42・45・46 号住居跡を切る。規模は 360 × 335cm、深さ 15cm の

方形住居跡である。西壁角でカマドが検出された。切り合いが激しいため、判別できたピットは少

なく、主柱穴等は不明である。

第 26図　Ⅱ -2 区 26・27・50 号住居跡実測図 (1/60)
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カマド ( 第 25 図、図版 12)

　住居跡の南西隅でカマドが検出された。袖は右 110cm、左 70cmで、袖間は 60cm程である。袖

間の55×35cmの範囲は被熱のため赤化している。右袖の縁から径15cm程の石が検出されており、

袖石と考えられる。

出土遺物 ( 第 27 図、図版 80)

　12・13 は須恵器の蓋である。12 の天井部はヘラ切りを施す。14 は壷である。平底を呈し、底部

に工具痕、胴部下端にヘラケズリ後ハケ状の工具痕、他は回転ナデを施す。15 は高坏である。脚

部口唇部は屈曲し段が形成される。16 は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。17・

18 は土師器の高坏である。17 は脚部内面の凹みが浅く、ケズリが施される。18 は口縁が直立し、

調整は磨滅のため不明である。19 は椀である。内面に縦方向のミガキを施す。この他、後述する

すり石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期末～ 7世紀前半に属するものと考えられる。

26 号住居跡 ( 第 26 図、図版 13)

　調査区の南側に位置し、25・27 号住居跡に切られ、42・46・50 号住居跡を切る。規模は 500 ×

420cm、深さ 25cm の長方形住居跡である。東隅は幅 420cm ほどで東側に曲がっており、北隅と

どちらかを誤認した可能性がある。住居跡中央やや南よりで焼土が検出された。切り合いが激しく、

多くのピットが検出されているため主柱穴は判断できない。

出土遺物 ( 第 27 図 )

　20 は須恵器の坏身である。21 は土師器の甕か。磨滅のため調整は不明である。22 は須恵器の器

台である。26・27 号住居跡出土例が接合したものである。時期が類似しており、どちらに伴うも

のか判断できない。カキメおよび斜め方向の貝殻状刺突文に加え 3箇所に透かしが入るセットが 2

条の凹線で分けられた区画の 1・2段目に施され、3段目はカキメおよび斜め方向の貝殻状刺突文、

4段目はカキメのみ施される。内面は一部当て具痕が見られ、他はナデを施す。粘土紐の接合痕跡

が 3箇所に見られる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期（中頃か？）に属するものと考えられる。

50 号住居跡 ( 第 26 図 )

　調査区の南側に位置し、26・42 号住居跡に切られる。規模は 105cm 以上× 105cm 以上、深さ

10cmの方形住居跡である。他の住居跡に大きく切られ、1角のみが遺存する。主柱穴等は不明で

ある。

　出土遺物はなく、切り合いから古墳時代後期以前に属するものと考えられる。

27 号住居跡 ( 第 26 図、図版 13)

　調査区の南端に位置し、26・46 号住居跡を切る。規模は 360cm× 180cm以上、深さ 20cmの方

形住居跡である。調査区外に 3／ 5ほどが伸びるものと考えられる。主柱穴は調査区外に伸びるた

め不明確だが、P-5・7 をはじめとした 4本柱になるものと考えられる。
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第 27図　Ⅱ -2 区 24 ～ 27 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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出土遺物 ( 第 30 図 )

　1 は須恵器の坏身である。逆刺が短い。2は高台坏である。高台が外方に開く。3は提瓶である。

瘤状の把手が両側に付き、側面外面回転ヘラケズリ、内面回転ナデを施す。4は土師器の甕である。

磨滅のため調整は不明である。5は緑釉陶器の椀である。口縁端部がわずかに外湾する。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃～ 7世紀に属するものと考えられる。

28 号住居跡 ( 第 28 図、図版 14)

　調査区の南側に位置し、4号土坑に切られ、33・46 ～ 48・53 号住居跡を切る。規模は 520cm×

330cm以上、深さ 15cmの方形住居跡である。北端で角が 2箇所検出されており、本来はさらに一

軒住居跡が存在していた可能性がある。西側の境界は削平もしくは切り合いのため不明である。南

壁は 48 号住居跡と同じ位置であり、ベッド状遺構である可能性もある。多くの住居跡が切り合っ

ており、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 30 図、図版 80)

　6 は土師器の壷である。器壁は薄く、底部外面付近に黒斑が見られる。7・8 は甕である。7・8

共に器壁が薄く、磨滅のため調整は不明である。9は高坏である。坏部に明確に段を持ち、口縁部

外面に黒斑が見られる。この他、後述する石庖丁、砥石が出土している。

　古墳時代初頭の遺物が見られるものの、切り合いから古墳時代後期に属するものと考えられる。

48 号住居跡 ( 第 28 図、図版 14)

　調査区の南側に位置し、28 号住居跡、4 号土坑に切られ、53 号住居跡を切る。規模は 370 ×

350cm、深さ 5cmの正方形住居跡である。南壁は 28 号住居跡と同じ位置であり、ベッド状遺構で

ある可能性もある。主柱穴は P-1 ～ 3、4 号土坑内の柱穴の 4本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 30 図 )

　10・11 は須恵器の蓋である。共に回転ナデを施し、肩部にわずかに段が形成される。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

51 号住居跡 ( 第 28 図 )

　調査区の南西側に位置し、4号土坑、19 号溝に切られる。他の遺構に大きく切られ、西側の 1辺

のみが検出された。調査区外に伸びており、規模・主柱穴等は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師質土器片が出土している。

　切り合いと出土小片から、弥生時代終末期に属するものと考えられる。

53 号住居跡 ( 第 28 図、図版 14)

　調査区の南側に位置し、28・48 号住居跡、4 号土坑に切られる。規模は 400 × 270cm、深さ

30cmの長方形住居跡である。48 号住居跡の北壁までしか壁溝が確認されず、北壁は 48 号住居跡

と同じ位置にあった可能性がある。床面からのピットの検出は少なく、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 30 図 )

　12 は器台か。外面は磨滅、内面ナデを施す。この他、後述する石庖丁が出土している。
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　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

29 号住居跡 ( 第 29 図、図版 14)

　調査区の南東側に位置し、9 号住居跡に切られ、30 号住居跡、10 号溝を切る。規模は 400 ×

330cm、深さ 20cm の長方形住居跡である。西壁のほぼ中央からカマドが検出された。主柱穴は

P-2・9 の 2 本柱ないしは P-8・11・12・01 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 29 図、図版 14)

　住居跡の西壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右 80cm、左 75cm で、袖間は 30cm

程である。袖間は被熱のため赤化している。

第 28図　Ⅱ -2 区 28・48・51・53 号住居跡実測図 (1/60)
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第 29図　Ⅱ -2 区 29・30 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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出土遺物 ( 第 30 図 )

　13・14 は須恵器の蓋である。14 は外面に回転ナデの際の工具痕が見られる。15 は坏身である。

16 は土師器の小型壷である。磨滅が著しいが、肩部内面に指頭圧痕が見られる。17は壷である。

内外面共にヨコナデを施す。18 は高坏である。下位で大きく開き、内面にケズリが残る。19 は脚

第 30図　Ⅱ -2 区 27 ～ 30・48・53 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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付鉢の脚部か。磨滅のため調整は不明である。この他、後述する紡錘車、鉄鏃が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

30 号住居跡 ( 第 29 図、図版 15)

　調査区の南東側に位置し、29・31 号住居跡に切られ、54 号住居跡を切る。規模は 455 × 395cm、

深さ 20cmの長方形住居跡である。南壁際に 70 × 50cm、深さ 20cmの P-2 が検出され、位置から

屋内土坑と考えられる。主柱穴は P-5・8 ～ 10 の 4 本柱になるものと考えられる。住居跡北西隅の

床面から、土師質の樽形 、甑などがまとまって出土した。

出土遺物 ( 第 30･31 図、図版 80･81)

　20は須恵器の坏身である。焼成不良で磨滅する。21・22は小型の壷である。口縁部の屈曲は弱い。

磨滅のため調整は不明である。23・24 は甕である。磨滅のため調整は不明である。第 31 図 1 は壷

か。磨滅が著しいが、口縁部内外面ヨコナデが残る。2は甕である。歪みがきつく、口縁部に黒斑

が見られる。磨滅が著しいが、胴部内面にケズリが残る。3・4 は高坏である。椀形の坏部で、脚

部は下位で強く屈曲する。5～ 8は椀である。磨滅が著しいが、5の外面にハケ、6の内面にケズリ、

8の外面にハケが残る。6・8の外面に黒斑が見られる。9～ 12 は甑である。9は把手が付かず、小

孔が穿たれる多孔式である。10 は中央に 1孔を穿ち、口縁部がやや内湾する。11 は把手が上方を

向き、口縁部が内湾する。12 は把手がやや下方を向き、別作りで挿入しナデ付ける。いずれも磨

滅が著しいが、概ね外面ハケ、内面ケズリを施す。13・14 はミニチュア土器である。13 は底部が

厚く、ユビナデで成形する。15 は土師器の樽形 である。正面に径 1.5cm の孔を穿ち下部外面に

黒斑が見られる。側面の突出部は貼り付けを行い、左側面は粘土紐を重ねていくことで閉じる。表

面は磨滅のため不明瞭だが、ナデを施すか。形態的、製作技法的に須恵器に類似しており、須恵器

の製品を見ながらないしは製作したことがある人物が作ったものと考えられる。この他、後述する

すり石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代中期前半頃に属するものと考えられる。

31 号住居跡 ( 第 32 図、図版 15)

　調査区の南東側に位置し、6・7 号溝に切られ、30 号住居跡を切る。6号溝との関係は誤認した

ものと考えられる。規模は 340 × 250cm、深さ 10cmの長方形住居跡である。床面から柱穴は確認

されているものの、明確に並ぶものはなく、主柱穴は不明である。

出土遺物 ( 第 34 図、図版 81)

　1 は須恵器の坏身である。口縁部が長く伸び、下半の器高が低い。2は である。胴部のみが遺

存する。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半頃に属するものと考えられる。

32 号住居跡 ( 第 32 図 )

　調査区の南側に位置し、撹乱に切られ、10 号溝を切る。規模は 150cm以上× 120cm以上、深さ

5cmの方形住居跡である。削平のため残りが著しく悪く、撹乱の西側には埋土が残存していなかっ

た。北壁に近い位置で、焼土塊が検出された。
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第 31図　Ⅱ -2 区 30 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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　出土遺物はなく、切り合いから弥生時代終末以降に属する可能性が高いと考えられる。

33 号住居跡 ( 第 32 図 )

　調査区の南側に位置し、28 号住居跡に切られ、46 号住居跡を切る。規模は 230cm × 110cm 以

上 cm、深さ 5cmの方形住居跡である。比較的小型の住居跡ないしは 46 号住居跡のベッドになる

可能性がある。他の住居跡に大きく切られるため、主柱穴等は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器、須恵器片が出土している。切り合いと出土小片から、古墳

時代後期に属するものと考えられる。

46 号住居跡 ( 第 32 図 )

　調査区の南側に位置し、25・26・28・33 号住居跡に切られる。規模は 290cm以上× 280cm以上、

深さ 5cmである。北壁のみが遺存しており、他の壁面は全て他の住居跡に切られる。33 号住居跡

の北壁とほぼ並行しており、ベッド状遺構になる可能性もある。主柱穴等は不明である。

　出土遺物はなく、切り合いから古墳時代後期以前に属するものといえる。

34 号住居跡 ( 第 32 図、図版 16)

　調査区の南端に位置し、10 号住居跡、10 号溝を切る。規模は 360cm× 300cm以上、深さ 10cm

の方形住居跡である。西壁は平面では認識できなかったが、壁面の土層で確認した。北壁のやや西

寄りでカマドが検出された。東壁際からは焼土が検出された。下層が 10 号溝の埋土であったため、

ピットがさほど認識できず、主柱穴は不明である。

カマド ( 第 32 図、図版 16)

　住居跡の北壁やや西よりの位置でカマドが検出された。袖は右 70cm、左 85cm で、袖間 20cm

程である。中央に高坏が逆位置で支脚として設置される。袖間には不明瞭だが被熱の痕跡が見られ

る。

出土遺物 ( 第 34 図、図版 81)

　3 は土師器の壷である。外面ハケ、口縁部内面ハケ、胴部内面ナデを施す。4は甕である。10 号

溝からの混入品か。5は高坏である。口縁部外面が被熱のため黒変する。カマド出土。6は支脚か。

内外面共にハケを施す。10 号溝からの混入品か。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代中期後半～後期前半に属するものと考えられる。

35 号住居跡 ( 第 33 図 )

　調査区の中央南よりに位置し、14 号溝に切られ、36・43 ～ 45・49 号住居跡を切る。規模は

430cm× 395cm以上、深さ 15cmの方形住居跡である。切り合いが激しいためか、認識できたピッ

トは少なく、主柱穴は不明である。

出土遺物 ( 第 34 図、図版 81)

　7 は土師器の壷である。内外面ハケを施し、内面に粘土紐接合の痕跡が見られる。8は椀である。

口縁が内湾し、調整は磨滅のため不明である。9はミニチュアの鉢である。外面に黒斑が見られる。

10 は不明土製品である。上面に径 1cm前後の孔を穿ち把手状の部分が付く箇所が見られる。
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第 32図　Ⅱ -2 区 31 ～ 34・46 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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　出土遺物は古墳時代初頭に属するものが含まれるものの、切り合いから古墳時代後期に属するも

のと考えられる。

36 号住居跡 ( 第 33 図 )

　調査区の中央南よりに位置し、35 号住居跡、14 号溝に切られ、45 号住居跡を切る。規模は

第 33図　Ⅱ -2 区 35 ～ 37 号住居跡実測図 (1/60)
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第 34図　Ⅱ -2 区 31・34 ～ 37 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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420cm以上× 80cm以上、深さ 15cmの方形住居跡である。床面からピットの検出はなく、主柱穴

等は不明である。

出土遺物 ( 第 34 図、図版 81)

　11 は高坏である。磨滅のため調整は不明である。12・13 は脚付鉢である。共に磨滅のため調整

は不明である。

　出土遺物からは、弥生時代終末期に属すると考えられるが、切り合いおよび埋土の状況からは古

墳時代後期に属する可能性が高い。詳細は不明である。

37 号住居跡 ( 第 33 図、図版 16)

　調査区の南側に位置し、24 号住居跡に切られ、38・40・52 号住居跡を切る。規模は 350 ×

320cm、深さ 30cmの正方形住居跡である。P-2・3 の 2 本柱となるか。

出土遺物 ( 第 34 図、図版 81)

　14 は壷である。二重口縁壷で口唇部が強く外湾する。15 は高坏である。脚部に穿孔が穿たれる。

16 は椀である。口径が小さく、器高が高い。磨滅のため調整は不明である。17・18 は脚付鉢である。

17 は口縁部が外湾し、脚部は外に開く。磨滅するが、口縁部および脚部内面にナデが残る。19 は

器台である。上方が大きく抉れるもので、内外面共に磨滅のため調整は不明である。20 は須恵器

の蓋である。21 は坏身である。底部外面ヘラ切り、内面不定方向のナデ、胴部外面下位回転ヘラ

ケズリ、他は回転ナデを施す。

　出土遺物は、弥生時代終末期に属するものが主体を占めるものの、周辺の住居跡との切り合い関

係および須恵器の存在などから、古墳時代後期に属するものとしておきたい。ただし、切り合いが

激しかったため、関係性を誤認した可能性を含む。

38 号住居跡 ( 第 35 図、図版 16･17)

　調査区の南東側に位置し、24・37・40 号住居跡に切られ、39・52・41 号住居跡を切る。41 号住

居跡との関係は誤認した可能性がある。規模は 550 × 440cm、深さ 25cmの長方形住居跡である。

いくつかのピットが検出されているものの、明確に並ぶものがなく主柱穴は不明である。

出土遺物 ( 第 36 図、図版 81･82)

　1 ～ 3 は須恵器の蓋である。1は焼き膨れが見られる。4は坏身である。焼成不良で、外面に黒

変部が見られる。5～ 8は弥生土器ないしは土師器の甕の底部か。全て平底を呈し、8は突出する。

8は外面に黒斑が見られる。9～ 11 は壷である。9は口縁部が厚く、強く屈曲し、10 は緩やかに外

湾する。11 は二重口縁壷で口縁部外面に黒斑が見られる。12 は甕である。磨滅が著しいが、外面

にハケが残る。13～15は器台か。13は脚部中央に孔を穿つ。14は器壁が厚く、支脚の可能性がある。

15 は上面が剥離しており、調整も磨滅のため不明である。16・17 は高坏である。脚部が長く、下

位に孔を穿つ。18 は脚付鉢である。内外面共にハケ目を施す。19 はミニチュア土器である。ユビ

ナデで成形する。この他、後述する砥石が出土している。

　出土遺物から古墳時代後期ならびに弥生時代終末～古墳時代初頭に属する可能性がある。切り合

いからすれば、カマドを持つ 41 号住居跡を切ることから古墳時代後期に属するものと考えられる

が、両者の切り合い関係は不明瞭であったことから、時期の確定には至らない。
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第 35図　Ⅱ -2 区 38 ～ 40 号住居跡実測図 (1/60)
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第 36図　Ⅱ -2 区 38 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 37図　Ⅱ -2 区 39 ～ 41 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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39 号住居跡 ( 第 35 図、図版 16)

　調査区の南東側に位置し、38・40・41・42 号住居跡に切られる。規模は 460cm × 260cm 以上、

深さ 25cm である。南壁際に位置する径 80cm、深さ 20cm の P-1 が位置的に屋内土坑になるもの

と考えられる。他の住居跡に大きく切られ、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 37 図 )

　1 は支脚である。先端に突起が付くタイプのものと考えられる。内面にナデが残る。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

40 号住居跡 ( 第 35 図 )

　調査区の南東側に位置し、37・42 号住居跡に切られ、38・39・41・52 号住居跡を切る。規模は

420cm × 255cm 以上、深さ 10cmの方形住居跡である。床面で検出されたピットは少なく、主柱

穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 37 図 )

　2 ～ 4 は須恵器の蓋である。3は極端に薄い。5は土師器の壷である。強く屈曲し、ナデを施す。

6は模倣坏である。磨滅が著しく、調整は不明である。7・8は甕か。共に緩やかに外湾する。9は

甑である。やや下膨れの器形になるものと考えられ、磨滅が著しいが、内面にハケが残る。10 は

弥生土器の高坏である。口縁が直線的に伸びる。混入品か。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半頃に属するものと考えられる。

41 号住居跡 ( 第 38 図、図版 17)

　調査区の南東側に位置し、38・40・42 号住居跡に切られ、45・52 号住居跡を切る。38 号住居跡

との関係は誤認した可能性がある。規模は 400cm× 350cm以上、深さ 10cmの方形住居跡である。

北壁際からカマドが検出された。42 号住居跡に大きく切られるものの、位置と大きさなどから P-4

および 42 号住居跡内 P-6 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 38 図 )

　住居跡の北壁際からカマドが検出された。袖は右 90cm、左 80cm で、袖間は 50cm 程である。

中央に高坏が逆位置で支脚として設置される。カマドの前面 40 × 35cm程の範囲は被熱のため赤

化している。周辺から土器が出土した。

出土遺物 ( 第 37 図、図版 82)

　11・12 は須恵器の蓋である。12 はややつぶれ、器高が低い。13 は坏身である。14・15 は土師器

の高坏である。14 は外面に黒斑が見られる。15 は脚部のみで内面にケズリが残る。カマド出土で

同一個体か。16 は甕である。口縁部ヨコナデ、胴部ハケを施す。17 は甑である。把手が欠損する。

口縁は緩やかに外湾し、外面ハケ、内面ケズリを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に属するものと考えられる。

42 号住居跡 ( 第 38 図、図版 17)

　調査区の南側に位置し、25・26 号住居跡に切られ、38 ～ 41・45・50 号住居跡を切る。規模は

490 × 480cm、深さ 10cmの正方形住居跡である。ピットが多く検出されているため、不明確なが
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第 38図　Ⅱ -2 区 41・42 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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ら P-3・4・14・17 などを中心とした 4本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 39 図 )

　1 は須恵器の蓋、2・3 は坏身である。4は壷の肩部である。外面カキメ、内面回転ナデを施す。

5は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。6は高坏か。脚部下位に孔を穿つ。混入品か。

この他、後述する紡錘車が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

43 号住居跡 ( 第 40 図、図版 17･18)

　調査区の南西側に位置し、14 号溝、35 号住居跡に切られ、44・89・111・112 号住居跡を切る。

規模は 460 × 430cm、深さ 40cmの長方形住居跡である。切り合いが激しいため、ピットはあまり

認識できなかったが、P-1・2 などの位置から 4本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 39･41 図、図版 82)

　第 39 図 7 ～ 9 は須恵器の坏身である。9は外面に工具当たり痕が見られる。10 は甕である。外

面上半はカキメ後タタキ、下半タタキ、内面当て具痕を施す。11 ～ 20、第 41 図 1 ～ 4 は土師器

の壷である。11・12 は口縁のみが遺存する二重口縁壷である。磨滅のため調整は不明である。15

は頸が窄まり、口縁が大きく外湾する。磨滅のため調整は不明である。16 は頸部に断面三角形の

突帯を付し、口縁が直線的に伸びる。17 は胴部のみが遺存しており、底部付近に黒斑が見られる。

18 は口縁が長く、端部でわずかに内湾する。磨滅のため調整は不明である。19・20 は大型の二重

口縁壷で、口縁部がほぼ直立する。20 は外面に黒斑が見られる。第 41 図 1 は 4 と同様、頸部が強

く屈曲し、口縁部が上方に伸びるタイプのものか。共に磨滅のため調整は不明である。2は頸部径

が小さく、強く屈曲し口縁部が上方に伸びる。5～ 9 は甕である。5は口縁部の屈曲が弱く、口縁

部内面に他の土器片かと思われるものが付着する。6は器壁が薄く、外面にタタキが残る。8は口

縁部に黒斑、胴部外面に煤が付着し、磨滅のため調整は不明だが、粘土紐の接合痕が両面に見られる。

9は器壁が薄く、外面に黒斑が見られる。10・11 は高坏である。口縁が外湾し、脚部は緩やかに外

湾する。共に磨滅のため調整不明である。12 は器台である。脚部下位に孔を穿ち、脚部外面なら

びに口縁部に黒斑が見られる。13・14 は椀である。13 は内面ミガキ、外面工具によるナデを施す。

内面が黒変する。14は口縁部が緩やかなS字形を呈し、外面に黒斑が見られる。15～17は甑である。

15 は 1 孔のみしか遺存しないものの、位置と大きさから多孔式になるものと考えられる。17 は底

部が大きな 1孔となるもので、外面ハケ、内面上位ハケ、下位ケズリを施す。この他、後述する台

石が出土している。

　出土遺物は弥生時代終末～古墳時代初頭の遺物が最も多いが、古墳時代中期、古墳時代後期の遺

物も含まれる。切り合いから考えると古墳時代中期後半～後期に属するものと考えられる。

111 号住居跡 ( 第 40 図 )

　調査区の南西側に位置し、43・47・49 号住居跡に切られ、135 号住居跡を切る。43 号住居跡と

47 号住居跡の間に直線のみが検出され、実際の住居面はごく僅かである。床面が平坦であったこ

とならびに住居跡群の中に属していることから、住居跡と推定した。主柱穴等は不明である。
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第 39図　Ⅱ -2 区 42・43 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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出土遺物 ( 第 41 図 )

　18・19 は須恵器の蓋である。共に器壁がやや薄い。19 の天井部外面回転ヘラケズリ、内面ナデ、

他は回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

44 号住居跡 ( 第 42 図、図版 18･19)

　調査区の南西側に位置し、35・49・111・112 号住居跡、14 号溝に切られる。規模は 550 ×

445cm、深さ 120cm の長方形住居跡である。周囲の住居跡と比べて著しく深く、他の住居跡が削

平されていることも考えると、当時は 150cm 以上の深さがあったものと考えられる。住居の西、

北東、南東側がそれぞれ盛土により 15cmほど高くなっており、ベッド状遺構となる。北東側のベッ

ドのみ下部にも壁溝が巡る。住居跡のほぼ中央には 100 × 60cm、深さ 15cmのピットが検出され、

炉跡と考えられる。南壁のほぼ中央の位置では径 50cm、深さ 55cmのピットが検出され、屋内土

坑と考えられる。炉跡と屋内土坑のほぼ中間には、25 × 5cm、深さ 3cmの断面三角形の掘り込み

があり、入り口の梯子を架けていた痕跡であろう。炉跡を挟む位置でピットが 2基検出されており、

2本柱になるものと考えられる。住居跡の南西部では床面から手焙り形土器および鉢が出土してお

第 40図　Ⅱ -2 区 43・111 号住居跡実測図 (1/60)
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第 41図　Ⅱ -2 区 43・111 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 42図　Ⅱ -2 区 44・45 号住居跡実測図 (1/60、1/30)

44

45

0

0

1m

3m

8.
8m

8.8m

9.
9m

9.9m

9.9m

9.
9m

10.0m

10.0m

住 35 住 36

住 25 住 42 住 41

炉

2
2

2 3

4 7

1

3

4

7
8

1

2 3

4
5

87

44 号住居跡

1灰黄褐色粘質土

2黒褐色粘質土、土器・炭化物多量に含む

3明褐色粘質土、灰褐色土斑に含む

4明褐色粘質土、3よりやや暗い、灰褐色

土斑に多く含む

5暗褐色粘質土、にぶい赤褐色土ブロック

含む、下層に炭化物・焼土含む

6褐色粘質土

7黒褐色粘質土、6の埋土を斑に含む、

炭化物多く含む

8灰黄褐色粘質土、明褐色土ブロック含む



― 66 ―

第 43図　Ⅱ -2 区 44 号住居跡出土遺物実測図① (1/3)
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第 44図　Ⅱ -2 区 44 号住居跡出土遺物実測図② (1/3)
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り、この他には床面から土器は出土していない。床面からやや浮いた位置で木炭および土器が多量

に出土しており、住居廃絶後に火をつけてごみを捨てていたものと考えられる。

出土遺物 ( 第 43 ～ 48 図、図版 82･83)

　1 は小型の壷である。底部がやや厚く、突出する。口縁下に粘土紐接合痕が見られる。2～ 4 は

小型の甕である。2は外面タタキ後ナデ、内面ハケを施す。3は底部がやや厚くなり、内面に工具

第 45図　Ⅱ -2 区 44 号住居跡出土遺物実測図③ (1/3)
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第 46図　Ⅱ -2 区 44 号住居跡出土遺物実測図④ (1/3、32・33 は 1/4)
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第 47図　Ⅱ -2 区 44 号住居跡出土遺物実測図⑤ (1/3、50 は 1/4)
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痕が残る。4は磨滅が著しいが、外面ハケ、内面指頭圧痕および粘土紐接合痕が残る。5～ 19 は壷

である。5・6は口縁が直線的に伸び、ハケを施す。7は底部のみが遺存し、わずかに平底気味になる。

外面ハケ、内面ナデを施す。8は口縁が外湾し、頸部内面下に接合時の痕跡が沈線として見られる。9・

10 は吉備系の土器である。口縁部がほぼ直行し、わずかに凹線状になる。磨滅のため調整は不明

である。11 は山陰系の壷である。磨滅のため調整は不明である。12 ～ 17 は二重口縁壷である。13

は屈曲部に竹管文を施した浮文を 2個セットにして付す。口唇部にはキザミを施す。15・16 は頸

部がほぼ直行し、強く外湾した後、口縁が直線的に伸びる。共に磨滅が著しいが、15 の頸部内面

にミガキが残る。17 はやや薄手だが、口縁の形態は 15・16 に類似する。外面にハケ、内面に工具

によるナデを施す。外面に黒斑が見られる。18・19 は壷の底部で共に平底を呈する。18 は底部外

面に工具痕のような横方向の線条痕が見られる。20・21は小型丸底壷ないしは鉢か。口縁が直行し、

口縁部外面タテハケ、内面ヨコナデ、胴部外面ハケ後ミガキ、内面ハケを施す。21 は床面出土で

ある。22 ～ 33 は甕である。23・24 は平底を呈する。23 は外面タタキ後上部はハケ、内面はハケ

を施す。24 は外面タタキ、内面ハケを施し、外面に黒斑が見られる。25 は胴部外面下位のみタタ

キ、他はハケを施す。内面は下位でタテハケとヨコハケが変化する。26 は外面タタキ、内面上位

ハケ、下位ケズリを施す。27・28 は外面上位タタキ後ハケ、内面下位ハケ後ナデ、他はハケを施す。

29・30 はわずかに平底を呈する。29 は外面上位タタキ、下位タタキ後ハケ、口縁部内面ハケ、胴

部内面ケズリを施す。30 は外面タタキ、内面上位ハケ、下位ケズリを施す。31 は底部が欠損する

が、厚さの変化から平底になるものと考えられる。内外面共にハケを施し、外面に煤が付着する。

32 は口縁直下に沈線が巡り、接合面か。33 は平底を呈し、口縁部ハケ、胴部外面タタキ中位のみ

一部ハケ、内面ケズリ一部ハケを施す。内外面に煤が付着する。34 ～ 43 は高坏である。34 は口縁

が外湾し、外面にミガキが残る。35・36 は口縁が直線的に開き、共に磨滅のため調整は不明である。

37 は口縁がわずかに外湾し、表面は磨滅する。38 は脚部のみが遺存しており、無作為に計 8箇所

の孔を穿つ。39 は 3 箇所に孔を穿ち、40 は 4 箇所に孔を穿つ。41 は坏部が椀形をなし、坏部外面、

脚部内面にハケが残る。42・43 は坏部が椀形をなす高坏か。42 は外面に黒斑が見られ、43 は内外

面にミガキが残る。44 ～ 46 は脚付鉢である。脚部が広く開き、いずれも磨滅が著しいが 45 は外

面ハケ、内面工具痕が残る。47 ～ 49 は器台である。47 は口縁部が水平に開く。磨滅のため調整は

不明である。48 は上方が大きく抉れるタイプのもので、内外面ハケ、抉り部端部はケズリを施す。

49 は上面の 1／ 3程度のみ、貼り付けにより口縁が内側に伸びる。外面タタキ、内面ハケを施し、

外面下半に黒斑、上半に丹塗りの痕跡が見られる。50 は鉢である。底部は平底を呈し、外面底部

付近ケズリ、口縁部ナデ、他はハケを施す。口縁部および底部付近に黒斑が見られる。51 ～ 54 は

椀である。51・53 は平底を呈し、52 は口縁が内湾する。54 は口縁部が屈曲する。52・53 の外面に

黒斑が見られる。55 は手焙り形土器である。完形品で磨滅もほとんど見られない。覆部外面はミ

ガキ、体部外面縦方向のミガキ、底部外面ケズリ、内面ミガキを施す。開口部は面に直行する方向

に等間隔にミガキを施し暗文とし、面上方の口唇部ならびに体部を横方向に１周巡る突帯にキザミ

を施す。内面には煤が付着し、土器中の埋土にも炭化物が多く含まれていた。床面出土である。こ

の他、最下層から後述する打製石鏃、台石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。
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45 号住居跡 ( 第 42 図、図版

20)

　調査区の南西側に位置し、

25・36・41 ～ 43 号住居跡に

切られ、49 号住居跡を切る。

規模は 400cm× 150cm以上、

深さ 15cm である。切り合い

が多く、ピットもさほど認識

できなかったため、主柱穴等

は不明である。

出土遺物 ( 第 50 図 )

　1 は須恵器の坏身である。

口縁部のみが遺存しており、

回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、

古墳時代後期に属するものと

考えられる。

47 号住居跡

( 第 49 図、図版 20)

　調査区の南西側に位置し、

28・48・89 号住居跡に切ら

れ、44・111・122・135 号 住

居跡を切る。規模は 515 ×

465cm、深さ 25cm の長方形

住居跡である。南側に行くほ

ど削平され、南西部の角は検

出できなかった。北壁のほぼ

中央の位置でカマドが検出さ

れ、袖の下部からピットが検

出された。主柱穴は P-3・4

をはじめとした 4本柱になる

ものと考えられる。

カマド ( 第 49 図、図版 20)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位

置で検出された。袖は右のみ

が遺存しており 90cmである。袖間は推定で 55cm程である。中央に高坏が逆位置で支脚として設

置される。カマドの前面径 55cm程の範囲は被熱のため赤化している。

第 48図　Ⅱ -2 区 44 号住居跡出土遺物実測図⑥ (1/3)
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第 49図　Ⅱ -2 区 47・52・135 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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出土遺物 ( 第 50 図、図版 84)

　2 は須恵器の蓋、3・4は坏身である。5は高坏である。坏部下半にヘラ書き波状文を施し、内面

には灰被りが見られる。6は土師器の高坏である。脚部が長く、磨滅のため調整は不明である。カ

マド出土。7は甑である。把手の剥離痕が見られ、口縁部外面には黒斑が見られる。カマド出土。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に属するものと考えられる。

135 号住居跡 ( 第 49 図 )

　調査区の南西側に位置し、47・89・11号住居跡に切られる。周囲全てを他の住居跡に切られており、

1辺も残存しない。周囲の状況と床面が水平になることから住居跡として報告する。

　出土遺物はないが、切り合いから古墳時代後期以前に属するものと考えられる。

52 号住居跡 ( 第 49 図 )

　調査区の南側に位置し、24・37・40・41 号住居跡に切られる。規模は 250cm以上× 220cm以上、

深さ 30cmである。多くを他の住居跡に切られるため、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 50 図 )

　8 は土師器の甕である。ナデを施す。9は弥生土器の甕である。平底を呈し、外面ハケ、内面ナ

デを施す。10 は高坏である。口縁は外湾し、中位に段を有する。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末に属するものと考えられる。

49 号住居跡

　出土位置記入モレのため位置、規模等不明である。35・45 号住居跡の南側に位置していたか。

出土遺物 ( 第 50 図 )

　11 は土師器の高坏である。脚部のみが遺存し、磨滅のため調整は不明である。

　出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

54 号住居跡 ( 第 51 図 )

　調査区の東側に位置し、7・30・31 号住居跡、4・6号溝に切られる。30 号住居跡、6号溝との関

係は誤認したものと考えられる。規模は 350cm 以上× 250cm 以上、深さ 5cmである。多くを他

の住居跡に切られるため、南側の 1辺のみが遺存する。主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 50 図、図版 84)

　12・13 は須恵器の坏身である。底部外面回転ヘラケズリ、他は回転ナデを施す。14 は土師器の

椀である。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いからは古墳時代中期以前に属するものと考えられるが、出土遺物から古墳時代後期に属

するものと考えられる。

55 号住居跡 ( 第 51 図、図版 20･21)

　調査区の北西端に位置し、56・117 号住居跡を切る。規模は 600 × 400cm、深さ 30cmの長方形

住居跡である。床面から多くのピットが出土しており不明瞭だが、P-1・8 ～ 10 の 4 本柱になるも
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第 50図　Ⅱ -2 区 45・47・49・52・54・55 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、7は 1/4)
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第 51図　Ⅱ -2 区 54 ～ 56 号住居跡実測図 (1/60)
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第 52図　Ⅱ -2 区 57・58 号住居跡実測図 (1/60)
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のと考えられる。北西側から焼土が出土している。

出土遺物 ( 第 50 図 )

　15 は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。16 は小型の か。体部に縦方向の櫛描文、口縁部

に波状文を施す。内面は回転ナデを施す。外面に灰被りが見られる。17～ 19は土師器の甕である。

いずれも磨滅が著しいが、19 の外面に斜め方向の沈線が見られる。20 は脚付鉢か。脚部のみが遺

存し、外面ハケ、内面ナデを施す。21・22 は椀である。共に磨滅のため調整は不明である。23 は

第 53図　Ⅱ -2 区 56・57 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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ミニチュア土器である。平底を呈し、ユビナデで成形する。24 は小型壷か。頸部径が小さく、口

縁部の屈曲が強い。この他、後述する石玉、土製紡錘車が出土している。

　切り合いと出土遺物から古墳時代後期に属するものと考えられる。

56 号住居跡 ( 第 51 図、図版 20･21)

　調査区の北西端に位置し、55 号住居跡に切られる。規模は 300cm 以上× 190cm 以上、深さ

25cmの方形住居跡である。調査区外に伸び、55 号住居跡に大きく切られるため、主柱穴等は不明

である。

出土遺物 ( 第 53 図 )

　1 は小型の甕である。口縁がく字形に屈曲する。磨滅のため調整は不明である。2は椀か。口縁

に近い部分まで遺存していると考えられるが、磨滅のため詳細は不明である。3・4は壷である。3

は口縁が直線的に伸び、外面にハケ、内面に粘土紐接合痕が残る。4は二重口縁壷で、磨滅のため

調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

57 号住居跡 ( 第 52 図、図版 21)

　調査区の北西端に位置する。規模は 260cm以上× 170cm以上、深さ 45cmである。南壁際で 80

× 60cm深さ 10cmのピットが検出され、屋内土坑と考えられる。埋土中から土器が多量に出土し

ている。大部分が調査区外に伸びており、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 53 図、図版 84)

　5・6 は壷である。5は二重口縁壷で、口縁の屈曲は緩やかである。6は口縁が直線的に伸びる。

7～ 13は小型壷である。7は体部が球形をなし、8は潰れて器高が低い。8は外面に黒斑が見られる。

9は外面に黒斑が見られ、内面ナデ、外面ハケを施す。10 ～ 12 は口縁部よりも体部が短いタイプ

である。いずれも外面に黒斑が見られる。13 は口縁が内湾し、胴部がやや張る。外面に黒斑が見

られる。14・15 は甕である。14 は口唇部が突出し、外面ハケ、内面ケズリを施す。15 は磨滅が著

しいが、内面にケズリが残る。16 ～ 20 は高坏である。16 は口縁が外湾し、17・18 は直線的に伸

びる。いずれも磨滅が著しいが、18 の外面にハケが残る。19 は脚部が長く伸び、下位で強く屈曲

する。20 は坏部の下部のみが遺存する。磨滅のため調整は不明である。

　出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

58 号住居跡 ( 第 52 図、図版 21･22)

　調査区の北西側に位置し、2号掘立柱建物跡に切られる。規模は 505 × 475cm、深さ 30cmの長

方形住居跡である。住居跡内に現代の井戸が掘削される。主柱穴は P-2・3 をはじめとした 4本柱

と考えられ北東側は井戸、南西側は後世のピットに切られているものと考えられる。

出土遺物 ( 第 56 図、図版 84)

　1・2 は須恵器の坏身である。平底を呈し、口縁部が伸びる。3は土師器の甕である。磨滅が著し

いが、内面に粘土紐接合痕が見られる。4は高坏である。口縁が直線的に伸び、内面に黒斑が見ら

れる。5・6は椀である。5は外面に黒斑が見られ、6は口唇部が尖る。共に磨滅のため調整は不明

である。7は甑である。底部のみが遺存し、多孔式になる。
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第 54図　Ⅱ -2 区 59 ～ 61 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半に属するものと考えられる。

59 号住居跡 ( 第 54 図 )

　調査区の西端に位置する。隣接する延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1b 区 4 号住居跡と同一住居跡である。

隣接地を含め、規模は 610 × 620cm、深さ 10cm の正方形住居跡となる。北側にカマドを持ち、

4本柱の住居跡となる。

　本調査区では図化に耐えうる資料はないが、隣接地の状況から古墳時代後期に属するものと考

えられる。

60 号住居跡 ( 第 54 図、図版 22)

　調査区の西側に位置し、61 号住居跡、20 号溝に切られる。規模は 395 × 380cm、深さ 20cm

の正方形住居跡である。北壁のほぼ中央の位置でカマドが検出された。主柱穴は P-1 ～ 3 をはじ

めとした 4本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 54 図、図版 22)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。61 号住居跡や後世のピットに切られ、右

袖のみが遺存する。右袖は 90cmほどである。袖の西側で高坏が逆位置で設置され、支脚として

いたものと考えられる。切られているため不明確ながら、カマドの焚口が西側に傾いていたもの

と考えられる。

出土遺物 ( 第 56 図 )

　8 は土師器の甕である。口縁部や緩やかに屈曲し、口縁部ヨコナデ、胴部外面ハケ、内面ナデ

を施す。頸部下内面に接合痕が見られる。この他、後述する紡錘車が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

61 号住居跡 ( 第 54 図、図版 22)

　調査区の西側に位置し、87 号住居跡、20 号溝に切られ、60・62 号住居跡を切る。規模は 475

× 350cm、深さ 15cmの長方形住居跡である。床面からピットが検出されず、主柱穴等は不明で

ある。埋土は図化していないが、上層黒褐色粘質土、下層やや明るい黒褐色粘質土で、下層がよ

く締まるため貼床の可能性がある。

出土遺物 ( 第 56 図 )

　9 は須恵器の蓋である。外面に灰被りが見られる。10・11 は坏身である。共に器高が低い。12

は土師器の甕である。磨滅が著しいが、内外面にハケが残る。13 は高坏である。脚部のみが遺存

し、緩やかに開く。この他、後述する紡錘車、刀子が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

62 号住居跡 ( 第 55 図、図版 22)

　調査区の西側に位置し、61 号住居跡、20 号溝に切られ、63 号住居跡を切る。規模は 320cm×

280cm以上、深さ 10cmの方形住居跡である。ただし北壁と南壁が並行しておらず、より広がる

可能性もある。他の遺構に切られており、主柱穴等は不明である。埋土は褐灰色粘質土である。
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出土遺物 ( 第 56 図 )

　14 は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。15 は平瓶である。上面が平坦になる。16 は土師

器の甕である。磨滅が著しいが、外面にハケが残る。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

第 55図　Ⅱ -2 区 62 ～ 64・66 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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63 号住居跡 ( 第 55 図 )

　調査区の西側に位置し、61・62 号住居跡に切られる。規模は 330cm × 230cm 以上、深さ

10cmの方形住居跡である。他の住居跡に大きく切られるが、P-1・2 を中心とした 4本柱になる

ものと考えられる。埋土は灰黄褐色粘質土である。

出土遺物 ( 第 56 図、図版 85)

　17は須恵器の坏身である。底部外面回転ヘラケズリ、内面不定方向のナデ、他は回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

64 号住居跡 ( 第 55 図、図版 22)

　調査区の西側に位置する。規模は 170 × 160cm、深さ 5cmである。西側でカマドが検出された。

カマド部分は壁面より西側に突出する。全体の深さが浅いこと、全体的に規模が小さいことも考

慮すると、カマド付近の掘り込み部分のみが遺存しており、本来はより大きな住居跡であったと

考えられる。

カマド ( 第 55 図 )

　住居跡の西側でカマドが検出された。袖は右 60cm、左 85cmで、袖間は 20cm程である。中央

に高坏が正位置で支脚として設置される。カマド下にはピット状の掘り込みが見られた。

出土遺物 ( 第 56 図、図版 85)

　18 は土師器の高坏である。カマドの支脚として用いられていたため、磨滅が著しいが、坏部内

面にミガキが残る。

　出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

66 号住居跡 ( 第 55 図 )

　調査区の北西側に位置し、2号掘立柱建物跡、20・22 号溝に切られる。規模は 430 × 310cm、

深さ 5cmの長方形住居跡である。溝に大きく切られており、ピットはあまり検出されておらず、

主柱穴等は不明である。埋土は灰黄褐色粘質土である。

出土遺物 ( 第 56 図 )

　19 は土師器の甕である。歪んでおり、外面にヨコナデが残る。20・21 は高坏である。20 は坏

部の底部のみが遺存し、外面にハケが残る。21 は脚部のみが遺存し、内面にケズリが残る。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

65 号住居跡 ( 第 57 図、図版 23)

　調査区の西側に位置し、20・21 号溝に切られ、83・88 号住居跡を切る。88 号住居跡との関係

は誤認した可能性がある。規模は 465 × 445cm、深さ 15cmの正方形住居跡である。住居の中央

やや南よりで焼土が検出された。主柱穴は P-3・5 ～ 7 の 4 本柱になるものと考えられる。埋土

は灰黄褐色粘質土である。

出土遺物 ( 第 58 図 )

　1 は土師器の鉢か。口縁部ヨコナデ、胴部外面タタキ、内面ハケを施す。2～ 4は高坏である。

3は脚部内面の凹みが浅く、孔を 5箇所に穿つ。4は坏部のみが遺存し、内面に黒斑が見られる。
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5 は器台である。内面ナデ、頸部にシボリ状の痕跡が残る。6・7 は椀である。6は外面に黒斑が

見られる。7はレンズ状の底部を呈し、磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭に属するものと考えられる。

第 56図　Ⅱ -2 区 58・60 ～ 64・66 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 57図　Ⅱ -2 区 65・67 号住居跡実測図 (1/60)
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第 58図　Ⅱ -2 区 65・67・68 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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67 号住居跡 ( 第 57 図、図版 23)

　調査区の北西側に位置し、68・69 号住居跡、20・21 号溝に切られる。規模は 390cm 以上×

330cm以上、深さ 10cmの方形住居跡である。他の遺構に大きく切られるため主柱穴等は不明で

ある。

出土遺物 ( 第 58 図 )

　8・9 は須恵器の蓋である。つまみが付くものと考えられ、20 号溝の混入品か。10・11 は坏身

である。10 は割れているため不明瞭だが、胴部外面に工具痕ないしはヘラ記号が見られる。12

は壷か。回転ナデを施し、下位に一部ナデ状の痕跡が見られる。13 は土師器の高坏か。外側ハケ

が残る。この他、後述する剣形石製品が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

68 号住居跡 ( 第 59 図、図版 23)

　調査区の北西側に位置し、69・19 号住居跡、20 号溝に切られる。規模は 420 × 405cm、深さ

20cmの正方形住居跡である。主柱穴は不明瞭ながら、P-1・2 をはじめとする 4本柱になるもの

と考えられる。床面から土器が出土している。

出土遺物 ( 第 58 図、図版 85)

　14 ～ 19 は須恵器の蓋である。15 は天井部内面に工具痕、19 は天井部内面に当て具痕が見られ

る。20・21 は坏身である。22 は か。口縁が強く屈曲し、外面に 2段の波状文が施される。内

面に自然釉が見られる。23 は壷か。肩部のみが遺存し、外面および頸部内面に自然釉が見られる。

24 は高坏である。外面上位はカキメ、他は回転ナデを施す。四角形の透かしを入れ、外面に灰被

りが見られる。25 は土師器の高坏である。脚部が緩やかに外湾する。26 は蓋ないしは坏か。外

面に黒斑が見られる。27 は鉢か。磨滅が著しいが、内面に接合痕が見られる。この他、後述する

砥石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半～中頃に属するものと考えられる。

69 号住居跡 ( 第 59 図、図版 23)

　調査区の北西側に位置し、21 号溝に切られ、67・68 号住居跡を切る。規模は 410 × 360cm、

深さ 20cm の長方形住居跡である。北壁のやや東よりでカマドが検出された。主柱穴は P-3 ～ 6

の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 59 図、図版 23)

　住居跡の北壁、やや東よりの位置でカマドが検出された。袖は右 95cm、左 55cm で、袖間

20cm程である。周囲から甕が出土している。

出土遺物 ( 第 61 図、図版 85)

　1 は須恵器の蓋である。肩部に段を持つ。2は坏身である。受け部端にキザミ状の工具痕が見

られる。3・4は土師器の甕である。3は磨滅のため調整は不明である。4は口縁が緩やかに屈曲し、

歪みが大きい。磨滅が著しいが、内面に板ナデの痕跡が残る。外面下位は被熱のため赤化し、内

面底部は黒変している。カマド出土である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。
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第 59図　Ⅱ -2 区 68・69 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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第 60図　Ⅱ -2 区 70・71・126 号住居跡実測図 (1/60)
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70 号住居跡 ( 第 60 図、図版 24)

　調査区の北西に位置し、126 号住居跡を切る。撹乱に切られており、19 号住居跡との関係は不

明瞭である。規模は 445cm× 375cm以上、深さ 30cmの方形住居跡である。1／ 3ほどが調査区

外に伸びており、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 61 図 )

　5 は須恵器の蓋である。逆刺が小さい。6は坏身か。底部が平坦になる。7は甕か。外面に自然

釉が見られる。8は高坏である。坏部が平坦になり、脚部中位に凹線を施す。9は土師器の甕である。

磨滅のため調整は不明である。10 は皿である。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、7世紀中頃～後半に属するものと考えられる。

第 61図　Ⅱ -2 区 69 ～ 71・126 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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71 号住居跡 ( 第 60 図、図版 24)

　調査区の中央やや北西よりに位置し、4号土坑、14・21 号溝に切られ、91 号住居跡、5号土坑

を切る。規模は 535 × 500cm、深さ 30cmの長方形住居跡である。主柱穴は P-1・5・7・8 の 4 本

柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 61 図、図版 85)

　11・12 は須恵器の蓋である。口縁部内面にわずかに段が形成される。13 は坏身である。回転

ナデを施す。14 ～ 16 は坏である。いずれも回転ナデを施す。17 は壷である。回転ナデを施す。

18 は高坏である。透かしを開け、回転ナデを施す。19・20 は土師器の甕である。共に磨滅が著

しいが、19 の内面にケズリが残る。21・22 は坏である。共に口縁が緩やかな S字形を呈し、ヨ

コナデを施す。21 の外面に黒斑が見られる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半～ 7世紀前半に属するものと考えられる。

126 号住居跡 ( 第 60 図 )

　調査区の北西側に位置し、70 号住居跡、20 号溝に切られる。住居跡のほとんどが他の遺構お

よび撹乱に切られ、1辺のみが遺存する。主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 61図、図版 85)

　23 は壷である。磨滅が著しいが、胴部内面にナデが残る。底部は剥離しており、脚部が付いて

いたものと考えられる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

72 号住居跡 ( 第 62 図、図版 25)

　調査区の西側に位置し、73・81 号住居跡に切られ、86・90・113・119 号住居跡、6号土坑を切る。

86・119 号住居跡との関係は誤認したものと考えられる。規模は 620 × 540cm、深さ 40cmの長

方形住居跡である。南壁際に 90 × 70cm、深さ 25cmの P-8 が検出され、屋内土坑と考えられる。

屋内土坑は 119 号住居跡に属する可能性があり、119 号住居跡は 450 × 360cm、深さ 5cmのベッ

ド状遺構である可能性がある。主柱穴は P-5・6・9、もしくは P-2・10 などの 2本柱になるもの

と考えられる。

出土遺物 ( 第 63 ～ 66･68 図、図版 85 ～ 87)

　1 は須恵器の蓋である。口縁部内面にわずかに段を有する。2は坏身である。やや小型で、回

転ナデを施す。共に混入品か。3～ 13 は土師器の小型壷である。3は口縁が内湾気味になり、胴

部外面にハケが残る。5は胴部に変換点が形成され、外面に黒斑が見られる。7は底部が厚くな

り、外面に黒斑が見られる。8は口縁が内湾し、9は直線的に伸びる。10 は口唇部がごくわずか

に突出し、頸部外面にハケが残る。12 は磨滅が著しいが、内面にケズリが残る。13 は口縁が直

線的に伸び、外面ハケ、内面ケズリを施し、外面に黒斑が見られる。14 ～ 27 は壷である。14・

15・17 はごく緩やかな S字形を呈する。瀬戸内系か。16 は頸部下位が突帯状に突出し、外湾する。

18 は頸部が細くなり、大きく外湾する口縁が付くものと考えられる。内面に粘土接合痕が見られ

る。19 は長頸壷で磨滅のため調整は不明である。21・23 は口縁部が外湾し、22 はわずかに内湾

する。いずれも磨滅が著しいが、21・22 の外面にハケが残る。24 は口縁部が直線的に伸び、口
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唇部にわずかにキザミの痕跡が残る。磨滅が著しいが、外面ハケ、内面ナデが残り、外面に黒斑

が見られる。25 は口縁部ヨコナデ、胴部上位ミガキ、中位から下位ハケ後ミガキ、内面ハケ後ケ

ズリを施す。26 は口唇部に沈線状の凹みを入れる。口縁部内外面ハケ。胴部外面ハケ、内面ケズ

リ後ナデを施し、内面に粘土紐接合痕が見られる。27 は口縁部が外湾し、頸部が薄くなる。磨滅

が著しいが、頸部外面ハケが残る。頸部下に粘土接合痕が見られる。28 ～ 30 は甕である。28 は

口縁が外湾し、29は直線的に伸びる。30は口唇部のみが外湾し、内面下位にはケズリ後ナデを施す。

31 ～ 45 は高坏である。31・36 は外面に黒斑が見られ、31 は充填法の痕跡が見られる。いずれ

も磨滅が著しいが、35 の脚部内面に工具によるナデが残る。38 ～ 45 は高坏の脚部である。38 は

器高が高く、39 は孔が 3箇所に穿たれる。40 は坏部の口縁部接合面で剥がれており、接合をよ

くするためにキザミが施される。41・44・45 は充填法が見られ、41・45 の外面にハケ、全ての

脚部内面に横方向のケズリが残る。42・43 は内面にケズリを施す。46・47 は高坏ないしは脚付

壷の脚部である。共に磨滅が著しいが、外面ハケが残り、46 は内面に工具痕が見られる。48・49

第 62図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡実測図 (1/60)
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第 63図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡出土遺物実測図① (1/3)
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第 64図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡出土遺物実測図② (1/3、25･26 は 1/4)
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第 65図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡出土遺物実測図③ (1/3)
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は脚付壷である。小型壷の下位に高坏状の脚部が伴う。磨滅が著しいが、48 の外面にハケ、脚部

内面に工具によるナデ、口縁部内面にヨコナデが残る。50は器台か。磨滅のため調整は不明である。

51は壷か。底部は甑状に開く。外面ハケ、内面ナデを施す。第68図 1は鉢である。底部に径1.5cm

の孔を有し、漏斗状の形態をなす。外面ハケ、口縁部内面ヨコハケ、胴部内面ケズリを施す。2

は甑である。磨滅が著しいが、外面にハケが残る。3は椀である。磨滅のため調整は不明である。

4～ 7はミニチュア土器である。4は底部が厚く、口縁部は全て内湾する。いずれも磨滅するが、

ユビナデで成形したものと考えられる。この他、後述する打製石鏃、砥石、石斧が出土している。

　出土遺物は古墳時代初頭～前期と後期に属するものが共に見られるものの、切り合いから古墳

時代初頭～前期中頃に属するものと考えられる。古墳時代後期の遺物は、切り合いを誤認したと

考えられる 119 号住居跡のものか。

第 66図　Ⅱ -2 区 72 号住居跡出土遺物実測図④ (1/3)
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第 67図　Ⅱ -2 区 73・74・113 号住居跡実測図 (1/60)
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第 68図　Ⅱ -2 区 72 ～ 74・113 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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73 号住居跡 ( 第 67 図、図版 25･26)

　調査区の南西側に位置し、72・74・94・113 号住居跡を切る。規模は 425 × 405cm、深さ 35cm

の正方形住居跡である。北壁のほぼ中央で、高坏が検出され、周囲の径 50cmの範囲で被熱が見

られた。袖などは壊されているものの、カマドがあったものと考えられる。主柱穴は P-4・9 ～

12 を中心とした 4本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 68 図、図版 87)

　8 は須恵器の坏身である。底部外面ヘラ切り、内面不定方向のナデ、他は回転ナデを施す。9

は土師器の小型壷である。底部が厚く、平底を呈する。口縁部外面ハケ、内面ハケ一部ミガキ、

胴部外面指頭圧痕一部ハケ、内面指頭圧痕を施す。10 ～ 12 は高坏である。10・11 は同一個体で

カマドの支脚に使ったものと考えられ、口縁部および脚部外面に黒変が見られる。12 はやや器

高が低く、磨滅のため調整は不明である。13 は甑である。把手のみが遺存する。14 は椀である。

小型で外面に黒斑が見られる。この他、後述する鉄鏃、釣り針、不明鉄製品が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

74 号住居跡 ( 第 67 図、図版 26)

　調査区の南西側に位置し、73・75 号住居跡に切られ、94 号住居跡を切る。規模は 590 ×

460cm、深さ 20cmの長方形住居跡である。住居跡のほぼ中央で 70 × 50cm、深さ 5cmのピット

が検出された。中から焼土が検出されており炉跡と考えられる。西側の壁際では 100cm程の範囲

で焼土が検出された。主柱穴は P-1 をはじめとした 2本柱、ないしは P-1・3・4 を中心とした 4

本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 68 図、図版 87)

　15 は土師器の甕である。外面に黒斑が見られる。16 ～ 18 は高坏である。16 はナデを施す。18

は坏部が椀形を呈し、外面ハケ、内面ナデを施す。19 は皿である。磨滅のため調整不明である。

この他、後述する石庖丁、砥石が出土している。

　出土遺物は古墳時代初頭～前期および古墳時代後期に属するものと考えられるが、切り合いか

ら古墳時代後期後半に属する可能性が高い。

113 号住居跡 ( 第 67 図 )

　調査区の南西側に位置し、72・73 号住居跡に切られる。多くを二つの住居跡に切られるため、

1つの角のみが遺存しており、規模・主柱穴等は不明である。深さ 30cmを測る。

出土遺物 ( 第 68 図 )

　20 は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭に属するものと考えられる。

75 号住居跡 ( 第 69 図、図版 26･27)

　調査区の南西側に位置し、74・76 号住居跡を切る。規模は 430 × 400cm、深さ 20cmの長方形

住居跡である。床面近くから小礫が多く出土している。主柱穴は P-4・5 の 2 本柱になるものと

考えられる。
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出土遺物 ( 第 70 図、図版 87)

　1・2 は須恵器の か。共に断面三角形の突帯下に波状文を施し、同一個体と考えられる。3・4

は土師器の坏である。3は口縁が緩やかな S字形を呈し、4は内湾する。共に磨滅のため調整は

不明である。5は甕である。口縁のみやや厚くなり、外面に黒変が見られる。6は甑である。把

手周辺のみが遺存しており、内面ケズリを施す。この他、壁溝中から後述する刀子が出土している。

第 69図　Ⅱ -2 区 75 ～ 77 号住居跡実測図 (1/60)
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　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

76 号住居跡 ( 第 69 図、図版 27･28)

　調査区の南西端に位置し、75・77 号住居跡に切られる。規模は 380cm × 350cm 以上、深さ

10cmの方形住居跡である。東壁から 95cmの位置で、深さ 15cmの段が付き、ベッド状遺構にな

るものと考えられる。床面から柱穴がほとんど検出されておらず、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 70 図 )

　7 は土師器の甕である。ヨコナデを施す。8～ 10 は高坏である。磨滅が著しいが、9の内面に

ナデが残る。10 は脚部が長く、4孔を穿つ。

第 70図　Ⅱ -2 区 75・76・78 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭～前期中頃に属するものと考えられる。

77 号住居跡 ( 第 69 図、図版 27)

　調査区の南西端に位置し、76 号住居跡を切る。ほとんどが調査区外に伸びるが、隣接する延永

ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1b 区 25 号住居跡と同一遺構であると考えられる。同一の場合、規模は 450 ×

400cm、深さ 10cmの長方形住居跡である。

　本調査区では図化に耐えうる資料はないが、切り合いとⅤ -1b 区の状況から、古墳時代後期以

降に属するものと考えられる。

78 号住居跡 ( 第 71 図、図版 28)

　調査区の南西端に位置し、79 号住居跡を切る。規模は 270cm 以上× 230cm 以上、深さ 15cm

の方形住居跡である。北壁から 165cm の範囲が 5cmほど低くなっており、ベッド状遺構になる

ものと考えられる。調査区外に大きく伸び、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 70 図 )

　11 は弥生土器の壷、12 は甕か。共に磨滅のため調整は不明である。13 ～ 15 は高坏である。13

坏部下半のみが遺存し、外面ハケ、内面ハケ後ミガキを施す。14 は磨滅が著しいが、内外面にミ

ガキが残り、口縁部外面に黒斑が見られる。15 は口縁部のみが遺存し、内外面ともにハケ後ミガ

キを施す。16 は椀である。口縁部が緩やかな S字形を呈する。磨滅のため調整は不明である。17

は須恵器の蓋である。回転ナデを施す。混入品か。

　出土遺物から、弥生時代終末に属するものと考えられる。

79 号住居跡 ( 第 71 図、図版 28)

　調査区の南西端に位置し、78 号住居跡に切られる。大部分が 78 号住居跡に切られ、また調査

区外に伸びており、規模、主柱穴等は不明である。

　出土遺物はなく、切り合いから弥生時代終末以前に属するものと考えられる。

81 号住居跡 ( 第 71 図、図版 28･29)

　調査区の中央やや南西よりに位置し、85 号住居跡に切られ、72・90・97・102・118・119・

123・127 号住居跡を切る。規模は 580 × 540cm、深さ 30cmの長方形住居跡である。西壁ほぼ中

央の位置でカマドが検出され、周囲にカマド構築土と同じ浅黄橙色砂質土が広がって検出された。

土層から貼床があった可能性が指摘できる。主柱穴は P-5・8 ～ 10 の 4 本柱になるものと考えら

れる。

カマド ( 第 71 図、図版 29)

　住居跡の西壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された、袖は右 115cm、左 85cm で、袖間は

25cm 程である。中央に高坏が逆位置で支脚として設置される。高坏は床面から 10cm ほど浮い

ており、現位置を保っているとすれば、ある程度埋没した後、そのままカマドを使用していたこ

とになるが、土層からは確認できなかった。

出土遺物 ( 第 72 図、図版 87)

　1 ～ 4 は須恵器の蓋、5・6は坏身である。受け部の突出がやや小さい。7・8は甕である。回転
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第 71図　Ⅱ -2 区 78・79・81 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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ナデを施す。9・10 は高坏である。9は脚部に透かしが入り、坏部に 2条の突帯を施す。10 は外

面ハケ状の痕跡、内面回転ナデを施す。11 は壷である。外面に灰被りが見られる。12 ～ 14 は土

師器の甕である。磨滅が著しいが、13・14 の内面にハケが残る。15 ～ 17 は高坏である。15 は坏

部が椀形を呈し、磨滅のため調整は不明である。16 は内面にケズリが残る。15・16 は同一個体

と考えられる。17 は 3 孔を穿ち、内面にシボリの痕跡が残る。18・19 は椀である。18 は口縁部

が内湾し、19 は外反し、わずかに内湾する。共に磨滅のため調整は不明である。20・21 は甑で

ある。20 は底部のみが遺存し、1孔を穿つ。21 は把手のみが遺存する。共に磨滅のため調整は不

明である。この他、後述する紡錘車、台石が出土している。

　切り合いと出土遺物から古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

82 号住居跡 ( 第 73 図、図版 30)

　調査区の南西側に位置し、8号掘立柱建物跡に切られ、99 ～ 101・120・121 号住居跡を切る。

規模は 460 × 405cm、深さ 15cmの長方形住居跡である。北壁のやや西よりで黄色砂質土の塊が

第 72図　Ⅱ -2 区 81 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 73図　Ⅱ -2 区 82・83 号住居跡実測図 (1/60)
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検出され、カマドであったものと考えられる。土層から貼床の存在が指摘できる。主柱穴は北西

側で検出できなかったものの、P-2・6・7 をはじめとした 4本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 74 図、図版 87)

　1・2 は須恵器の蓋である。2は肩部を明確に持つ。3～ 5 は坏身である。3は口縁が短く、4・

5 は長い。6は土師器の小型壷である。磨滅が著しいが、内外面にハケ目が残る。7・8 は小型の

第 74図　Ⅱ -2 区 82 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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甕である。7は口縁を貼り付けて肥厚させ、8はわずかに内湾する。9～ 11 は壷である。口縁が

外湾し、いずれも磨滅するが、9の内面、10・11 の外面にハケが残る。12 は高坏である。磨滅の

ため調整は不明である。混入品か。13 ～ 16 は甑である。磨滅のため調整は不明である。14 ～ 16

の内面に粘土接合痕が見られる。この他、後述する紡錘車が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。後期前半に属するものも

一部で見られるが、切り合いからは後期後半に属するものか。

83 号住居跡 ( 第 73 図、図版 30)

　調査区の北西側に位置し、65 号住居跡、20・21 号溝に切られる。規模は 480 × 450cm、深

さ 15cm の正方形住居跡である。南側の角付近で焼土が検出された。東壁際から径 60cm、深さ

第 75図　Ⅱ -2 区 84 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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20cm のピットが検出され、位置的に屋内土坑になるものと考えられる。主柱穴は並びがいびつ

ながら P-3 ～ 6 の 4 本柱となるか。埋土は灰褐色粘質土である。

出土遺物 ( 第 76 図、図版 88)

　1 は小型の甕か。磨滅が著しいが、外面にタタキ、内面にナデが残る。2は高坏である。磨滅

のため調整は不明である。3・4は鉢である。3は平底を呈し、口縁が外湾する。4は平底を呈し、

口縁が内湾する。共に磨滅のため調整は不明である。5は脚付鉢か。磨滅のため調整は不明である。

この他、後述する石斧、砥石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

84 号住居跡 ( 第 75 図、図版 30)

　調査区の中央やや西よりに位置し、85・88・91・102・118・124・130 号住居跡、24 号溝を切る。

第 76図　Ⅱ -2 区 83・84 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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85 号住居跡との関係は誤認した可能性がある。規模は 630 × 510cm、深さ 20cmの長方形住居跡

である。北壁のほぼ中央でカマドが検出された。主柱穴は P-2・7・8・10 の 4 本柱になるものと

考えられる。

カマド ( 第 75 図 )

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は 1つしか検出されておらず、東側に

高坏があることから左袖と考えられる。長さ 95cmで袖下には、径 40cm、深さ 45cmのピットが

検出された。東側の高坏は、壁溝床面から逆位置で出土しており、カマド使用時の原位置を保っ

ているとは考えがたく、右袖を壊した際に移動したものか。

出土遺物 ( 第 76 図 )

　6 は須恵器の蓋、7は蓋か。8は坏身である。口縁の伸びが短い。9は壷である。回転ナデを施

す。10 は土師器の小型甕である。口縁を屈曲させ、外面ハケ内面ナデを施す。11 ～ 13 は壷であ

る。いずれも磨滅のため調整は不明である。14は甕である。磨滅が著しいが、口縁部内面ヨコナデ、

胴部内面ハケが残る。15・16は高坏である。16はナデを施す。17は甑である。把手のみが遺存する。

18 は羽口である。被熱のため左端が黒褐色を呈する。極めて先端に近い部分である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に属するものと考えられる。

85 号住居跡 ( 第 77 図、図版 31)

　調査区の中央やや西よりに位置し、84 号住居跡に切られ、81・91・102・118・124・130 号住

居跡を切る。84 号住居跡との関係は誤認した可能性がある。規模は 520 × 520cm、深さ 20cmの

正方形住居跡である。東壁際で焼土がまとまって検出された。主柱穴は P-1・2・5・12 の 4 本柱

になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 78 図 )

　1 は須恵器の蓋である。口径が小さく壷蓋であろう。2・3は坏身である。器高が低く、口縁の

伸びも短い。4は である。小型で体部に 2条の凹線を施す。5は土師器の壷である。口縁が強

く屈曲し、肩部が張る。頸部内面に工具痕が見られる。6～ 9 は甕である。いずれも磨滅が著し

いが、6・8 は外面にハケ、9は内外面ハケが残る。7は磨滅するが、外面に工具痕が見られる。

10 は高坏、11 は坏である。共に磨滅のため調整は不明である。12・13 は甑である。共に磨滅が

著しいが、12 の外面にハケが残る。14 は皿である。磨滅のため調整は不明である。この他、後

述する刀子が出土している。

　切り合いと出土遺物から、7世紀前半～中頃に属するものと考えられる。

86 号住居跡 ( 第 77 図、図版 31)

　調査区の西側に位置し、72 号住居跡に切られ、87 号住居跡を切る。72 号住居跡との関係は誤

認したものと考えられる。規模は 395 × 380cm、深さ 10cm の正方形住居跡である。主柱穴は

P-1・4・5・6 の 4 本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 78 図 )

　15 ～ 17 は須恵器の坏身である。器高が低く、口縁の伸びも短い。18・19 は土師器の甕である。

19 は口縁が内湾し、ナデを施す。内面に粘土接合痕が見られる。20・21 は坏か。21 はヨコナデ
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第 77図　Ⅱ -2 区 85・86 号住居跡実測図 (1/60)
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第 78図　Ⅱ -2 区 85 ～ 87 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)

0 10cm

1

2
4

3

5

7

9

6

8

12

14
住 85

住 86 住 87

13

10

11

15

16

17

20

21

19

18

22

23



― 112 ―

を施す。この他、後述するボタン形円

板が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代

後期後半～ 7 世紀前半に属するものと

考えられる。

87 号住居跡 ( 第 79 図 )

　調査区の西側に位置し、86 号住居跡

に切られ、61・88 号住居跡を切る。規

模は 400cm × 320cm 以上、深さ 5cm

の方形住居跡である。床面からピット

の検出が少なく、また 86 号住居跡に大

きく切られるため、主柱穴等は不明で

ある。埋土は褐灰色粘質土である。

出土遺物 ( 第 78 図 )

　22 は須恵器の蓋である。回転ナデを

施す。23 は坏身である。受け部が短く、

回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代

後期後半に属するものと考えられる。

88 号住居跡 ( 第 79 図 )

　調査区の西側に位置し、65・84・87

号住居跡に切られる。65 号住居跡との

関係は誤認した可能性がある。規模は

410 × 380cm、深さ 5cm の長方形住居

跡である。床面からピットの検出が少

なく、主柱穴等は不明である。埋土は

灰褐色粘質土である。

出土遺物 ( 第 81 図 )

　1は高坏である。口縁が直線的に伸び、

内面にハケが残る。2は器台である。外面ナデ、内面ハケ一部ナデを施す。3は鉢である。平底

を呈し、口縁はわずかに外湾する。磨滅のため調整は不明である。

　出土遺物は古墳時代初頭と後期のものが見られる。65 号住居跡との切り合いからは初頭に属

するものと考えられるが、土色や規模から古墳時代後期に属する可能性が高いとしておきたい。

89 号住居跡 ( 第 80 図、図版 31)

　調査区の南西側に位置し、43 号住居跡に切られ、47・93・122・131・135 号住居跡、7号土坑

第 79図　Ⅱ -2 区 87・88 号住居跡実測図 (1/60)
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を切る。規模は 515 × 410cm、深さ 15cmの長方形住居跡である。北壁のほぼ中央でカマドが検

出された。主柱穴は P-2・3・8・11 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 80 図、図版 31)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右 70cm、左 55cmで、袖間は 45cm

程である。中央、床面から 5cmほど浮いた位置で石が検出され、支脚としていたものか。袖間は

被熱のため赤化が見られる。

第 80図　Ⅱ -2 区 89・90 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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第 81図　Ⅱ -2 区 88 ～ 92 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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出土遺物 ( 第 81 図、図版 88)

　4 は須恵器の蓋、5・6は坏身である。7は土師器の小型壷である。磨滅のため調整は不明である。

8は壷である。肩部に突帯を付す。外面ナデ、内面ハケ後ナデを施す。9・10 は甕である。磨滅

が著しいが、10 の外面にハケが残る。11 は器台か。磨滅のため調整は不明である。この他、後

述する石斧、刀子、不明鉄製品が出土している。

　古墳時代初頭の遺物が多少見られるものの、切り合いから古墳時代後期に属するものと考えら

れる。

90 号住居跡 ( 第 80 図 )

　調査区の南西側に位置し、72・81・119 号住居跡に切られる。97・123 号住居跡との関係は不

明瞭であるが、出土遺物からすれば切られるか。規模は 400cm 以上× 250cm 以上、深さ 10cm

の方形住居跡である。西壁から 210cmの位置で 15cmほど低くなっており、ベッド状遺構と考え

られる。他の住居跡に大きく切られ、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 81 図 )

　12 は弥生土器の甕である。頸部に断面三角形の突帯を付す。磨滅のため調整は不明である。13

は土師器の高坏である。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代後期後半～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

91 号住居跡 ( 第 82 図、図版 32)

　調査区の中央に位置し、71・84・85 号住居跡に切られ、106・124・130 号住居跡を切る。規模

は 420cm 以上× 335cm、深さ 15cmの方形住居跡である。北壁のほぼ中央でカマドが検出され、

中央から焼土塊が検出された。主柱穴は一部撹乱に切られるものの、P-1 ～ 3 を中心とした 4本

柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 82 図、図版 32)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。やや崩落した土が混じるが、袖は右

75cm、左 50cmで、袖間 65cm程である。中央に高坏が逆位置で支脚として設置される。袖内面

は被熱が見られる。

出土遺物 ( 第 81 図、図版 88)

　14 は須恵器の蓋である。小型で壷蓋と考えられる。内面ヘラ記号、外面重ね焼きの痕跡が残

る。15 は坏身である。回転ナデを施す。16 は壷である。胴部に 2条の沈線を施し、口縁部外面

タタキ後ナデ一部斜め方向のハケ、内面回転ナデ、胴部外面タタキ後カキメ、内面当て具痕を施

す。17 は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。18 は高坏である。磨滅が著しいが、

内面にミガキが残る。カマド出土である。

　出土遺物は古墳時代後期後半および 7世紀に属するものであるが、切り合いから古墳時代後期

後半に属するものと考えられる。

92 号住居跡 ( 第 82 図、図版 32･33)

　調査区の南西側に位置し、108 ～ 110・131・132 号住居跡を切る。規模は 395 × 385cm、深さ
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5cmの正方形住居跡である。西壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された、主柱穴は P-5 ～ 8 の 4

本柱になるものと考えられる。埋土は灰黄褐色粘質土である。

カマド ( 第 82 図、図版 33)

　住居跡の西壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右 60cm、左 90cmで、袖間は 50cm

程である。右袖の先端に 20cm大の石が設置され、この位置が袖先端にあたるものと考えられる。

袖間の奥に径 20cm、深さ 10cmのピットが検出された。

第 82図　Ⅱ -2 区 91・92 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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第 83図　Ⅱ -2 区 93・94・110 号住居跡実測図 (1/60)
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出土遺物 ( 第 81 図 )

　19 は土師器の甕である、磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

93 号住居跡 ( 第 83 図、図版 33)

　調査区の南西側に位置し、89・122 号住居跡に切られ、96・110 号住居跡を切る。規模は 520

× 505cm、深さ 35cmの正方形住居跡である。北西壁際のやや北より、170 × 120cm程の範囲で

被熱の痕跡が見られる。カマドがあったものと考えられる。主柱穴は P-3・5 ～ 7 の 4 本柱にな

るものと考えられる。

出土遺物 ( 第 84 図、図版 88)

　1 ～ 5 は須恵器の蓋である。3の口縁部内面、中位に沈線状の凹みが見られる。6～ 9は坏身で

ある。8は口縁が内湾し、底部が平底気味になる。10 は高坏である。外面中位に突帯および沈線

を付し、その間に波状文を施す。脚部は欠損するが、透かしの痕跡が残る。内外面ともに灰被り

が見られる。11 は無頸壷である。底部外面回転ヘラケズリ、内面不定方向のナデ、他は回転ナデ

を施す。12 ～ 17 は土師器の甕である。いずれも磨滅が著しいが、一部にハケおよび粘土接合痕

が残る。18・19 は高坏である。共に磨滅のため調整は不明である。20 は甑である。内外面共に

ハケを施す。この他、後述する砥石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に属するものと考えられる。

94 号住居跡 ( 第 83 図 )

　調査区の西端に位置し、73・74 号住居跡、20 号溝に切られる。規模は幅 370cm、深さ 5cmの

方形住居跡である。いくつかのピットが検出されているものの、大部分を他の遺構に切られ、主

柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 84 図 )

　21 は土師器の甕である。口縁が強く外湾する。磨滅が著しいが、内面にケズリの痕跡が残る。

　切り合いと出土遺物から古墳時代後期に属するものと考えられる。

110 号住居跡 ( 第 83 図 )

　調査区の南西側に位置し、・92・93・131 号住居跡に切られる。住居跡の大部分を他の住居跡に

切られるため規模・主柱穴等は不明である。西壁際、90 × 40cmの範囲で焼土が検出されており、

カマドがあった可能性もある。

出土遺物 ( 第 84 図 )

　22・23 は土師器の甕である。共に磨滅が著しいが、22 は内外面にハケが残る。24 は坏か。磨

滅のため調整は不明である。25 は甕か。器壁が薄く、磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

96 号住居跡 ( 第 85 図、図版 33･34)

　調査区の南西側に位置し、93 号住居跡に切られ、97・98・129 号住居跡を切る。規模は 530 ×
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第 84図　Ⅱ -2 区 93・94・110 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)

0

1

4

7

10

11

8

5
6

9

12

1514

13

17

18

19

21

22 24 25

20

16

住 110

住 94

住 93

23

2 3

10cm



― 120 ―

480cm、深さ 10cmの長方形

住居跡である。北壁のほぼ

中央でカマドが検出された。

主柱穴は P-1・3 ～ 5 の 4 本

柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 85 図、図版 34)

　住居跡の北壁ほぼ中央の

位置でカマドが検出された。

土層ではほとんど袖が認識

できなかったものの、被熱

範囲が中央に見られること

から、袖間が 30 ～ 60cm ほ

どであったと想定される。

被熱面が床面より高い位置

で確認されたことから、住

居跡全体に貼床があった可

能性がある。カマド中央に

高坏が正位置で設置され、

貼床があったとすれば、掘

り込んで埋められ、支脚と

していたものと考えられる。

周囲から土器が多く出土し

ている。

出土遺物 ( 第 87 図 )

　1 は須恵器の蓋である。口

縁部がやや尖る。2～ 4は土

師器の甕である。2は外面ハ

ケ、内面ケズリを施し、頸

部内面に粘土接合痕が見ら

れる。3・4 は内外面にハケ

を施す。5・6 は高坏である。5は脚部端のみが遺存し、内面にケズリを施す。6は被熱のため表

面の剥離が激しいが、脚部内面にケズリが残る。カマド出土である。7はミニチュア土器である。

外面に黒斑が見られる。8は器台である。磨滅のため調整は不明である。9は甑である。内外面

共にハケを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

97 号住居跡 ( 第 86 図、図版 33)

　調査区の西側に位置し、81・96 号住居跡に切られ、98・123・127・129 号住居跡を切る。規模

第 85図　Ⅱ -2 区 96 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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第 86図　Ⅱ -2 区 97・98・116 号住居跡実測図 (1/60)
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は 680 × 460cm、深さ 10cmの長方形住居跡である。東辺と西辺が並行しておらず、2軒の住居

跡が切りあっている可能性もある。下層に多くの住居跡が切り合っており、ピットが認識できず、

主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 87 図 )

　10 は須恵器の高坏である。2条の凹線が施され、内面にシボリ痕が見られる。11 は土師器の壷、

12 は高坏である。共に磨滅のため調整は不明である。13 は高坏か。上面が磨滅しており、口縁

部が生きているかは不明だが、形態的には坏部が接合されるものと考えられる。頸部に孔が 2箇

所に穿たれる。14 は甑の把手である。ナデにより成形する。15 は支脚である。1方向のみ上方に

突出する。外面ケズリ後ナデ、内面ナデおよび指頭圧痕を施す。

第 87図　Ⅱ -2 区 96 ～ 98・129 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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　古墳時代初頭および後期の遺物が見られるものの、切り合いから古墳時代後期に属するものと

考えられる。

98 号住居跡 ( 第 86 図、図版 33)

　調査区の西側に位置し、96・97 号住居跡に切られ、116・129 号住居跡を切る。規模は 480cm

× 330cm 以上、深さ 5cmの方形住居跡である。南壁の位置が 129 号住居跡と同一であり、ベッ

ド状遺構である可能性もある。床面からピットがほとんど検出されず、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 87 図 )

　16 は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。17 は土師器の高坏である。磨滅が著しいが、内

面にシボリ痕が残る。18 は 98・129 号住居跡混入遺物である。どちらの住居跡にも伴う可能性が

ある。甕で、外面に黒斑が見られる。磨滅のため調整は不明である。

　古墳時代初頭および後期の遺物が見られ、切り合いからもどちらとも言える。129 号住居跡も

含めたベッド状遺構を持つ住居であれば、古墳時代初頭に属するものと考えられるが、詳細な住

居跡の構造などが不明確なため判断できない。

116 号住居跡 ( 第 86 図 )

　調査区の西側に位置し、98・105 号住居跡に切られる。規模は幅 270cm、深さ 10mである。他

の住居跡に大きく切られ、主柱穴等は不明である。

　出土遺物はなく、切り合いから古墳時代後期以前に属するものといえる。

99 号住居跡 ( 第 88 図、図版 30)

　調査区の南西端に位置し、82・107 号住居跡、8号掘立柱建物跡に切られ、100・121 号住居跡

を切る。規模は470× 430cm、深さ10cmの長方形住居跡である。切り合いが多く判断しかねるが、

位置的に主柱穴は P-5 ～ 7 の 4 本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 89 図、図版 88)

　1 は土師器の甕である。丸底を呈する。磨滅のため調整は不明である。2・3 は高坏である。2

は口縁が大きく開き、外面ハケが残る。3は脚部のみが遺存し、外面ケズリ後横方向のミガキ、

内面シボリ後ナデを施す。穿孔の痕跡が1箇所のみ残る。4は脚付鉢の脚部か。全体がやや膨らみ、

磨滅が著しいが、外面にハケが残る。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭～前期に属するものと考えられる。

100 号住居跡 ( 第 88 図、図版 30)

　調査区の南西側に位置し、82・101 号住居跡に切られる。規模は幅 545cm、深さ 5cmの方形住

居跡である。他の遺構に大部分を切られ、ホチキス形に遺存する。主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 89 図 )

　5 は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半～中頃に属するものと考えられる。
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第 88図　Ⅱ -2 区 99 ～ 101 号住居跡実測図 (1/60)
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101 号住居跡 ( 第 88 図、図版 30)

　調査区の南西側に位置し、82 号住居跡に切られ、100・120 号住居跡を切る。規模は 430cm×

200cm 以上、深さ 5cmの方形住居跡である。主柱穴は P-1・2 をはじめとした 4本柱になるもの

と考えられる。

出土遺物 ( 第 89 図 )

　6・7 は土師器の甕である。6は口縁部が緩やかに外湾する。磨滅が著しいが、外面ハケ、内面

ケズリが残る。8は甑の把手である。全体をユビナデで成形する。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

第 89図　Ⅱ -2 区 99 ～ 102 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、1は 1/4)
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102 号住居跡 ( 第 90 図 )

　調査区の西側に位置し、81・84・85・118・124 号住居跡に切られる。130 号住居跡との関係は

不明瞭である。規模は 740 × 700cm、深さ 30cm の長方形住居跡である。中央では 90 × 70cm、

深さ 10cmのピット、東壁際では 120 × 60cm、深さ 15cmのピットが検出され、それぞれ位置的

に炉跡、屋内土坑と考えられる。北西隅からは、150 × 70cm、深さ 40cm のピットが検出され、

内部から土器が多量に出土した。主柱穴はP-1・2・8・11・12 などで 4本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 89･91 図、図版 88･89)

　9・10 は小型壷である。10 は口縁の屈曲が弱く、粘土を貼り付けて肥厚させる。口縁部外面ヨ

コナデ、内面ハケ、胴部外面ハケ、内面ナデを施す。11 ～第 91 図 1 は壷である。11 は外面ハ

ケ、内面ケズリを施す。12 は磨滅が著しいが、底部外面に黒斑が見られる。13 は二重口縁壷で、

第 90図　Ⅱ -2 区 102 号住居跡実測図 (1/60)

2m

0

10
.3
m

10.3m

住 84

住 81

住 124

住 85

P-12

P-8

P-4

P-2

P-10

P-11

P-1

炉



― 127 ―

第 91図　Ⅱ -2 区 102・105 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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口縁部がほぼ垂直に伸びる。磨滅のため調整は不明である。第 91 図 1 は口縁部がく字形を呈し、

外面ハケ、内面ケズリが残る。2・3 は甕である。2は磨滅が著しいが、内面に指頭圧痕、黒変

が見られる。3は底部のみが遺存しており、やや突出する。4～ 7 は高坏である。6・7 は脚部下

位に孔を穿つが、数は不明である。いずれも磨滅のため調整は不明である。8は鉢か。頸部に断

面三角形の突帯を付し、口縁部を帯状にする。瀬戸内系か。磨滅のため調整は不明である。9～

16 はミニチュア土器である。概ね口縁が内湾する。14 は球形をなし、壷形になる可能性がある。

10・11・13・15・16 は底部が厚く、他は全体的に器壁が薄い。9・10・12・13・15・16 は外面に

第 92図　Ⅱ -2 区 105 ～ 107 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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黒斑が見られる。17 は須恵器の坏身である。混入品か。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭に属するものと考えられる。

105 号住居跡 ( 第 92 図、図版 34･35)

　調査区の中央南西よりに位置し、14 号溝に切られ、18・112・116 号住居跡、8号不明遺構を切

る。規模は 365 × 360cm、深さ 20cmの正方形住居跡である。北壁の中央やや西よりでカマドが

検出された。主柱穴は P-2 ～ 5 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 92 図、図版 35)

　住居跡の北壁、中央よりやや西側にずれた位置でカマドが検出された。袖は左右共に 60cmで、

袖間は 30cm程である。中央で 10 ～ 15cm大の礫が検出され、支脚としていたものと考えられる。

左袖の前面径 40cmの範囲が被熱のため赤化する。

出土遺物 ( 第 91 図 )

　18・19 は須恵器の蓋である。18 は中位に段を持ち、19 は口唇部が突出する。20 は坏身である。

回転ナデを施す。21・22 は土師器の甕である。22 は口縁が強く屈曲する。磨滅が著しいが、内

面にケズリが残る。23 は高坏か。内外面共にナデを施す。24 は甑の把手である。差し込み式で、

胴部にナデ付けることで固定したものと考えられる。25 は壷である。二重口縁壷で、混入品と考

えられる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半～中頃に属するものと考えられる。

106 号住居跡 ( 第 92 図 )

　調査区の中央に位置し、91 号住居跡、14 号溝に切られ、16 号住居跡、8号不明遺構を切る。

規模は 340cm× 320cm以上、深さ 5cmの方形住居跡である。他の遺構に切られ明確ではないが、

4本柱となるか。

出土遺物 ( 第 94 図 )

　1・2 は須恵器の坏身である。1は口縁の伸びが短く、蓋の可能性もある。共に回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に属するものと考えられる。

107 号住居跡 ( 第 92 図、図版 30)

　調査区の南西端に位置し、99 号住居跡を切る。方形住居跡の 1角のみが検出されており、大部

分は調査区外へ伸びる。規模・主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 94 図 )

　3 は土師器の高坏である。磨滅するが、外面ミガキ、内面ハケ後ナデを施し、脚部に孔を 3箇

所穿つ。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭～前期に属するものと考えられる。

108 号住居跡 ( 第 93 図、図版 35)

　調査区の南西端に位置し、92・109 号住居跡に切られ、128・131 号住居跡を切る。規模は

620cm× 350cm以上、深さ 15cmの長方形住居跡である。北東側の隅近くでカマドが検出された。

住居跡が多く切り合っており、また一部が調査区外に伸びるため不明確ながら、P-2・5・6 など
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第 93図　Ⅱ -2 区 108・109・114 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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をはじめとした 4本柱になるものと考えられる。埋土はにぶい黄褐色粘質土である。

カマド ( 第 93 図 )

　住居跡の北東隅やや西よりの位置でカマドが検出された。袖は右 75cm、左 80cm で、袖間は

60cm程である。被熱の痕跡は不明瞭で、下部の住居跡と共に掘りすぎてしまった可能性がある。

また、住居跡の隅でカマドが検出される例は本調査区では他になく、住居跡のプラン認識が間違っ

ている可能性もある。

出土遺物 ( 第 94 図、図版 89)

　4・5 は須恵器の蓋である。4は壷蓋か。6～ 8は坏身である。6は器高が高く、8は口縁部の伸

びが小さい。9は土師器の甕である。磨滅が著しいが、内外面ハケが残る。10 は高坏である。磨

滅が著しいが、脚部内面にケズリ後ナデが残る。カマド出土である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

109 号住居跡 ( 第 93 図、図版 35)

　調査区の南西端に位置し、92 号住居跡に切られ、108・128・131 号住居跡を切る。規模は

450cm×320cm以上、深さ5cmの方形住居跡である。南北辺が並行しておらず、北辺の認識を誤っ

たものと考えられる。切り合いが多く、床面でピットがさほど認識できず、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 94 図 )

　11 は須恵器の蓋、12 は坏身である。共にやや器高が低い。13 は坏である。底部にヘラ記号が

施される。14・15 は土師器の甕である。14 は内面にケズリが残る。15 は口縁部外面ヨコナデ他

はハケを施す。16 は坏である。磨滅が著しいが、内面にミガキが残る。17 は甑である。把手の

みが遺存する。

　7世紀に属する遺物が一部見られるものの、切り合いから、古墳時代後期に属するものと考え

られる。

114 号住居跡 ( 第 93 図 )

　調査区の北西側に位置し、21 号溝に切られる。隣接する延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1b 区 3 号住居跡

と位置的には同一の可能性がある。溝に切られ、また、大部分が調査区外に伸びるため、規模、

主柱穴等は不明である。

　本調査区からは遺物の出土がなく時期は不明であるが、Ⅴ -1b 区 3 号住居跡と同一であれば古

墳時代後期に属するものである。

112 号住居跡 ( 第 95 図 )

　調査区の南西側に位置し、43・105 号住居跡、14 号溝に切られる。規模は 490cm以上× 220cm

以上、深さ 15cmの方形住居跡である。他の住居跡に大きく切られており、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 94 図 )

　18 は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃に属するものと考えられる。
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115 号住居跡 ( 第 95 図 )

　調査区の北端に位置する。規模は 250cm× 120cm以上、深さ 10cmの方形住居跡である。2／ 3

以上が調査区外に伸びており、規模、主柱穴等は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師質土器片のみが出土している。時期等は不明である。

117 号住居跡 ( 第 95 図 )

　調査区の北西側に位置し、55・114 号住居跡、21 号溝に切られる。他の遺構に大部分を切られ、

1角のみが遺存し、深さは 5cmである。主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 97 図 )

　1 は土師器の甕か。器壁は薄く、磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭に属するものと考えられる。

118 号住居跡 ( 第 95 図、図版 35)

　調査区の中央やや西よりに位置し、81・84・85 号住居跡に切られ、102・124・130 号住居跡を切る。

第 94図　Ⅱ -2 区 106 ～ 109・112 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 95図　Ⅱ -2 区 112・115・117・118 号住居跡実測図 (1/60)
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第 96図　Ⅱ -2 区 119・120 号住居跡実測図 (1/60)
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規模は 480 × 390cm、深さ 20cmの長方形住居跡である。主柱穴は P-1 ～ 3 を中心とした 4本柱

になるものと考えられる。埋土は褐灰色粘質土である。

出土遺物 ( 第 97 図、図版 89)

　2 は須恵器の蓋である。小型の壷蓋である。3は坏身である。4・5 は土師器の甕である。4は

口縁が強く外湾し、口縁部ヨコナデ、胴部外面ハケ、内面ケズリを施す。5は器壁が薄く、磨滅

のため調整は不明である。6～ 10 は高坏である。6・7は坏部のみが遺存しており、7の外面に黒

斑が見られる。8～ 10 は脚部のみが遺存しており、8は内面にケズリが残る。11 は椀である。磨

滅のため調整は不明である。12 は支脚である。磨滅のため調整は不明である。13 は手焙り形土

器か。中位に断面三角形の突帯を付す。磨滅が著しいが、内面にハケが残る。

　出土遺物は、古墳時代初頭、後期、7世紀代と多様な遺物が出土している。切り合いを考慮す

ると古墳時代後期に属する可能性が高い。

119 号住居跡 ( 第 96 図、図版 36)

　調査区の西側に位置し、72・81 号住居跡に切られ、90 号住居跡を切る。72 号住居跡との関係

は誤認した可能性がある。4辺が並行しておらず、72 号住居跡の報告でも述べたように、北側は

72 号住居跡のベッド状遺構で、119 号住居跡の北半分が検出できなかった可能性が高い。ピット

等も認識できておらず、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 97 図 )

　14 は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。15・16 は土師器の甕である。磨滅が著しいが、

16 の内面に粘土接合痕が残る。17 は椀である。内外面共にミガキを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

120 号住居跡 ( 第 96 図 )

  調査区の南西側に位置し、82・99・101 号住居跡、8号掘立柱建物跡に切られ、121 号住居跡を切る。

規模は 530 × 460cm、深さ 25cmの長方形住居跡である。南壁は削平のため遺存しない。中央で

径 45cm、深さ 20cmの P-4 が検出され、炉跡と考えられる。主柱穴は北西側が明らかではないも

のの、P-6 ～ 8 をはじめとした 4本柱になるものと考えられる。埋土は褐色粘質土である。

出土遺物 ( 第 97 図 )

　18 は小型壷の口縁部である。やや磨滅するが、内外面共にミガキを施し、丹塗りを行う。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭に属するものと考えられる。

121 号住居跡 ( 第 98 図 )

　調査区の南西側に位置し、82・99・107・120 号住居跡、8号掘立柱建物跡に切られる。規模は

510 × 345cm、深さ 5cmの長方形住居跡である。中央に 140 × 80cm、深さ 5cmのピットが検出

され、炉跡の可能性がある。ピットは比較的多く検出されているものの、明確に並ぶものはなく、

主柱穴は不明である。住居跡の壁面が並行しないことから認識を誤った可能性がある。

出土遺物 ( 第 97 図、図版 89)

　19 は壷である。平底を呈し、口縁部強く屈曲する。20 は甕である。平底を呈する。共に磨滅
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のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末頃に属するものと考えられる。

122 号住居跡 ( 第 98 図、図版 36)

　調査区の南西側に位置し、43・89 号住居跡に切られ、7号土坑を切る。規模は 550 × 460cm、

深さ 15cmの長方形住居跡である。北西壁の中央付近でカマドが検出された。床面からピットが

多く検出されているが、P-3・10・15・16 などの 4本柱となるか。

第 97図　Ⅱ -2 区 117 ～ 121 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 98図　Ⅱ -2 区 121・122 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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カマド ( 第 98 図、図版 36)

　住居跡の北西壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右 85cm、左 40cm で、袖間は

50cm程である。左右ともに先端を 89 号住居跡に切られる。袖間の前面、径 25cmの範囲は被熱

のため赤化が見られる。床面から 15cmほど浮いた状態で土器が出土した。

出土遺物 ( 第 100 図、図版 89)

　1・2 は須恵器の蓋である。2は口唇部を尖らせる。カマド出土である。3は坏身である。外面

に×字状のヘラ記号が見られる。4は土師器の壷である。底部がやや厚く、磨滅のため調整は不

明である。5は甕である。口縁部が緩やかに外湾し、外面にハケが残る。6は脚付鉢か。上部が

グラス状を呈し、口縁がやや内湾する。外面にハケが残る。7は高坏である。磨滅のため調整は

不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に属するものと考えられる。

123 号住居跡 ( 第 99 図、図版 37)

　調査区の南西側に位置し、81・97 号住居跡に切られ、127 号住居跡を切る。規模は 320 ×

295cm、深さ 30cm の方形住居跡である。127 号住居跡と並行し、西辺が同一位置にあるため、

同一遺構である可能性もあるが、上面で確認されたため別住居跡としている。小型のため、ベッ

ド状遺構の下段のみが遺存している可能性もある。床面からピットは検出されているものの並ぶ

第 99図　Ⅱ -2 区 123・127 号住居跡実測図 (1/60)
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第 100 図　Ⅱ -2 区 122 ～ 124・127 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、5・12 は 1/4)

0

1

住 122

住 123

住 124

住 127

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14 15

16

17

10cm

0

10cm



― 140 ―

第 101 図　Ⅱ -2 区 124・125・128・136 号住居跡実測図 (1/60)
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ものはなく、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 100 図 )

　8・9 は須恵器の である。回転ナデを施し、9は内面に自然釉が見られる。10 は土師器の高坏

である。脚部が伸びるもので、混入品か。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中頃に属するものと考えられる。

127 号住居跡 ( 第 99 図、図版 37) 

　調査区の南西側に位置し、96・97・123 号住居跡に切られる。規模は 595 × 450cm、深さ 15cm

の長方形住居跡である。東壁から 100cm の位置で 5cm程の段が作られ、ベッド状遺構になるも

のと考えられる。南辺のほぼ中央で、150 × 80cm、深さ 50cmのピットが検出され、位置的に屋

内土坑と考えられる。中央やや西よりの位置では、120 × 80cm、深さ 15cmのピットが検出され、

炉跡と考えられる。主柱穴は炉跡を挟む、P-4・5 の 2 本柱になるものと考えられる。南西角付近

で炭が検出された。

出土遺物 ( 第 100 図 )

　11・12は甕である。11は平底を呈する。磨滅のため調整は不明である。12は口縁部の屈曲が弱く、

磨滅が著しいが、外面にハケが残る。13 は椀である。内外面ナデを施し、底部内面付近のみ一部

ハケを施す。底部付近に黒斑が見られる。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

124 号住居跡 ( 第 101 図、図版 37)

　調査区の中央に位置し、84・85・91・118 号住居跡に切られ、102・130 号住居跡を切る。規

模は 540 × 505cm、深さ 20cm の方形住居跡である。主柱穴は、切り合いが多く不明瞭ながら、

P-2・3・6・9 をはじめとした 4本柱になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 100 図 )

　14・15 は須恵器の蓋か。15 は口縁部外面に圧痕が見られる。16・17 は土師器の高坏である。

共に磨滅が著しいが、脚部内面にケズリが残る。この他、後述する鉄鏃が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

125 号住居跡 ( 第 101 図 )

　調査区の南側に位置する。規模は 190cm 以上× 140cm 以上、深さ 5cmの方形住居跡である。

大部分が調査区外に伸びており 1角のみが遺存する。主柱穴等は不明である。

　出土遺物はなく、時期等は不明である。

128 号住居跡 ( 第 101 図 )

　調査区の南西側に位置し、92・108・110 号住居跡に切られ、131・136 号住居跡を切る。規模

は 420cm 以上× 335cm、深さ 5cmの長方形住居跡である。調査区外に伸びる。床面からピット

が散見されるものの、明確に並ぶものはなく、主柱穴等は不明である。
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　図化に耐えうる資料はなく、土師器

片が出土している。切り合いと出土小

片から、古墳時代後期以前に属するも

のといえる。

136 号住居跡 ( 第 101 図 )

　調査区の南西側に位置し、109・128

号住居跡に切られる。他の住居跡に大

部分を切られ、また調査区外に伸びて

いるため、1 辺のみが遺存している。

壁溝が検出されたため住居跡とした。

規模、主柱穴等は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器

片が出土している。切り合いと出土小

片から、古墳時代後期以前に属するも

のといえる。

129 号住居跡 ( 第 102 図 )

　調査区の中央やや南西よりに位

置し、96 ～ 98 号住居跡に切られ、

127 号住居跡を切る。規模は 370 ×

345cm、深さ 15cm の方形住居跡であ

る。98 号住居跡と南壁が同じ位置に

あり、当該住居跡のベッド状遺構であ

る可能性がある。他の住居跡に大きく

切られ、ピットが認識できなかったこ

とから、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 104 図 )

　1 は支脚である。天井部が斜めに

なっており、左側で土器を支えたもの

と考えられる。外面は磨滅するが、天

井部内面ナデ、胴部内面ハケを施す。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代

終末～古墳時代初頭に属するものと考

えられる。

130 号住居跡 ( 第 102 図、図版 38)

　調査区の中央に位置し、84・85・91・118・124 号住居跡に切られ、102 号住居跡を切る。規模

第 102 図　Ⅱ -2 区 129・130 号住居跡実測図 (1/60)
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は 515cm × 300cm 以上、深さ 20cm の方形住居跡である。他の住居跡に大きく切られており、

北側のみが遺存する。主柱穴は不明確ながらも、P-3・8・10 ～ 13 などを中心とした 4本柱にな

るものと考えられる。

出土遺物 ( 第 104 図 )

　2 は壷である。口縁が緩やかに外湾する。磨滅が著しいが、口縁部内面ハケ、頸部外面ハケ、

胴部内面に粘土接合痕が見られる。3は甕か。平底を呈し、底部付近の外面に黒斑が見られる。

磨滅が著しいが、底部付近外面ケズリ、内面ハケが残る。4は無頸壷か。口唇部が肥厚し、肩部

外面に黒斑が見られる。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

131 号住居跡 ( 第 103 図、図版 38)

　調査区の南西端に位置し、89・92・108 ～ 110・128 号住居跡に切られ、132 号住居跡を切る。

規模は 600 × 455cm、深さ 25cmの長方形住居跡である。北東および北西隅で 210 × 120cm程の

範囲が、15cm高くなっており、ベッド状遺構と考えられる。南壁際のほぼ中央に径 50cm、深さ

40cmのピットが検出され、屋内土坑と考えられる。主柱穴は P-3・4 の 2 本柱になるものと考え

られる。埋土は褐灰色粘質土である。

出土遺物 ( 第 104 図、図版 89)

　5 は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。6～ 9は土師器の壷である。6は小型壷で、頸部が

窄まり、口縁が強く屈曲する。磨滅が著しいが、内外面にハケおよび粘土接合痕が残る。7はわ

ずかに平底気味になり、底部付近に黒斑が見られる。磨滅のため調整は不明である。8・9は二重

口縁壷である。8は口縁部を2段に貼りつけて製作し、屈曲が小さい。9は口縁部が緩やかに屈曲し、

端部はほぼ直立する。共に磨滅のため調整は不明である。10 は甕か。わずかに平底気味になり、

外面に黒斑が見られる。磨滅が著しいが、外面にハケの痕跡が残る。この他、後述する石斧、砥

石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

132 号住居跡 ( 第 103 図 )

　調査区の南西端に位置し、131 号住居跡に切られる。131 号住居跡に大きく切られ、大部分が

調査区外に伸びるため、1辺のみが検出された。壁溝が見られたことから、住居跡とした。規模、

主柱穴等は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器片が出土している。切り合いから弥生時代終末～古墳時代

初頭に属する可能性がある。

137 号住居跡 ( 第 103 図、図版 38)

　調査区の東側に位置しており、2号住居跡に切られ、1号住居跡、7号溝を切る。調査当初は溝

状の遺構として検出されたため、1号不明遺構としていたが、焼土中から高坏が逆位置で出土して

おり、カマドの可能性が高いことから住居跡と判断した。規模は 350cm以上× 180cm以上、深さ

10cmの方形住居跡と考えられる。主柱穴は遺構の南側を含め明確に並ぶものがなく不明である。
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第 103 図　Ⅱ -2 区 131・132・137 号住居跡実測図 (1/60、1/30)

132

137

131

10
.3
m

10.3m

9.4m

9.
4m

9.5m

9.
3m

9.7m

10.2m

10
.1
m

0

0

1m

3m

被熱

被熱

P-4

P-2

P-3

住 2

住
89

1
1

137 号住居跡カマド

1浅黄橙色砂質土

137 号住居跡

1灰黄褐色粘質土

1
11

1



― 145 ―

カマド ( 第 103 図、図版 38)

　住居跡の北壁際で検出された。袖は想定で右 50cm、左 65cmで、袖間は 30cm程である。カマ

ド中央に高坏が 5cmほど浮いた状態で、逆位置で出土し、支脚としていたと考えられる。袖間の

前面径 20cmの範囲が被熱のため赤化している。

出土遺物 ( 第 104 図 )

　11・12は土師器の高坏である。共に磨滅が著しいが、外面にハケが残る。12はカマド出土である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

第 104 図　Ⅱ -2 区 129 ～ 131・133・134・137 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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133・134 号住居跡

　平板実測で作成した遺構配置図では調査区の南西側、43・89・93・96 号住居跡の間付近に位置

しているものの、1／ 20 実測図には記入がない。削平のためにさほど残っていなかったものと考

えられ、そのために記入漏れした可能性が高い。方形住居跡であったと記憶しているが、規模な

ど全て不明である。

出土遺物 ( 第 104 図 )

　13 は土師器の高坏である。脚部は下位で開き、内面に稜が形成される。磨滅のため調整は不明

である。14 は土師器の脚部か。混入品か。15 は土師器の甕である。外面ハケ後ナデ、口縁部内

面ナデ、胴部内面ハケを施す。

　出土遺物からは、133 号住居跡が古墳時代後期、134 号住居跡が古墳時代初頭に属するものと

考えられる。

(2)　掘立柱建物跡

　本調査区では 8棟の掘立柱建物跡が検出された。調査中に把握したものが 1・2・7号の 3軒で、

残りは整理中に判明したものである。

1号掘立柱建物跡 ( 第 105 図 )

　調査区の北東端に位置する。規模は 3 間以上× 2 間の総柱建物で、柱間の心々距離で桁行

500cm以上、梁行 350cmである。柱間寸法は桁行方向が 150 ～ 180cm、梁行方向が 170cmである。

柱痕跡は確認できず、径 40cm、深さ 30cm前後の円形ピットで構成される。方位はG.N. より 22

°西に傾く。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器、須恵器片が出土している。出土小片から古墳時代後期に

属するものと考えられる。

3号掘立柱建物跡 ( 第 105 図 )

　調査区の北東側に位置し、15 号住居跡、4 号溝に切られる。規模は 2 間× 1 間で、柱間の

心々距離で桁行 310cm、梁行 210cm である。柱間寸法は桁行方向が 140 ～ 160cm、梁行方向が

210cmである。柱痕跡は確認できず、径 60cm、深さ 40 ～ 65cm前後の円形ピットで構成される。

方位はG.N. より 80°東に傾く。

出土遺物 ( 第 108 図 )

　5は須恵器の蓋である。回転ナデを施す。6は である。屈曲が強くわずかに波状文が見られる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半に属するものと考えられる。

4号掘立柱建物跡 ( 第 105 図 )

　調査区の中央東よりに位置する。規模は 2間× 1 間で、柱間の心々距離で桁行 270cm、梁行

150cmである。柱間寸法は桁行方向が 130cm、梁行方向が 150cmである。柱痕跡は確認できず、

径 40 ～ 50cm、深さ 40 ～ 60cm前後の円形ピットで構成される。方位はG.N. より 80°東に傾く。
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出土遺物 ( 第 108 図 )

　7 は土師器の短頸壷か。磨滅が著しいが、ナデを施すか。

　出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

第 105 図　Ⅱ -2 区 1・3～ 5号掘立柱建物跡実測図 (1/80)
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第 106 図　Ⅱ -2 区 2号掘立柱建物跡実測図 (1/80)
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4黒褐色粘質土
5にぶい黄褐色粘質土、明褐色土ブロック含む
6褐灰色粘質土
7明褐色粘質土、褐灰色土ブロック含む
8褐灰色粘質土、明褐色土ブロック含む
9褐灰色粘質土
10黄褐色粘質土、褐灰色土ブロック含む
11橙色粘質土
12にぶい黄橙色粘質土
13明褐色粘質土
14灰褐色粘質土
15褐灰色粘質土
16褐色粘質土
17明褐色粘質土

18褐灰色粘質土、明褐色土ブロック含む
19にぶい褐色粘質土
20明褐色粘質土
21灰黄褐色粘質土
22明褐色粘質土
23にぶい黄褐色粘質土
24明黄褐色粘質土
25灰黄褐色粘質土
26褐灰色粘質土
27褐灰色粘質土、明褐色土ブロック含む
28黒褐色粘質土
29明褐色粘質土、褐灰色土ブロック含む
30褐灰色粘質土、やや粗
31褐灰色粘質土、明褐色土小ブロック含む
32褐灰色粘質土
33褐灰色粘質土、やや明るい

34褐灰色粘質土、明褐色土ブロック含む
35橙色粘質土
36褐灰色粘質土
37褐灰色粘質土、明褐色土ブロック含む
38褐色粘質土
39褐灰色粘質土
40黒褐色粘質土
41灰黄褐色粘質土
42灰黄褐色粘質土、やや暗い
43褐灰色粘質土
44褐灰色粘質土、やや暗い
45明黄橙色粘質土
46褐灰色粘質土
47褐灰色粘質土、明褐色土ブロック含む
48褐色粘質土
49褐灰色粘質土

50褐色粘質土
51赤褐色粘質土、褐灰色土含む
52褐灰色粘質土
53灰黄褐色粘質土
54灰黄褐色粘質土、橙色土ブロック含む
55にぶい黄褐色粘質土
56橙色粘質土
57褐灰色粘質土
58黄褐色粘質土
59黒褐色粘質土
60褐灰色粘質土
61灰黄褐色粘質土、橙色土ブロック含む
62灰黄褐色粘質土、黒色粒子含む
63にぶい黄褐色粘質土
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5 号掘立柱建物跡 ( 第 105 図 )

　調査区の東側に位置し、3・4 号溝に切られる。規模は 2間× 1 間で、柱間の心々距離で桁行

450cm、梁行 160cmである。柱間寸法は桁行方向が 210 ～ 220cm、梁行方向が 160cmである。4

箇所で柱痕跡を確認しており、径10～20cmである。径60～80cm、深さ30～70cm前後の円形ピッ

トで構成される。方位はG.N. より 7 °西に傾く。

出土遺物 ( 第 108 図 )

　8 は須恵器の坏身である。外面に灰被りが見られる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

2号掘立柱建物跡 ( 第 106 図、図版 39･40)

　調査区の北西側に位置し、20・22号溝に切られ、58・66号住居跡を切る。規模は5間以上×2間で、

柱間の心々距離で桁行 1100cm 以上、梁行 510cm である。柱間寸法は桁行方向が 210 ～ 240cm、

梁行方向が 230 ～ 260cm である。6箇所で柱痕跡を確認しており、径 20 ～ 40cm である。80 ～

100cm、深さ 70cm前後のピットで構成され、2基は円形、1基は撹乱のため不明、他は方形ない

しは隅丸方形の掘方である。埋土は性質の異なる土を版築状に細かく突き固める。方位はG.N. よ

り 32°西に傾く。隣接する延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1b 区の 1・2号掘立柱建物とほぼ同じ方向であり、

一連の建物群を構成するものと考えられる。

出土遺物 ( 第 108 図、図版 89)

　1・2 は須恵器の蓋である。1は天井部外面に回転ナデ後工具痕、他は回転ナデを施す。3・4は

壷である。3は外面に灰被り及び重ね焼きの痕跡が見られ、短頸壷と考えられる。4は外面灰被

りが見られ、カキメを施す。

　出土遺物が少なく不明瞭ながら、切り合いとⅤ -1b 区の建物跡との関係などから、7世紀後半

～末頃に属するものと考えられる。

6号掘立柱建物跡 ( 第 107 図 )

　調査区の東側に位置し、1・2 号溝に切られる。規模は 2間× 1 間で、柱間の心々距離で桁行

430cm、梁行 160cmである。柱間寸法は桁行方向が 200 ～ 220cm、梁行方向が 160cmである。3

箇所で柱痕跡を確認しており、径 15cmである。径 60 ～ 80cm、深さ 30 ～ 40cm前後の円形ピッ

トで構成される。方位はG.N. より 2°西に傾く。

出土遺物 ( 第 108 図 )

　9 は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。10 は蓋である。焼成不良で、磨滅のため調整は不

明である。

　切り合いと出土遺物から古墳時代後期中頃～後半に属するものと考えられる。

7号掘立柱建物跡 ( 第 107 図 )

　調査区の北端に位置し、10 号溝を切る。規模は 2間× 1間で、柱間の心々距離で桁行 280cm、

梁行 130cm である。柱間寸法は桁行方向が 140 ～ 150cm、梁行方向が 130cm である。径 30 ～

40cm、深さ 20 ～ 40cm前後の円形ピットで構成される。方位はG.N. より 4°西に傾く。
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出土遺物 ( 第 108 図 )

　11 は須恵器の坏身である。外面に灰被りが見られ、回転ナデを施す。

切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

　

8号掘立柱建物跡 ( 第 107 図 )

　調査区の南西側に位置し、82・99・100・121 号住居跡を切る。規模は 2間× 2間で、柱間の心々

距離で桁行 410cm、梁行 380cm である。柱間寸法は桁行方向が 190 ～ 200cm、梁行方向が 180

第 107 図　Ⅱ -2 区 6～ 8号掘立柱建物跡実測図 (1/80)
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～220cmである。南側中央の柱穴のみややずれる。径50～60cm、深さ30～60cm前後の円形ピッ

トで構成される。方位はG.N. より 13°東に傾く。

出土遺物 ( 第 108 図 )

　12 は須恵器の蓋である。回転ナデを施す。13 ～ 15 は坏身である。14 は底部内面に当て具痕ら

しき痕跡が見られる。15 は底部外面にわずかにヘラ記号と考えられる線が見える。16 は土師器

の壷である。外面にヨコナデを施し、内面は磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

(3)　土坑

　本調査区では 8基の土坑が検出された。性格が判明するものはない。

1号土坑 ( 第 109 図 )

　調査区の東側に位置し、3号溝に切られる。規模は 110 × 60cm、深さ 10cmの長方形土坑であ

る。床面はほぼ水平で、ピット 1基を切る。

出土遺物 ( 第 111 図 )

　1 は白磁の椀である。口縁部のみが遺存する。

　切り合いと出土遺物から、中世に属するものと考えられる。

2号土坑 ( 第 109 図、図版 41)

　調査区の中央に位置し、10・13 号溝を切る。規模は 160 × 155cm。深さ 50cmの偏円形土坑で

ある。断面台形を呈し、床面は100×60cmの楕円形を呈する。土層から3回以上の掘り直しがあっ

たことが想定される。

第 108 図　Ⅱ -2 区 2～ 8号掘立柱建物跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 109 図　Ⅱ -2 区 1～ 4・6・8号土坑実測図 (1/40)
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出土遺物 ( 第 111 図 )

　2は弥生土器甕の底部である。内外面共に磨滅し調整は不明である。この他、種類は不明ながら、

四肢骨が出土している。

　出土遺物は弥生時代に属するものと考えられるが、切り合い関係から下層の溝遺構の遺物が混

入したものと考えられる。他に出土遺物はなく、切り合いから古墳時代後期以降に属するものと

考えられる。

第 110 図　Ⅱ -2 区 5・7号土坑実測図 (1/40)
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3 号土坑 ( 第 109 図 )

　調査区の中央に位置する。規模は 125 × 100cm、深さ 20cmの方形土坑である。床面はほぼ水

平である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器・須恵器片が出土している。出土小片から古墳時代後期に

属するものと考えられる。

4号土坑 ( 第 109 図、図版 41)

　調査区の南端に位置し、28・48・53 号住居跡、19 号溝を切る。規模は 200cm 以上× 180cm、

深さ 20cmの長方形土坑である。床面からいくつかのピットが検出されている。

出土遺物 ( 第 111 図 )

　3 は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。

　出土遺物から古墳時代初頭に属するものと考えられるが、切り合いからすれば、認識を誤った

か、下層遺構の遺物の混入と考えられる。切り合いから7世紀前半以降に属するものと考えられる。

8号土坑 ( 第 109 図 )

　調査区の中央に位置し、14 号溝に切られ、71 号住居跡を切る。規模は 150 × 145cm、深さ

45cmの偏円形土坑である。北側にテラスを持ち、床面は 110 × 105cmの方形を呈する。

第 111 図　Ⅱ -2 区土坑出土遺物実測図 (1/3)
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出土遺物 ( 第 111 図 )

　4・5は磁器の椀で、同一個体と考えられる。4は底部内面中央および外面中央以外が露胎となる。

　切り合いと出土遺物から、近世に属するものと考えられる。

6号土坑 ( 第 109 図 )

　調査区の西側に位置し、72・81・119 号住居跡に切られる。規模は 170 × 120cm、深さ 5cmの

楕円形土坑である。床面にピット状の掘り込みが見られるものの、119 号住居跡の屋内土坑の可

能性がある。

　出土遺物はなく、切り合いから古墳時代後期以前に属するものと考えられる。

5号土坑 ( 第 110 図 )

　調査区の中央に位置し、71 号住居跡、21 号溝に切られる。規模は 260cm 以上× 210cm 以上、

深さ25cmである。西から北西側にかけてテラス状に高くなり、テラス部分の深さは10cmである。

出土遺物 ( 第 111 図 )

　6は須恵器の か。内面に灰被りが見られ、外面には凹線、波状文が見られる。7は土師器の甕か。

ヨコナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

7号土坑 ( 第 110 図、図版 41･42)

　調査区の南側に位置し、89・122 号住居跡に切られる。規模は 255 × 205cm、深さ 80cmの長

方形土坑である。西側の幅 80cmほどが 15cm深くなっており、さらにその北側には不整形な深

さ 20cmのピットが検出された。土層から 1回以上の掘り直しの痕跡が認められる。89 号住居跡

の平面プランと並行することから、関連施設である可能性もあるが、深いことから土坑とした。

出土遺物 ( 第 111 図 )

　8 は須恵器の蓋である。回転ナデを施す。9は坏身である。回転ナデを施す。10 は土師器の壷

である。磨滅が著しいが外面にハケが残る。外面に黒斑が見られる。11 は甕である。外面ハケ、

口縁部内面ナデ、胴部内面ケズリを施す。外面に黒斑が見られる。12 は器台ないしは高坏である。

外面は磨滅するが、内面にハケが見られる。

　古墳時代初頭と後期の土器が混在しているが、切り合いから古墳時代初頭に属するものと考え

られる。

(4)　溝

　本調査区では 22 条の溝が検出された。22 号溝を重複して付していたが、そのうち 1条は 14 号

溝と同一遺構であったため、番号はそのままとした。他にも同一遺構と考えられるものがあり、

実際には 19 条ほどの溝が存在するものと考えられる。

1号溝

　調査区の東側に位置し、2号住居跡、6号掘立柱建物、7号溝を切る。規模は長さ 14.5m、幅 0.25m、

深さ 5cmである。床面はほぼ水平で、2号溝と並行する。
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出土遺物 ( 第 112 図 )

　1 は土師器の壷である。磨滅するが外面にハケが残る。

　出土遺物からは古墳時代初頭に位置するものと考えられるが、切り合い及び埋土の状況から、

古墳時代後期以降に属するものと考えられる。

2号溝

　調査区の東側に位置し、6号掘立柱建物跡を切る。規模は長さ 12.6m、幅 0.3m、深さ 3cmで北

第 112 図　Ⅱ -2 区 1～ 6号溝出土遺物実測図 (1/3、13 は 1/4)

0

1

溝 1

溝 3

溝 4

溝 5

溝 6

2

3
4

5

6

7

8 9

10

11

12

13

14

15

16

10cm

0

15cm



― 157 ―

流する。1号溝と並行する。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器片が出土している。切り合いと出土小片から古墳時代後期

以降に属するものと考えられる。

3号溝 ( 図版 42)

 　調査区の東側に位置し、3・7 号住居跡、5・6 号掘立柱建物跡、1号土坑、5～ 7 号溝を切る。

規模は長さ 28.5m 以上、幅 2m、深さ 15cmで北流する。4号溝と 1.3 ～ 2m幅で並行する。

出土遺物 ( 第 112 図 )

　2は瓦質土器の鉢である。内外面ともにハケを施す。3は青磁椀である。内面に模様が描かれる。

4は平瓦である。外面ナデを施し、内面布目痕が残る。

　切り合いと出土遺物から、12 ～ 13 世紀頃に属するものと考えられる。

4号溝 ( 図版 42)

　調査区の東側に位置し、7号住居跡、3・5号掘立柱建物跡、6・7号溝を切る。規模は長さ25m以上、

幅 1.2m、深さ 10cmで北流する。3号溝と 1.3 ～ 2m幅で並行する。

出土遺物 ( 第 112 図 )

　5 は土師器の皿である。磨滅のため調整は不明である。6は須恵器の坏である。高台がやや内

傾する。7は甕である。外面タタキ後回転ナデ、内面当て具痕、口縁部内外面ヨコナデを施す。

　古代ならびに古墳時代の遺物も散見されるものの、切り合いと出土遺物から 13 世紀前後に属

するものと考えられる。

5号溝

　調査区の東側に位置し、3号溝に切られる。ピットに切られるため不明確なものの、4号溝に

も切られるものと考えられる。規模は長さ 0.9m、幅 0.3m、深さ 20cm である。ピットに切られ

る部分が多く流れる方向は不明である。3・4号溝に対し垂直に伸びる。

出土遺物 ( 第 112 図 )

　8 は須恵器の蓋である。潰れたつまみがつく。9は須恵器の坏身である。回転ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半ないしは 8世紀前半頃に属するものと考えられる。

6号溝 ( 第 113 図、図版 42)

　調査区の中央から南東方向にかけて位置しており、3・4・10 号溝に切られ、7・31 号住居跡、

7号溝を切る。10 号溝との関係は誤認した可能性が高い。規模は長さ 14.6m 以上、幅 1.1m、深さ

15cmである。床面の高さは一定せず、どちらが低くなるか判断できない。位置的には西側に続

く 8号溝、さらにその先に伸びる 20 号溝と同一であろう。西端付近から土器がまとまって出土

している。

出土遺物 ( 第 112 図、図版 89)

　10 は須恵器の坏か。底部外面ナデ、内面不定方向ナデ、他は回転ナデを施す。11 は坏である。

焼成不良のため、全体的に磨滅している。12 は高坏である。外面に灰被りが見られる。13・14
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は甕である。13 は外面タタキ、内面当て具痕、14 は外面回転ナデ、内面当て具痕を施す。同一

個体の可能性が高い。15・16 は土師器の甕である。磨滅のため調整不明瞭だが、16 の内面には

ケズリが残る。長胴甕になるか。

　遺物は古墳時代後期のものが多く認められるものの、8・20 号溝との関係および切り合いから

8世紀前半頃になるものと考えられる。

7号溝 ( 第 113･114 図、図版 43･44)

　調査区の中央から東側にかけて位置しており、2・137 号住居跡、1・3・4・6・10 号溝に切られ、

30・31 号住居跡を切る。30・31 号住居跡との関係については誤認した可能性が高い。規模は長

さ 21m以上、幅 1.45m、深さ 60cm で西流する。10 号溝と時期も同じであると考えられ、10 号

溝に向かって傾斜する一連の溝として機能していた可能性がある。10 号溝付近から 13mほどの

間に床面から 15 ～ 20cm浮いた状態で土器が多量に出土しており、多少埋まった段階で廃棄され

たものと考えられる。

第 113 図　Ⅱ -2 区 6・7号溝実測図 (1/60、1/30)
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第 114 図　Ⅱ -2 区 7号溝土器出土状況実測図 (1/30)
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出土遺物 ( 第 115 ～ 117 図、図版 90･91)

　1 ～ 4 は小型壷である。1は器壁が厚く、胴部上位で屈曲する。2は全体的に薄く、内面にケズ

リが残る。3はやや大き目の壷で胴部上位で屈曲する。4は器高が低くやや潰れた形をしており、

口縁が内湾する。5は長頸壷である。磨滅するが胴部外面にハケ後ミガキ、口縁部内面に縦方向

のミガキが残る。6・7は壷である。6は底部が剥離しているもののやや突出しているものと考え

られ、口縁部ハケ後ヨコナデ、胴部外面ハケ、内面ケズリを施す。7は口縁部が外湾し、粘土紐

の痕跡が見られる。8は甕である。頸部に断面四角形の突帯を付し、内面ハケ後ナデ、外面ヨコ

ナデを施す。9～ 11 は壷である。9は口縁部が肥厚し、胴部外面に黒斑が見られる。10・11 は二

重口縁壷である。10 は内面に粘土紐の痕跡が見られる。11 は磨滅が著しいが、胴部外面にハケ、

内面にケズリが見られる。外面に黒斑が見られる。12 ～ 19 は甕である。12 は磨滅するが、内面

に粘土紐の痕跡が見られる。13 は磨滅するが、胴部外面ハケ、内面ケズリ後ナデが残る。14・15

は口縁部ヨコナデ、胴部外面ハケ、内面ケズリを施す。15 は口唇部がわずかに上方に突出する。

第 115 図　Ⅱ -2 区 7号溝出土遺物実測図① (1/3)
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第 116 図　Ⅱ -2 区 7号溝出土遺物実測図② (1/3、11 は 1/4)
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16 は口唇部が上方に突出し、わずかに平底を呈する。外面タタキ後一部ハケ、内面上位横方向の

ケズリ、中位ケズリ後縦方向ナデ、下位縦方向のケズリを施す。17 は口縁の屈曲が弱く、やや長

胴気味になる。18 は器壁が薄く、調整は磨滅のため不明である。19 は口縁部の屈曲が弱く、口

縁部ヨコナデ、外面ナデ、内面上位ハケ、下位工具によるナデを施す。20 ～ 25 は高坏である。

20 ～ 23 は坏部が椀形を呈する。21 の内面にミガキ、22 の外面に黒斑、23 の脚部内外面にハケ

が見られる。24・25 は坏部が大きく開く。25 は口縁部が直線的に伸び、脚部には孔が 4箇所に

第 117 図　Ⅱ -2 区 7号溝出土遺物実測図③ (1/3)
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穿たれる。26 ～ 30 は器台である。いずれも口唇部が角張り、脚部が直線的に伸びて孔を 3箇所

に穿つ。31は脚付の鉢である。内外面共にミガキを施し、脚部を指ナデによりナデつけて接合する。

32 は鉢である。平底を呈し、外面底部付近にはケズリ状の工具痕、内面にハケを施す。33 ～ 35

は椀である。いずれも磨滅が著しいが、34 の外面にミガキが残る。36・37 はミニチュア土器で

ある。36 は外面ケズリ後ユビナデ、他はユビナデを施す。37 は平底を呈し、口縁部を直立させる。

第 118 図　Ⅱ -2 区 10･13 号溝実測図 (1/60、1/30)
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第 119 図　Ⅱ -2 区 10 号溝出土遺物実測図① (1/3)
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第 120 図　Ⅱ -2 区 10 号溝出土遺物実測図② (1/3)
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全面ユビナデで成形する。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

10・13 号溝 ( 第 118･122 図、図版 44 ～ 47)

　調査区の中央部を南北に縦断し、10 号溝は 29・32・34 号住居跡、7号掘立柱建物跡、2号土坑

に切られ、6・7・13 号溝を切る。6号溝との関係については誤認した可能性が高い。規模は長さ

33m以上、幅 2.5 ～ 4m、深さ 70cmである。13 号溝は 2号土坑、9・10 号溝に切られる。規模は

長さ 33m以上、幅 250 ～ 280cm、深さ 120cm である。共に床面の高さは一定せず、どちらが低

くなるか判断できない。既報告の延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ -1 区に続いており、調査区端まで掘削した

ところ、現道下で東側に 90°屈曲しており、38 × 17m以上の環濠になる可能性が高い。10 号溝

は断面台形、13 号溝は断面V字形を呈する。ほぼ同じ位置に掘削されていることから、13 号溝

の掘り直しが 10 号溝であると考えられる。10 号溝の北側、床面に近い位置で土器がまとまって

出土している。

10 号溝出土遺物 ( 第 119 ～ 121 図、図版 91･92)

　1 ～ 9 は小型壷である。1・2・4 は口縁が短く、磨滅するがユビナデが残る。3は口縁が長く、

胴部に段が付く。頸部にわずかにハケが残り、ハケ後ナデを施すものと考えられる。5・6は器高

が低く、幅が広いタイプで、5は口縁部外面ヨコナデ、内面ハケ、胴部外面工具によるナデ後ハケ、

内面ナデを施す。6は磨滅が著しいが、胴部内面に工具痕が見られる。7は平底を呈し、中央部

が六角形状に凹む。内外面共にナデを施す。8は底部のみ、9は口縁部のみが遺存する。10 はミ

ニチュアの壷か。平底を呈し、胴部中央に径 4mmほどの孔が穿たれる。内外面共にユビナデを

施す。11 ～ 12 は中型の壷である。11 は磨滅が著しく、内面にケズリ及び粘土紐の痕跡が残る。

12 はわずかに平底気味になり、磨滅が著しいが外面ミガキ、内面上位ナデ、中位ケズリ後ナデが

残る。外面に黒斑が見られる。13 ～ 19 は壷である。13 は口縁部中位が肥厚し、口唇部が外方に

第 121 図　Ⅱ -2 区 10 号溝出土遺物実測図③ (1/3)
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わずかに突出する。胴部内面に粘土紐の痕跡が見られる。14 は口縁部下位に断面三角形の突帯を

付し、15 は口縁端部を下方向に肥厚させ、2列の竹管文を施す。16 は口縁が広がる二重口縁壷と

なるか。17 は口縁部が直線的に伸び、磨滅するが胴部外面ハケ、内面ケズリを施す。18 は口縁

が内湾し、端部をわずかに内側に突出させる。甕に近い。19 は口縁が直立した後外湾する。磨滅

が著しいが、内面にケズリが残る。20 ～ 24 は甕である。20・21 は口唇部をわずかに内側に突出

させ、磨滅が著しいが外面にタタキが残る。22・23 は胴部がさほど張らず、22 の胴部内面、23

の口縁部内面が黒変する。24 は頸部にタタキ後一部ナデ消し、胴部外面ハケ後下位のみ一部ミガ

キ、胴部内面上位ナデ、下位ケズリを施す。25 ～ 29 は高坏である。25 は坏部のみが遺存し、磨

滅のため調整は不明である。26 は 4 箇所に孔を穿ち、内面に横方向のケズリを施す。27 は磨滅

するが、内面に横方向のケズリが残る。28 は脚部外面にミガキが残り、4箇所に孔を穿つ。29 は

4 箇所に孔を穿ち、外面に黒斑が見られる。30 は器台である。口縁が直線的に伸び、外面ミガキ、

内面ハケを施す。31 は器台か。4箇所に孔を穿ち、内面下位にハケ、上位にシボリが残る。32 ～

39 は椀である。32 ～ 36 は器高が低く、いずれも磨滅する。33 は屈曲を持ち、小型壷となる可能

性がある。37 ～ 39 は器高が高く、磨滅が著しいが、38 の口縁部内面にヨコ方向のナデ、胴部内

面にハケが残り、境目に貼り付けの痕跡が残る。40・41 は底部に小孔を穿ち、甑状になる甕か。

40 は外面工具痕、内面ケズリを施す。41 は焼成後内面から穿孔しており、内面にハケが残る。

42 は脚付鉢ないしは甕か。磨滅するが外面ハケ、内面指頭圧痕を施す。43 はミニチュア土器で

ある。全面をユビナデで成形する。44 は甑である。多孔式で古墳時代中期の混入品である。45・

46 は須恵器の蓋である。共に混入品である。この他、後述する土錘、土製勾玉、砥石、すり石、

刀子、鉄鏃が出土している。

13 号溝出土遺物 ( 第 123 図 )

　15 は小型壷である。口縁部が屈曲し、瀬戸内系か。16 は壷である。磨滅が著しいが、外面ハケ、

内面にケズリの痕跡が残る。17 ～ 20 は甕である。いずれも磨滅が著しい。19 は外面に黒斑が見

られる。20 は底部のみが遺存しており、平底を呈する。21 は高坏である。口縁部のみが遺存し、

わずかにハケが残る。22 は高坏ないしは器台か。脚部は直線的に伸び、穿孔が 1箇所残る。23・

26 は椀である。磨滅のため調整は不明である。24・25 は支脚である。24 は上面に穴が開き、ハ

字状に開く。内外面共にナデを施す。25 は指状の支えが 2本付き、背部に小型の把手が 1本付く。

下部から径7mmほどの孔が穿たれ、貫通しない。27は把手ないしは脚である。混入品か。この他、

後述する土錘、土製紡錘車、石庖丁、石斧、刀子、鉄鏃が出土している。

　10・13 号溝共に、切り合いと出土遺物から弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えら

れる。さほど時期を置かず、掘りなおされたものと考えられる。

8号溝 ( 第 122 図、図版 44)

　調査区の北側に位置し、14 号溝に切られ、19 号住居跡、12 号溝を切る。規模は長さ 6m以上、

幅 0.95m、深さ 10cmで北流する。位置的には東側に続く 6号溝、西側に伸びる 20 号溝と同一で

あろう。東端、床面付近から土器がまとまって出土している。

出土遺物 ( 第 123 図 )

　1 ～ 3 は須恵器の壷である。1・2 は頸部が遺存し、回転ナデを施す。3は耳が 1箇所残存し、
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第 122 図　Ⅱ -2 区 8・10・13・19・20 号溝実測図 (1/60、1/30)
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第 123 図　Ⅱ -2 区 8・9・12・13 号溝出土遺物実測図 (1/3)
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口縁部中位に波状文、胴部外面タタキ後カキメ、内面当て具痕、他は回転ナデを施す。4は壷類

の口縁か。中位に凹線、他は回転ナデを施す。この他、後述する勾玉が出土している。

　切り合いと出土遺物から、7世紀末～ 8世紀前半に属するものと考えられる。

9号溝

　調査区の中央に位置し、10 号溝に切られ、16・17 号住居跡、8号掘立柱建物跡、13 号溝を切る。

10 号溝との関係は誤認したものと考えられる。規模は長さ 12m以上、幅 0.7m、深さ 5cmで東流

する。

出土遺物 ( 第 123 図 )

　5 は須恵器の蓋である。回転ナデを施す。6は坏である。回転ナデを施す。7は土師器の甕であ

る。ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

11 号溝

　調査区の北側に位置し、21 号住居跡を切る。規模は長さ 5m、幅 0.9m、深さ 5cmで東流する。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器・須恵器片が出土している。切り合いと出土小片から古墳

時代後期に属するものと考えられる。

12 号溝

　調査区の北側に位置し、8号溝に切られ、2号不明遺構を切る。規模は長さ 1.3m、幅 0.35m、

深さ 5cmで、床面はほぼ水平である。

出土遺物 ( 第 123 図、図版 92)

　8 は土師器の壷である。磨滅のため調整は不明である。9・10 は甕である。磨滅が著しいが、

9の頸部外面および胴部内面にハケが残る。11・12 は鉢の脚部か。磨滅のため調整は不明である。

13は椀である。磨滅のため調整は不明である。14はミニチュア土器である。磨滅のため不明瞭だが、

ナデを施すか。この他、後述する鳥形土製品が出土している。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

14 号溝

　調査区の北側から中央にかけて位置し、18・19・36・43・44・71・105・106・112 号住居跡、4

第 124 図　Ⅱ -2 区 14・16・17 号溝出土遺物実測図 (1/3)
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号土坑、8・11・23 号溝、7・8号不明遺構を切る。21 号溝との境は検出できず、同一の溝になる

可能性がある。規模は長さ 28m以上、幅 1.5m、深さ 20cm で北流する。北端で幅 180cm、深さ

60cmと規模が拡大し、急激に北側に落ちる。

出土遺物 ( 第 124 図 )

　1 は須恵器の蓋である。回転ナデを施す。2・3 は土師器の壷である。磨滅が著しいが、2の外

面にハケが残る。4は甕である。磨滅のため調整は不明である。5は脚付鉢の脚部か。磨滅のた

め調整は不明である。6は高坏である。磨滅が著しいが外面にハケが残る。

　出土遺物からは古墳時代初頭ならびに古墳時代後期のに属するものであるが、切り合いならび

に図化に耐えないながらも陶磁器片が認められることから、中世以降に属するものと考えられる。

16 号溝

　調査区の北東側に位置し、13 ～ 15 号住居跡を切る。15 号住居跡との関係を誤認している可能

性がある。規模は長さ 5.3m、幅 0.6m、深さ 5cmで、床面はほぼ水平である。15 号住居跡に並行

しており、壁溝などになる可能性もある。

出土遺物 ( 第 124 図 )

　7 は須恵器の蓋である。回転ナデを施すが、屈曲部付近にハケ状の工具痕が見られる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

17 号溝

　調査区の南東側に位置し、9・30号住居跡に切られる。規模は長さ1m以上、幅0.3m、深さ15cmで、

床面はほぼ水平である。

出土遺物 ( 第 124 図 )

　8 は弥生土器の甕である。底部が突出し、内外面共にハケを施す。外面に黒斑が見られる。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末に属するものと考えられる。

19 号溝 ( 第 122 図、図版 47)

　調査区の南西側に位置し、4号土坑に切られ、51 号住居跡を切る。規模は長さ 9.1m、幅 1.3m、

深さ 20cmで、床面はほぼ水平である。東端でカーブしており、調査区外に伸びるため不明確な

がら、方形周溝状になる可能性もある。西端近くで、床面から 5～ 10cmほど浮いた状態で土器

が出土している。

出土遺物 ( 第 125･126 図、図版 92)

　1・2 は小型壷である。1は球形を呈し、内外面共にユビナデを施す。2は鉢形で磨滅が著しい

が外面にハケが残る。3～ 11 は壷である。3は磨滅が著しいが、肩部外面にハケが残る。4は口

縁が直線的に伸び、口縁部及び胴部外面ハケ、胴部内面上位ハケ後一部ケズリ、下位ナデを施す。

外面 2箇所に黒斑が見られる。5は二重口縁壷で口縁が直立し、磨滅のため調整は不明である。6

は口縁が強く屈曲し、磨滅のため調整は不明である。7は口唇部を上方に向かって細くし、帯状

の平坦面が形成される。磨滅するが頸部にハケが残る。8は磨滅が著しいが、胴部内面にケズリ

が残る。9はやや屈曲が弱く鉢に近いか。外面にハケ、内面にミガキ状の痕跡が見られる。10・
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11 は底部のみが遺存している。共に平底を呈し、外面ハケ、内面ミガキを施す。10 の外面に黒

斑が見られる。12 ～ 16 は甕である。12 は頸部が内面に突出し、内外面共に磨滅する。13 は口唇

部を上方に突出させる。磨滅が著しいが、外面にタタキが残り、黒斑が見られる。14 はやや下膨

れ気味で、口縁部外面ヨコナデ、内面ハケ、胴部外面上半ハケ、下半ナデ、内面ケズリを施す。

外面下位に黒斑が見られる。15 は器壁が薄く、口縁部ヨコナデ、胴部外面タタキ後ハケ、内面ケ

ズリを施す。16 は大型の甕で、磨滅するが、外面にハケ、内面に指頭圧痕、粘土紐の痕跡が残る。

17 ～ 19 は高坏である。17 は脚部のみが遺存し、3箇所に孔を穿つ。18・19 は坏部で共に直線的

に口縁が伸びる。磨滅のため調整は不明である。20 ～ 22 は器台である。20・21 は坏部の器高が

第 125 図　Ⅱ -2 区 19 号溝出土遺物実測図① (1/3)
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第 126 図　Ⅱ -2 区 19 号溝出土遺物実測図② (1/3)
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第 127 図　Ⅱ -2 区 20 号溝出土遺物実測図 (1/3、10 は 1/4)
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低く、22 は高くなるか。いずれも磨滅が著しいが、21 の内面にハケ、22 の内面にミガキが残る。

23～ 25 は椀である。いずれも磨滅するが、24・25 の外面、25の内面にハケが残る。26は鉢である。

外面ハケ、内面ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末に属するものと考えられる。

20 号溝 ( 第 122 図、図版 47)

　調査区の西端から中央にかけて位置し、21・22 号溝に切られ、19・60 ～ 62・65・66 ～ 68・

83・94・126 号住居跡、2号掘立柱建物跡を切る。隣接する延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1b 区の 1号溝と

同一遺構で、先述した 6・8 号溝と同一遺構であると考えられる。規模は長さ 29.5 ＋ 10.5m、幅

1.2m、深さ 15cmである。床面の高さは一定せず、どちらが低くなるか判断できない。南西端か

ら 29.5m の位置で 90°東に屈曲する。西側の中央部で土器がまとまって出土した。

出土遺物 ( 第 127･128 図 )

　第 127 図 1・2 は須恵器の蓋である。1は天井部外面ケズリ、他は回転ナデを施す。2はつまみ

が付くもので、天井部外面回転ヘラケズリ、内面回転ナデ後不定方向のナデ、他は回転ナデを施

す。3は坏である。高台が外方に開き、回転ナデを施す。4・5は壷である。4は口縁がほぼ直立し、

第 128 図　Ⅱ -2 区 20・22 号溝出土遺物実測図 (1/3)
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外面に灰被りが見られる。5は口唇部が上方に突出し、胴部外面カキメ、内面当て具痕、他は回

転ナデを施す。6～ 10 は甕である。概ね口縁部回転ナデ、胴部外面タタキ、内面当て具痕を施す。

7は内面にヘラ記号が施される。10 は同一個体と考えられる。口縁部に凹線が施され、口縁部と

胴部の接合面にまでタタキが施される。接合を強くするための工夫か。11 は土師器の鉢である。

混入品か。第 128 図 1 は平瓦である。側面はヘラ切りし、内面布目痕、外面ナデを施す。2は丸

瓦である。側面はヘラ切りし、内面布目痕、外面ナデを施す。

　古墳時代の遺物が多少含まれるものの、切り合いから 7世紀末～ 8世紀前半に属するものと考

えられる。

21 号溝 ( 図版 48)

　調査区の西端から中央にかけて位置し、19・65・67・69・71・83・114・117 号住居跡、5号土

坑、20・22・23 号溝を切る。14 号溝との境は検出できず、同一の溝になる可能性がある。隣接

する延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1b 区の 2 号溝と同一遺構である。規模は長さ 27.6m 以上、幅 2m、深

さ 20cmで東流する。北側にテラスを持ち、南側 100cmほどが深くなる。埋土はにぶい黄褐色粘

質土である。

　出土した遺物はないが、延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1b 区の 2号溝の時期から、中世以降に属するも

のと考えられる。

22 号溝

　調査区の北側に位置し、21 号溝に切られ、2号掘立柱建物、20 号溝を切る。規模は 11.5m 以上、

幅 0.75m、深さ 15cmで北流する。

出土遺物 ( 第 128 図 )

　3 は須恵器の蓋か。回転ナデを施す。4・5 は坏である。共に回転ナデを施す。6は甕ないしは

器台か。外面に 3段の波状文が施される。7は壷である。底部のみが遺存し、底部外面ナデ、胴

部下端回転ヘラケズリ、他は回転ナデを施す。8は土師器の壷か。磨滅のため調整不明である。

この他、後述する鉄製毛抜きが出土している。

　切り合いと出土遺物から、8世紀に属するものと考えられる。

23 号溝

　調査区の北側に位置し、14・21号溝に切られ、19号住居跡を切る。規模は長さ4.7m以上、幅0.7m、

深さ 15cmで北流する。

　図化に耐えうる遺物はなく、土師器・須恵器片が出土している。切り合いと出土小片から、古

墳時代後期に属するものと考えられる。

24 号溝

　調査区の中央西よりに位置し、84 号住居跡に切られる。規模は長さ 2＋ 1.5m、幅 0.9m、深さ

10cmである。床面の高さは一定せず、どちらが低くなるか判断できない。途中で 90°折れており

方形周溝状の遺構である可能性もある。



― 177 ―

第 129 図　Ⅱ -2 区 2・5～ 8号不明遺構実測図 (1/40)
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　図化に耐えうる遺物はなく、弥生土器・土師器片が出土している。切り合いと出土小片から、

弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものか。

(5)　その他の遺構

　本調査区では 5基の不明遺構が検出された。調査時には 8基の遺構と認識していたが、1号不

明遺構に関しては 137 号住居跡に、4号不明遺構に関しては 17 号住居跡と変更し、3号不明遺構

については浅い窪み状であったため欠番としている。

2号不明遺構 ( 第 129 図 )

　調査区の北側に位置し、12 号溝に切られる。規模は 220 × 190cm、深さ 15cmの不定形遺構で

ある。南北両側に不明遺構を切る形で、径 80 ～ 90cm、深さ 65、25cm のピットが検出された。

住居跡の貼床のみが残っている可能性も考えられるが、詳細は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器の破片が出土している。切り合いから弥生時代終末以前に

属するものか。

5号不明遺構 ( 第 129 図 )

　調査区の中央北よりに位置し、20 号住居跡に切られ、16 号住居跡を切る。規模は 210 ×

175cm、深さ 30cmの隅丸方形遺構である。土層観察からは東側にテラス状の段があったことが

示唆されるが、性格等の詳細は不明である。

出土遺物 ( 第 130 図 )

　1 は甕である。全体的に磨滅が著しいが、胴部内面にハケが残る。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

6号不明遺構 ( 第 129 図 )

　調査区の中央北よりに位置し、14 号溝に切られ、16 号住居跡を切る。規模は 165cm 以上×

150cm、深さ 15cmの偏多角形遺構である。床面はほぼ水平であるが、性格等の詳細は不明である。

出土遺物 ( 第 130 図 )

　2 は須恵器の蓋である。磨滅が著しいが、回転ナデが残る。3は坏身である。磨滅が著しいが、

回転ナデが残る。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

7号不明遺構 ( 第 129 図 )

　調査区の北端に位置し、14 号溝に切られる。規模は 140cm以上× 60cm以上、深さ 5cmである。

南側の辺に沿って、幅 15cm、深さ 7cmの溝が見られることから、住居跡の可能性もある。

第 130 図　Ⅱ -2 区不明遺構出土遺物実測図 (1/3)
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　図化に耐えうる資料はなく、土師器片が出土しているが、時期等は不明である。

8号不明遺構 ( 第 129 図 )

　調査区の中央に位置し、18・105・106 号住居跡、14 号溝に切られる。規模は 380cm 以上×

120cm以上、深さ 5cmである。床面は水平で住居跡の可能性がある。

第 131 図　Ⅱ -2 区その他の遺構出土遺物実測図① (1/3)
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　図化に耐えうる資料はなく、土師器・須恵器片が出土し、この他、後述する紡錘車が出土して

いる。

　切り合いと出土小片から、古墳時代後期に属するものと考えられるが、その場合、18 号住居跡

との切り合い関係を誤認した可能性がある。

その他の遺構出土土器 ( 第 131･132 図、図版 48･92)

　1 ～ 10 は須恵器である。1・2は蓋である。1は内面にやや段が付き、外面に灰被りが見られる。

P-142 出土。2は口唇部が外湾する、壷蓋である。P-59 出土。3～ 6 は坏身である。3は受部に重

第 132 図　Ⅱ -2 区その他の遺構出土遺物実測図② (1/3)
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ね焼きの際の蓋の口唇部が付着する。P-381 出土。4はやや焼成不良。P-110 出土。5は器高が高

く、やや古い様相を示す。P-649 出土。6は焼成不良で磨滅が著しい。P-644 出土。7は坏である。

高台が外方に開き、底部内外面不定方向のナデ、他は回転ナデを施す。P-435 出土。8は壷である。

高台が外方に開き、外面下位回転ヘラケズリ、底部外面回転ヘラ切り後ナデ、底部内面不定方向

のナデ、他は回転ナデを施す。P-536 出土。9 は甕・瓶等の口縁部である。口唇部を内外面共に

肥厚させる。P-750 出土。10 は高坏である。坏部がほぼ水平となる。P-536 出土。11 ～ 13 は弥生

土器である。11 は甕である。長胴で内外面共にハケを施す。P-529 出土。12 は甕である。磨滅が

著しいが、外面にハケが残る。P-403 出土。13 は高坏である。口縁部が強く外湾し、内外面共に

細かいハケを施す。P-529 出土。14 ～ 16 は平瓦である。14 は外面縄目のタタキ、内面板ナデを

施す。P-160 出土。15 は外面縄目のタタキ、内面に布目が残る。P-110 出土。16 は側面ヘラ切り

で、外面縄目のタタキ、内面ナデを施す。P-160 出土。17 ～ 22 は出土地不明の遺物である。17・

18 は土師器の甕である。17 は外面に黒斑が見られる。18 は口縁部ヨコナデ、外面ハケ、内面ケ

ズリを施す。19 は土師器の高坏である。脚部下位で屈曲し、稜が形成される。20・21 は土師器

の椀である。共に外面に黒斑が見られる。22 は黒色土器椀である。内外面にミガキ、底部外面に

ナデを施す。23 ～ 26 は包含層出土遺物である。剝ぎ足りずに人力で掘削した包含層及び遺構認

識ができずに 1段ずつ掘削した埋土から出土した遺物を含む。23・24 は須恵器の蓋である。23

はつまみが付く蓋で、外面に灰被りが見られる。25 は須恵器の坏身である。底部外面回転ヘラケ

ズリ、他は回転ナデを施す。26 は須恵器の坏である。回転ナデを施す。27 は移動式カマド片か。

右側面が端部として遺存しており、断面三角形を呈する。磨滅のため調整は不明である。28 は弥

生時代前期の甕か。口縁下に断面三角形の突帯を付し、頂部にキザミを施す。当該期の遺物遺構

共に他には出土例がない。29 は土師器の椀である。磨滅のため調整は不明である。

特殊遺物 ( 第 133 ～ 137 図、図版 92 ～ 94)

　本調査区で出土した特殊遺物についてまとめて報告する。

　1・2は打製石鏃である。共に凹基式で抉りは 0.4cm、0.5cm を測る。2は主要剥離面を残す。1

は44号住居跡最下層出土。2は72号住居跡出土。3は石製のボタン形円板である。中央に径0.2cm

の孔を2つ穿ち、孔間は0.95cmである。86号住居跡出土。4・5は土錘である。4は小型で、孔径0.4cm

である。13号溝出土。5は紡錘形を呈し、孔径0.65cmを測る。10号溝出土。6は剣形石製品である。

全体を研磨し成形するが、刃部の作出ならびに孔は見られない。67号住居跡出土。7は石玉である。

普通の川原石の可能性もある。55号住居跡出土。8は石製勾玉である。メノウ製で頭部に径0.2cm

程の孔を穿つ。8号溝出土。9は土製勾玉である。頭部に径 0.2cm の孔を穿つ。やや焼成が甘い。

10 号溝出土。10 ～ 21 は紡錘車である。10・11 は土製である。10 は薄いが、11 は石製と同じく、

断面台形を呈する。それぞれ 13 号溝、55 号住居跡出土。12 ～ 21 は石製である。12 ～ 14・19 は

断面四角形で、15 ～ 17・21 は台形を呈する。18 は上面が弧状を呈し、20 は内湾する。全て研磨

により成形し、20 は側面に暗文状に研磨痕が見られる。21 は側面に線描きで 2本の沈線を付し、

その内側に 8個の鋸歯文を施す。側面下面には波状文、裏面には 2本の沈線を施し、側面と同じ

く内側に 5ないしは 6個の鋸歯文を施す。12 は 81 号住居跡、13 は 29 号住居跡、14 は 8 号不明

遺構、15 は 7 号住居跡、16 は 82 号住居跡、17 は 60 号住居跡、18 は 42 号住居跡、19 は 61 号住
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第 133 図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図① (1・2は 2／ 3、他は 1／ 2)
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第 134 図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図② (1/3)
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第 135 図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図③ (1/3)
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居跡、20 は 17 号住居跡 P-4、21 は 3 号住居跡出土である。22 ～ 27 は石庖丁である。22 は孔直

下で稜が形成され、再利用もしくは転用しようとしていたものと考えられる。背孔が 0.9cm しか

なく、何度も研ぎ直したものだろう。外湾刃半月形を呈するものと考えられる。28 号住居跡出土。

23 は刃部端のみが遺存し、外湾刃半月形を呈する。53 号住居跡 P-4 出土。24 は 1 孔周辺から刃

部のみが遺存し、形態などは不明である。17 号住居跡出土。25 は外湾刃半月形を呈し、表面に

粗い研磨を施す。表面の剥離部分にも研磨痕が見られる。幅が広く、他の例に比べ使用の痕跡に

乏しい。13 号溝出土。26 は外湾刃半月形を呈する。右側の孔にわずかに紐ずれ痕、刃部にわず

かに使用痕が見られる。石質が悪いが、剥離した部分にも研磨痕が及ぶことから当時から剥離し

ていたものと言える。P-158 出土。27 は外湾刃半月形を呈する。74 号住居跡出土。28・29 は小

型の両刃石斧である。28 は石質のためほとんど研磨痕が確認できない。83 号住居跡出土。29 は

側面が剥離するものの、一部研磨痕が見られ、再研磨していることがわかる。刃部に使用痕が見

第 136 図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図④ (1/3)
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られる。20 号住居跡上層出土。30 ～ 33 は両刃石斧である。30 は破片だが、玄武岩であることか

ら太型蛤刃石斧の可能性が高い。13 号溝出土。31 は側面に研磨を施し平滑にし、刃部には使用

痕が見られる。131 号住居跡出土。32・33 は太型蛤刃石斧である。32 は胴部の半分のみが遺存

し、全体に研磨を施す。72 号住居跡出土。33 は基部のみで、風化のため研磨痕等はほとんど見

られない。89 号住居跡出土。34 ～ 51 は砥石である。石質と大きさから 34・36 ～ 44・47 は持ち

砥の仕上げ砥、35・45・46 ～ 48・50・51 は置き砥の仕上げ砥、49 は置き砥の粗砥と考えられる。

34 は表面のみを砥面とする。10 号溝出土。35 は表裏面を砥面とし、一部敲きの痕跡が見られる。

溝出土。36 は 3 辺共に砥面とし、レンズ状に凹む。円形の対象物を研いだものか。38 と同一個

第 137 図　Ⅱ -2 区特殊遺物実測図⑤ (1/2、80 は約 1/2)
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体の可能性がある。74 号住居跡出土。37 は上面以外の 5面を砥面とする。68 号住居跡出土。38

は表裏面を砥面とし、側面は研磨により面取りする。36 と同一個体の可能性がある。74 号住居

跡出土。39 は割れのため表面のみ砥面が残る。10 号溝出土。40 は表裏面を砥面とし、側面およ

び上面は研磨により成形する。右側面には敲きの痕跡が残る。撹乱出土。41 は表裏側面を砥面と

し、表面に金属製刃器の研磨痕が見られる。93 号住居跡出土。42 は表面、右側面のみが砥面と

して残る。右側面上方には浅い凹み状の研磨痕が 7列見られる。20 号住居跡上層出土。43 は表

面のみ砥面とし、割れ面にも研磨が見られることから、割れた後も再利用していたものと考えら

れる。10 号溝出土。44 は表裏側面を砥面とし、各面に金属製刃器の研磨痕が見られる。ただし、

いずれも深い研磨ではなく、何度も異なる箇所で研磨を行ったものと考えられる。28 号住居跡出

土。45 は表裏面を砥面とする。全体的に風化のため研磨痕など不明瞭である。72 号住居跡出土。

46 は上面のみ砥面とし、敲きの痕跡も見られる。左側面は軽い研磨により面取りする。72 号住

居跡出土。47 は表裏側面を砥面とし、下面は研磨により面取りする。表面にはわずかに金属製刃

器の研磨痕が見られる。4号住居跡出土。48 は表裏側面を砥面とする。83 号住居跡出土。49 は

表面のみを砥面とし、他の部分に調整は見られない。72 号住居跡出土。50 は表面のみを砥面と

し、一部金属製刃器の研磨痕が見られる。51 は表裏側面を砥面とし、右側面にレンズ状の凹みが

3列見られる。131 号住居跡出土。52 ～ 55 はすり石である。52 は端部に擦りおよび敲きの痕跡

が見られる。10 号溝黒色土出土。53 は表面のみに擦りの痕跡が見られ、一部被熱のためか赤化

する。30 号住居跡 P-3 出土。54・55 は表面のみに擦りの痕跡が見られる。54 は 3 号住居跡出土。

55 は 17 号住居跡出土。56 は凹・すり石である。表面に敲き集中部が 3箇所見られ、右側面、上

面、裏面に一部擦りの痕跡が見られる。10 号溝上層出土。57 はすり石か。表面・左側面に擦り

の痕跡が見られる。25 号住居跡出土。58 ～ 60 は台石か。58 は表面に敲きおよび研磨、側面・上

下面に敲きの痕跡が見られる。44号住居跡最下層出土。59は表面・側面に敲きの痕跡が見られる。

43 号住居跡出土。60 は表面に敲きおよび擦りの痕跡が見られる。台石として使用後、カマドの

袖石に使用しており、一部被熱痕が見られる。81 号住居跡カマド出土。61 ～ 65 は鉄鏃か。いず

れも断面四角形で、鏃であれば茎部のみが遺存する。61 は 17 号住居跡、62 は 13 号溝、63 は 73

号住居跡、64 は P-483、65 は 10 号溝出土。66 は鏃ないしは鉇である。先端に向かってやや厚く

なり基部が薄い。凹みは見られない。73 号住居跡出土。67・68 は鉄鏃である。67 は定角式で、

関と茎が直角をなす。124 号住居跡出土。68 は有茎式で、わずかに逆刺を持つ。29 号住居跡出土。

69は釣り針か。先端が強く屈曲し、わずかに細くなる。73号住居跡出土。70は不明鉄製品である。

約 90°屈曲し、先端がわずかに細くなる。断面円形を呈する。3号住居跡出土。71 は毛抜きか。8

× 2.5mm程の板を曲げた形をしており、上部に輪を持つ。22 号溝出土。72 は不明鉄製品である。

鉄板が端部で上下に広がり、鉄針状の鋲が 5箇所に認められる。表に 3つ、裏に 2つの針が見ら

れるが、それぞれ裏側には見られない。両面共に木質が付着する。89 号住居跡出土。73 は不明

青銅製品である。端部がやや屈曲し、断面で見ると色の異なる部分が認められ、材質の差が表れ

たものか。20 号住居跡出土。74 は鎌か。全体的に薄く、上部に木質が付着する。9号住居跡出土。

75 ～ 79 は刀子である。75 ～ 78 は破片で、76 は先端、78 は先端に近い。79 は完形品で、刃部長

12.7cm を測る。関は上下両側に認められ、切先のみがわずかに欠損する。75 は 61 号住居跡、76
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第 4表　Ⅱ -2 区特殊遺物一覧表
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は 89 号住居跡、77 は 10 号溝、78 は 85 号住居跡、79 は 13 号溝出土。80 は刀子 3本が銹着した

ものか。CT画像で見ると、左側断面で 2本、中央断面で 3本が確認される。上部に右端から中

央まで 1本の刀子状の影が映っており、右端には 2本の先端が見られる。左側の 2本は断面が円

形に近いことから刀子でない可能性がある。銹着が著しく、剥がすことができなかった。75 号住

居跡出土。81 は鳥形土製品である。羽部分が粘土を肥厚させ、右端に線描きをすることで表され

る。断面から中空であったと考えられ、容器状のものであった可能性がある。器壁は厚く全身が

あったとすれば長さ 20cm、幅 10cmほどの大きさになるものと推測される。12 号溝出土。

 (6)　小結

　Ⅱ－ 2区は、調査区の中で最も遺構の切り合いが激しく、弥生時代後期～古墳時代初頭および

古墳時代後期を中心として多くの住居跡が検出された。数の比はおよそ 3：10 で古墳時代後期前

後の住居跡が極めて多い。ただし、古墳時代後期の住居跡は同じ場所で切り合っており、何度も

建て替えがなされていたものと考えられる。平成 23 年度に報告した延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ -1 区が

南側に隣接しており、当該地点でも住居跡が多く検出されていることから、集落の展開等は本調

査地点のみで行うのではなく、他地点も含めた上で、後に行う。

　本調査区では、弥生時代後期以降に集落の形成が始まっており、住居と溝が造られる。特に

10・13 号溝はⅡ－ 1区方向で東に向かって直角に折れ、環濠集落のような区画をなすものと考え

られる。また 7号溝も同じ時期に掘削されており、当該期の溝が「ヒ」字形に検出されている。

また、この時期の特徴的な遺構として 44 号住居跡が挙げられる。深さ 1m以上にも達し、周囲と

比して異常な深さである。これも他遺跡との比較を含め後に検討したい。

　古墳時代では中期に属する住居跡が 1軒検出されているが、共伴する土器は後期に近いものも

あり、特に土師質の樽形 の時期については検討を要する。後期になると、住居が増加し、掘立

柱建物、溝も造られる。住居跡は先に述べたように何度も立て替えられたと見られ、当該時期の

住居跡中、約 3割弱の住居でカマドが遺存している。切り合いが激しいために、検出されなかっ

た住居跡も、カマド構築土に用いる砂などが検出されており、他にも多く存在していたものと考

えられる。

　7世紀前半まで一部住居跡が残ると見られるが、7世紀後半にはほとんど認められなくなり、

変わって掘立柱建物、溝が造られる。この建物跡は、西側の延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ－ 1b 区でも同

時期の遺構が検出されており、一体で建物群を構成するものと考えられる。また、20 号溝は同じ

くⅤ－ 1b 区から続いており、本調査区の中央部北西よりで直角に南東側に屈曲する。

　中世以降では、土坑や溝のみが検出されており、遺構の密度は希薄である。他の調査区と比し

ても遺構の検出量が少なく、当地区がさほど利用されていない可能性もある。
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Ⅱ -3 区
　Ⅱ -3 区は調査範囲の中央部に位置し、Ⅱ区内では南端に位置する。北側は農道を挟んでⅡ -1

区と接し、東側は国道 201 号行橋インター関連事業に伴う発掘調査を行った延永ヤヨミ園遺跡Ⅳ

A区と接し、北西側は農道を挟んでⅡ -4 区と接する。竪穴住居跡 41 軒、土坑 18 基、溝 26 条、

不明遺構 13 基、ピット多数が検出された。中央に比高差 1m強の段があり、その下部では削平が

著しく中世以降の遺構が主に検出された。

(1)　竪穴住居跡

　本調査区で 41 軒の住居跡を検出した。ほとんどが南側の上段に集中しており、段差により削

平されている例が認められることから、本来はより多くの住居跡があったものと考えられる。な

お、一部は隣接するⅣ a区と同じ住居跡である。

1号住居跡 ( 第 139 図、図版 49)

　調査区の北東側に位置し、4 号溝に切られ、2 号住居跡を切る。規模は 370 × 255cm、深さ

20cmの長方形住居跡である。東側壁側には、径 65cm、深さ 50cmの屋内土坑が検出され、その

上面から土器が出土した。柱穴は両側の 2柱穴になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 140 図、図版 95)

　1・2 は土師器の壷である。磨滅が著しいが 1は外面ハケ、2は内面ケズリが残る。3～ 6 は高

坏である。3・4 は口縁が外湾し、4・5 は直線的に外反する。磨滅が著しいが 4の外面にハケ、6

の脚部内面にケズリが残る。7は鉢である。内面に粗いケズリが見られる。8は土師器の壷である。

口縁部ヨコナデ、他はナデを施す。内面に黒斑が見られる。9は瓦質土器の擂鉢である。4本 1

単位の擂り目が施される。10 は瓦質土器の鍋か。脚部である。8～ 10 は混入品と考えられる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期の住居跡と考えられる。

2号住居跡 ( 第 139 図、図版 49･50)

　調査区の北東側に位置し、1号住居跡、10・18 号土坑、9号溝、12 号不明遺構に切られる。規模は、

515cm× 420cm以上、深さ 20cmである。主柱穴は不明である。

出土遺物 ( 第 140 図、図版 95)

　11・12 は土師器の高坏である。12 は内面上部に左回りのシボリ痕、下位にケズリを施す。13

は須恵器の坏である。回転ナデを施す。14 は土師器の坏である。磨滅が著しいが、糸切を施すか。

15 は土師器の鍋である。外面に厚く煤が付着する。14・15 は混入品と考えられる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半の住居跡と考えられる。

3号住居跡 ( 第 141 図、図版 50)

　調査区の中央西よりに位置し、9号住居跡、16 号溝に切られる。規模は 520cm× 490cm以上、

深さ 40cmで、正方形住居跡になるものと考えられる。南側壁面に 80 × 45cm、深さ 35cmの屋

内土坑が検出された。屋内土坑を中心として幅 180cm の範囲で 3cmほど低くなっており、ベッ

ド状遺構か。主柱穴は削平のため不明だが、P-1 をはじめとした 4本柱となるか。

出土遺物 ( 第 142 図、図版 95)

　1 ～ 4 は壷である。1は口縁が内湾し、2・3は直線的に伸び、4は外湾する。2は外面ハケ、内
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第 5表　Ⅱ -3 区遺構一覧・対照表
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第 139 図　Ⅱ -3 区 1・2号住居跡実測図 (1/60)
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第 140 図　Ⅱ -3 区 1・2号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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面ケズリ後ナデ、一部指頭圧痕を施す。3は磨滅が著しいが、外面ハケ、外面底部付近ケズリ

後ナデが見られる。5は甕か。歪みがあり、本来はもう少し傾くか。6・7 は甕である。6は磨

滅が著しいが内面にケズリが残る。7は頸部に断面台形の突帯が付く。8～ 10 は高坏である。8

は坏部が大きく外に広がるもので、9・10 は椀形になる。10 は穿孔を 4箇所に穿つ。11 は小型

の椀である。磨滅のため調整は不明である。12 は器台である。上方が大きく抉れる豊前地域特

有のものである。13は須恵器の壷か。口縁下に突帯が1条付く。混入品か。14は青磁の壷である。

第 141 図　Ⅱ -3 区 3・4・9号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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底部付近は露胎となる。16 号溝の混入品か。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代後期後半に属するものと考えられる。

9号住居跡 ( 第 141 図、図版 50･53)

　調査区の中央西よりに位置し、3 号住居跡を切る。規模は 340cm 以上× 250cm 以上、深さ

20cmである。段による削平のため主柱穴は不明だが、P-1 をはじめとした 4本柱となるか。

出土遺物 ( 第 142 図 )

　土器はほとんどが 3ないしは 9号住居跡として取り上げており、混同したものと考えられる。

15 ～ 17 は壷である。いずれも磨滅のため調整は不明である。18 ～ 22 は高坏である。18 は坏部

で大きく外側に開く。19・20 はそれぞれ 3箇所の穿孔が穿たれているものと考えられる。21・22

は下位で外側に屈曲する脚部で、21 の内面にはシボリが施される。23 は 9 号住居跡出土の脚部

である。端部付近に黒斑が見られ、内外面共にハケを施す。この他、後述する砥石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

4号住居跡 ( 第 141 図、図版 51)

　調査区の中央に位置し、16 ～ 18 号溝に切られる。規模は 215cm 以上× 200cm 以上、深さ

5cmである。西壁付近の床面から土器がまとまって出土した。削平のため主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 144 図、図版 95)

　1・2 は須恵器の蓋、3・4 は坏身である。天井部もしくは底部外面回転ヘラケズリ、内面不定

方向のナデ、他は回転ナデを施す。5は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。6・7

は甑である。6は内外面共にハケ、7は外面ハケ、内面ナデを施す。7は口縁の一部に煤が付着す

る。8は鉢である。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期 ( 中葉～後葉か ) に属するものと考えられる。

5号住居跡 ( 第 143 図、図版 51)

　調査区の西端に位置し、17 号溝に切られる。規模は 425 × 420cm、深さ 30cmの正方形住居跡

である。溝の北東側では 330cm程の幅になることから長方形住居跡である可能性もある。東側の

壁面で焼土が検出された。主柱穴は溝に大きく切られ不明確であるが、P-1 をはじめとした 2本

柱となるか。

出土遺物 ( 第 144･145 図、図版 95)

　9 ～ 11 は土師器の壷である。磨滅のため不明瞭だが、10 の内面にケズリが残る。12 ～ 14 は

高坏である。磨滅が著しいが、12 の内面に工具痕、13・14 の脚部内面にケズリが残る。12・14

は外面に黒斑が見られる。第 145 図 1・2 は甑である。磨滅が著しいが、共に内外面にハケが残

る。2は把手の剥離痕が見られる。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

6号住居跡 ( 第 143 図、図版 51)

　調査区の西側に位置しており、17 号溝に切られ、16 号住居跡を切る。規模は 220cm× 220cm

以上、深さ 15cm である。東側の床面から炭化物が検出された。床面からピットは検出されず、
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第 142 図　Ⅱ -3 区 3・9号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 143 図　Ⅱ -3 区 5・6・16 号住居跡実測図 (1/60)
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第 144 図　Ⅱ -3 区 4・5号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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溝に大きく切られるため主柱穴等は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器片が出土している。

　切り合いと出土小片から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

16 号住居跡 ( 第 143 図、図版 56･57)

　調査区の西側に位置し、6・11 号住居跡、17 号溝に切られる。規模は 515 × 410cm、深さ

15cmの長方形住居跡である。南辺の中央に屋内土坑と考えられる P-1 が検出され、中央には土

器が出土した P-3 が検出された。西側は幅 105cm、高さ 5cmのベッド状遺構が地山掘り残しによ

り作られる。北東側に焼土が検出された。主柱穴は大きく削られ不明である。

出土遺物 ( 第 145 図、図版 95)

　3 ～ 5 は壷である。3は平底を呈し、内外面共にハケを施す。4はわずかに平底気味になり、外

面ケズリ及びハケ、内面ハケを施す。5は丸底で内外面共にハケを施す。6は高坏である。外方

に大きく開き、調整は磨滅のため不明である。

第 145 図　Ⅱ -3 区 5・16 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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第 146 図　Ⅱ -3 区 7・8号住居跡実測図 (1/60)
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　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末に属するものと考えられる。

7号住居跡 ( 第 146 図、図版 52)

　調査区の南西側に位置し、19 号溝に切られ、12 ～ 14 号住居跡を切る。規模は 360cm 以上×

335cm以上、深さ 25cmである。溝に大きく切られるため、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 147 図 )

　1 は須恵器の坏である。回転ナデを施す。2は須恵器の甕である。外面上部カキメ、下位タタ

キを施し、内面は当て具痕が残る。3は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

第 147 図　Ⅱ -3 区 7・8号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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8 号住居跡 ( 第 146 図、図版 52･53)

　調査区の東側に位置し、25 号住居跡、17・21 号溝に切られ、35・40 号住居跡を切る。規模は

625 × 530cm、深さ 20cmの長方形住居跡である。調査段階では南側の 1／ 4ほどを 41 号住居跡

と認識していたものの、位置や土器等を勘案し、同一住居跡とした。南東隅の近辺には焼土が検

出された。主柱穴は P-6 ～ 8 の 4 本柱と考えられるが東側の柱穴は確認できなかった。

出土遺物 ( 第 147 図 )

　4 は土師器の小形壷である。球形を呈し、外面に黒斑が見られる。5は小形壷か。平底を呈し、

ナデを施す。6は二重口縁壷である。磨滅のため調整は不明である。7は長頸壷である。頸部に

突帯を付す。8～ 12 は甕である。いずれも磨滅が著しいが、11 は内面にケズリ、12 は内外面共

にわずかにミガキが残る。この他、後述する管玉が出土している。

　弥生時代終末期の遺物がある程度出土しているが、切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に

属するものと考えられる。

10 号住居跡 ( 第 148 図 )

　調査区の西側に位置し、11 号住居跡、19 号溝に切られる。規模は、270cm以上× 200cm以上、

深さ 10cmである。大きく住居跡と溝に切られており、主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 149 図 )

　1・2 は甕である。1は頸部下に断面台形の突帯が付き、キザミが施される。口唇部には 2条の

沈線が施される。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代後期後半～古墳時代初頭に属するものと考えられる

11 号住居跡 ( 第 148 図、図版 54･55)

　調査区の西側に位置し、17・19 号溝に切られ、10・16 号住居跡を切る。規模は 435cm以上×

420cm、深さ 25cmである。西壁中央にカマドが検出され、東側壁面沿いでは焼土が検出された。

柱穴は削平のため不明であるが、2本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 148 図、図版 54)

　住居跡の西壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右が 75、左が 80cm で、袖間は

30cmである。中央に高坏が支脚として設置される。カマドの下部には 95 × 60cmの床下掘り込

みが見られる。カマドの北側にカマド構築土と考えられる浅黄橙色砂質土が広がっており、大き

く崩れたものと考えられる。

出土遺物 ( 第 149 図、図版 95･96)

　3・4 は須恵器の蓋である。宝珠形のつまみが付く。5は坏である。口縁下がわずかに凹む。6・

7は壷である。6は外面下位回転ヘラケズリ、底部内外面ナデ、他は回転ナデを施す。7は荒堀雨

久保遺跡出土例とほぼ同一例になるものと考えられる。綱様の帯状突帯から下向きに木の葉文の

スタンプが付される。19 号溝出土例と同一個体と考えられるが、接合面はない。19 号溝からの

混入品か。8は土師器の高坏である。磨滅のため調整は不明である。9は土師器の皿である。磨

滅が著しいが、外面にミガキが残る。口縁付近に一部化粧土が残る。10 は平瓦である。磨滅のた

め調整は不明瞭である。
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　一定の遺物が 19 号溝からの混入品と考えられるが、8ならびに 9がカマドから検出されており、

切り合いと考え合わせると、古墳時代後期中葉～後半に属するものと考えられる。

第 148 図　Ⅱ -3 区 10 ～ 12・34 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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12 号住居跡 ( 第 148 図、図版 55)

　調査区の南西端に位置し、13・14・34 号住居跡を切り、7号住居跡に切られる。規模は 400cm

× 155cm以上、深さ 20cmである。埋土はにぶい黄褐色粘質土の単層である。柱穴は確認されず、

主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 151 図 )

　1 は土師器の器台である。磨滅が著しいが、内面に工具痕が残る。

　図化した出土遺物は弥生時代終末に属するが、この他、古墳時代の土師器・須恵器片が出土し

ており、切り合いなどを勘案すると古墳時代後期に属すると考えられる。

34 号住居跡 ( 第 148 図 )

　調査区の南西端に位置し、12 号住居跡に切られる。規模は 105cm 以上× 55cm 以上、深さ

第 149 図　Ⅱ -3 区 10・11 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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15cm である。ほとんどが用地外ならびに切られており詳細は不明であるが、角を持つこと、壁

が立つこと、住居群の中で検出されたことから住居跡とした。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器ならびに須恵器片が出土している。

　切り合いと出土小片から、古墳時代後期に属するものか。

13 号住居跡 ( 第 150 図、図版 55)

　調査区の南西端に位置し、7・12 号住居跡、19 号溝に切られる。規模は 535cm× 490cm以上、

深さ 40cmである。7号住居跡の下層から壁溝のみが検出された。調査区外に伸びているため詳

細は不明であるが、4本柱になるか。

出土遺物 ( 第 151 図、図版 96)

　2は須恵器の坏身である。底部外面回転ヘラケズリ、他は回転ナデを施す。内面の一部に灰被り、

外面に工具痕が見られる。3は土師器の坏である。磨滅のため調整は不明である。この他、後述

する舌状土製品が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中葉頃に属するものと考えられる。

14 号住居跡 ( 第 150 図 )

　調査区の南西端に位置し、7・12 号住居跡に切られる。規模は 160cm以上× 65cm以上、深さ

40cmである。当初は 13 号住居跡と同一のものと考えたが、7号住居跡下の壁溝との角度が合わ

ないことから別の住居跡とした。

出土遺物 ( 第 151 図 )

　4 は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代初頭に属するものと考えられる。

15 号住居跡 ( 第 150 図、図版 56)

　調査区の西端に位置し、17 号住居跡、22・25 号溝を切る。規模は 445cm× 140cm以上、深さ

15cmである。南東部に 130 × 40cm、高さ 10cmのベッドが見られ、北側には焼土が検出された。

調査区外に伸びており、主柱穴等は不明である。17 号住居跡がベッド状遺構の下段になる可能性

もある。

出土遺物 ( 第 151 図 )

　5・6 は土師器の甕である。共に内外面共にハケを施す。この他、後述する台石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

17 号住居跡 ( 第 150 図、図版 56･57)

　調査区の西端に位置し、15号住居跡に切られる。規模は235cm× 60cm以上、深さ15cmである。

床面からやや浮いて土器が出土している。調査区外に伸びており、主柱穴等は不明である。15 号

住居跡がベッド状遺構の上段になる可能性もある。

出土遺物 ( 第 151 図 )

　7は壷である。大形で口縁部が直行した後、外湾する。磨滅が著しいが、内面にハケが残る。
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　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

18 号住居跡 ( 第 152 図、図版 57･58)

　調査区の南側に位置し、19 号住居跡、23 号溝に切られ、36・37 号住居跡を切る。規模は

450cm × 380cm 以上、深さ 35cmである。西側 80cm、北側 100cm、高さ 20cmのベッド状遺構

が地山を掘り残すことで作られる。調査時は下段部分を 26 号住居跡としていたが、出土土器お

よび 2辺が並行することから同一住居跡とした。上面の壁溝とした 3層は誤認したものと考えら

れる。南側壁際に P-1 が検出され、位置的に屋内土坑と考えられる。下段の北側で、床面からわ

ずかに浮いた状態で土器が出土した。P-2・4 の 2 本柱となるか。

第 150 図　Ⅱ -3 区 13 ～ 15・17 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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出土遺物 ( 第 151･153 図、図版 96)

　8 ～ 14 はベッドの上段出土である。8・9は甕である。8は外面ハケ、内面ケズリ、口縁部内外

面ヨコナデを施す。9は外面ハケ後タタキ、内面ハケを施す。10・11 は高坏である。磨滅が著し

いが、10 のくびれ部にハケが残る。12 は小形鉢である。口縁は直行し、外面磨滅、内面ハケを

第 151 図　Ⅱ -3 区 12 ～ 15・17・18 号住居跡出土遺物実測図 (1/3、7は 1/4)
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施す。13 はミニチュア土器である。ユビナデにより成形する。14 は須恵器の蓋である。潰れた

つまみが付く。11・14 は混入品である。第 153 図 5 ～ 9 はベッド下段出土である。5は壷か。内

外面共にハケを施す。6は壷である。内外面共に磨滅するが、内面にわずかにケズリの痕跡が残る。

7・8は高坏である。7は磨滅が著しいが、内外面共にハケが残る。8は坏部内外面、脚部外面ハケ、

脚部内面ナデを施す。脚部下位に 4つの孔が穿たれる。内面の一部に黒斑が見られる。9は脚付

第 152 図　Ⅱ -3 区 18・20・37 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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第 153 図　Ⅱ -3 区 18・19・20・37 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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鉢である。内外面共にナデ、脚部

との接合面に指頭圧痕を施す。

　切り合いと出土遺物から、弥生

時代終末～古墳時代初頭に属する

ものと考えられる。

37 号住居跡 ( 第 152 図 )

　調査区の南側に位置し、26 号

住居跡、23 号溝に切られる。ほ

とんどを切られており、1辺のわ

ずかしか残っていない。床面が平

坦であること、住居群の中にある

ことから、住居跡として報告する。

出土遺物 ( 第 153 図 )

　4は壷である。平底気味を呈し、

外面ハケ、内面ユビナデを施す。

底部に黒斑が見られる。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

20 号住居跡 ( 第 152 図、図版 59)

　調査区の南西側に位置し、21 号住居跡に切られ、22 号住居跡を切る。規模は 270 × 265cm、

深さ 10cmの正方形住居跡である。埋土は褐灰色粘質土の単層である。柱穴になるようなピット

は発見されなかった。

出土遺物 ( 第 153 図 )

　1 は壷である。磨滅のため調整は不明である。2は鉢か。口縁が内湾し、外面ハケ後ミガキ、

内面ミガキを施す。3は器台である。外面ハケ、内面ナデを施す。この他、後述するスクレイパー

が出土している。

　切り合いと出土遺物から弥生時代終末に属するものと考えられる。

19 号住居跡 ( 第 155 図、図版 58･59)

　調査区の南側に位置し、26・36・38・39 号住居跡、17 号土坑を切り、25 号住居跡、14 号土坑、

18・23 号溝に切られる。規模は 650 × 600cm、深さ 30cmの正方形住居跡である。中央北よりに

焼土が広がり、その下部から径 65cm、深さ 10cmの炉跡が検出された。P-2・8 ～ 10 の 4 本柱に

なるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 153･154 図、図版 96)

　10・11 は壷である。共に口縁が内湾し、内外面共にヨコナデを施す。10 は外面ハケ、内面ナ

デを施す。12 は甕である。磨滅のため調整は不明である。13 ～ 15 は高坏である。磨滅のため調

第 154 図　Ⅱ -3 区 19 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
0

10cm
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整は不明である。16 は椀か。口縁が外湾し、外面ハケ後ナデ、内面ナデを施す。17 はミニチュ

ア土器である。上下面を凹ませ、全体をユビナデで成形する。第 154 図は土師器の甑である。底

部は 4孔を穿ち、把手は対称の位置になくややずれる。床面付近出土。

　一部古い土器が混ざるものの、切り合いから古墳時代後期に属するものと考えられる。

38 号住居跡 ( 第 155 図、図版 66)

　調査区の南側に位置し、19・36 号住居跡、17 号土坑に切られる。規模は 210 × 215cm、深さ

10cmの正方形住居跡である。床面からピット 2基が検出されたが、主柱穴等は不明である。ベッ

ド状遺構の下段のみが残ったものである可能性もある。

　出土遺物はないが、切り合いから弥生時代終末以前に属するものと考えられる。

第 155 図　Ⅱ -3 区 19・38・39 号住居跡実測図 (1/60)
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39 号住居跡 ( 第 155 図、図版 66)

　調査区の南側に位置し、19・25 号住居跡、17 号土坑に切られる。規模は 405 × 260cm、深さ

5cmの長方形住居跡である。床面からピット 3基が検出されたが、主柱穴等は不明である。

　出土遺物はないが、切り合いから弥生時代終末以前に属するものと考えられる。

21 号住居跡 ( 第 156 図、図版 59･60)

　調査区の南西側に位置し、20・22 号住居跡を切り、23 号住居跡、19 号溝に切られる。規模

は 420 × 385cm、深さ 20cmの長方形住居跡である。北壁中央でカマドが検出された。主柱穴は

第 156 図　Ⅱ -3 区 21・22 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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P-2・5 ～ 7 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 156 図、図版 59)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右が 65cm、左が 70cm で、両袖間

は 30cm程である。中央に高坏が支脚として設置される。カマドの前面 65 × 55cmの範囲は被熱

のため赤化している。カマド内部の床面は若干下がる。

出土遺物 ( 第 157 図、図版 96)

　1 は無頸壷である。口縁部ヨコナデ、胴部外面ハケ後ナデ、内面ナデ及び指頭圧痕を施す。外

面に黒斑および煤が付着する。2・3は甕である。3は口縁部外面ヨコナデ、内面ハケ、胴部外面

ハケ、内面ナデ及び指頭圧痕を施す。4～ 8は高坏である。いずれも磨滅が著しいが、4・5の内

面にケズリ、シボリ痕が見られる。6・8は坏部上面の貼り付け部で段が形成される。9は椀である。

磨滅のため調整は不明である。10 はミニチュア土器である。全体をユビナデで成形する。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

第 157 図　Ⅱ -3 区 21・22 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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22 号住居跡 ( 第 156 図 )

　調査区の南西側に位置し、20・21 号住居跡に切られる。規模は 290cm × 210cm 以上、深さ

5cmである。21 号住居跡の内部に深さがほぼ同じピットが検出されており、2本柱となるものか。

出土遺物 ( 第 157 図 )

　11・12 は甕である。共に磨滅のため調整は不明である。13・14 は高坏である。磨滅のため調

整は不明である。15 ～ 17 は椀である。いずれも磨滅のため調整は不明である。

　切り合いからすれば弥生時代終末頃となるが、出土遺物を見ると古墳時代後期の所産となる。

新しい時期の土器の混入も多く見られることから、ここでは弥生時代終末～古墳時代初頭に属す

るとしておきたい。

23 号住居跡 ( 第 158 図、図版 60･61)

　調査区の南側に位置し、18・19 号溝に切られ、21・24・27・32・42 号住居跡を切る。規模は

460 × 445cm、深さ 40cm の方形住居跡である。北壁中央ではカマド、南壁面では屋内土坑と考

えられる P-7 が検出された。主柱穴は P-2・6・8・9 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 158 図、図版 60)

　住居跡の北壁ほぼ中央の位置でカマドが検出された。袖は右が 70、左が 65cm で、両袖間は

30cm程である。前面に土師器の甕・甑や須恵器の坏がまとまって出土し、右側の床面からは土

師器の壷が出土した。カマドの下部から 90 × 85cm、深さ 10cmの床下掘り込みが検出された。

出土遺物 ( 第 159･160 図、図版 96･97)

　1 ～ 5 は須恵器の坏である。4は胴部外面下位回転ヘラケズリ、底部外面ナデ、底部内面当て

具痕後ナデ、他は回転ナデを施す。5は底部外面回転ヘラケズリ、底部内面当て具痕後ナデ、他

は回転ナデを施す。外面にヘラ記号を施す。4・5はカマド前面出土である。6は提瓶である。胴

部外面カキメ、口縁部内外面回転ナデ、胴部内面ヨコナデを施す。胴部接合面は円形の蓋をし、

内面をナデで成形する。7～ 10 は土師器の壷である。7は磨滅が著しいが、外面にハケが残る。

外面に黒斑が見られる。カマド右側床面出土。8～ 10 は一部磨滅するものの、口縁部ヨコナデ、

外面ハケ後一部ナデ、内面ケズリを施す。11 は甑である。1孔のみで、口縁部外面ヨコナデ、胴

部内面下位ケズリ、胴部外面下位ハケ後ナデ、他はハケを施す。12 は把手付の椀である。1箇所

のみ長さ 4cm、径 1.5cm の把手が付く。内面にハケが残る。13 は支脚である。1本の突出部のみ

残るが、2本の突出部が付くものか。中央に径 1cm程の孔が穿たれる。この他、後述するすり石

が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期中葉～後葉に属するものと考えられる。

24 号住居跡 ( 第 161 図、図版 61)

　調査区の南端に位置し、23 号住居跡、18 号溝に切られ、42 号住居跡を切る。規模は 360cm以

上× 220cm以上、深さ 30cmである。東西幅はカマドの位置から 400cm程になると考えられる。

北壁でカマドが検出された。調査区外に伸びるため詳細は不明ながら、P-1・2 を中心とした 4本

柱になるものと考えられる。
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第 158 図　Ⅱ -3 区 23 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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第 159 図　Ⅱ -3 区 23 号住居跡出土遺物実測図① (1/3、7・8は 1/4)
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カマド ( 第 161 図、図版 61)

　住居跡の北壁で検出された。一部壊されているものの、袖は右が 65cm、左が 70cm で、両袖

間は 50cm程である。中央に高坏が正位置で支脚として設置され、その周辺から土器が出土した。

出土遺物 ( 第 162 図、図版 97)

　1 は須恵器の蓋である。潰れたボタン形のつまみが付く。混入品か。2は土師器の甕である。

口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ、内面ケズリを施す。3～ 5 は高坏である。坏部は接合面

で明確に段を持ち、口唇部が外方に突出する。3は外面に黒斑が見られる。5はカマドの支脚と

して使用されていたもので、外面にわずかに黒斑が見られる。磨滅が著しいが口縁部外面にナデ、

内面にハケが残る。6は椀である。磨滅のため調整は不明である。7は鉢である。磨滅が著しいが、

第 160 図　Ⅱ -3 区 23 号住居跡出土遺物実測図② (1/3)
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口縁部外面ヨコナデ、胴部外面ハケが残る。8は甑である。口縁は内湾し、多孔式で 3孔が残る。

磨滅が著しいが、外面ハケ内面ケズリが残る。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半に属するものと考えられる。

25 号住居跡 ( 第 163 図、図版 62･63)

　調査区の南側に位置し、17・18 号溝に切られ、8・19・39 号住居跡を切る。規模は 520 ×

520cm、深さ 30cm の正方形住居跡である。東壁中央に P-1 が検出され屋内土坑と考えられる。

西壁の中央にはカマドが検出された。P-3・5 ～ 7 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 163 図、図版 62)

　住居跡の西壁中央の位置でカマドが検出された。一部壊されているものの、袖は右が 80、左が

90cmで、両袖間は 45cm程である。袖の中央部から高坏が検出されたが、床面から 15cmほど浮

いており、支脚として使用したものかどうか不明である。

出土遺物 ( 第 164 ～ 166 図、図版 97･98)

　1 ～ 6 は小形の壷である。磨滅するものが多いものの、概ね外面ハケ、内面ケズリを施す。4

は外面ミガキ、口縁部内面ナデ、胴部内面ケズリを施す。外面にわずかに赤色顔料の跡が見られ

る。6は、外面は磨滅するが、内面上位ケズリ後ナデ、下位指頭圧痕を施す。7～ 12 は壷である。

磨滅が著しいものの、概ね外面ハケ、内面ケズリを施す。8は口縁部下位が厚くなり、緩やかな

S字形を呈する。13 ～ 22 は高坏である。13 ～ 17 は坏部を接合面で貼り付けることで段を形成す

るものである。全て磨滅が著しい。13 の内面に暗文状のミガキ、14 の内面に工具痕が見られる。

18 ～ 21 は高坏部が椀形をなし、脚部が低くハ字状に開くものである。いずれも磨滅のため調整

は不明である。22 は混入品と考えられる。弥生時代の外方に大きく開くものである。23 は甕か。

第 161 図　Ⅱ -3 区 24 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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口縁部ヨコナデ、胴部外面上位ハケ後ナデ、下位ナデ、胴部内面ケズリを施す。24 ～ 35 は椀で

ある。24 は大形で器壁が厚く、磨滅が著しいが外面ケズリ後ナデ、内面ハケが残る。25 は高台

が付くもので、混入品か。26 は口縁部が外方に突出し、緩やかな S字形を呈する。27 は外面ケ

ズリを施し、内面には工具痕が見られ、外面下位に黒斑が見られる。31 は器壁が薄く、胴部外面

下位にはケズリが残る。34は磨滅が著しいが、外面工具痕、内面ナデが残る。35はやや器高が低く、

径が大きいものである。外面下位にケズリを施す。36 は鉢である。外面ハケ、内面ナデを施す。

第 162 図　Ⅱ -3 区 24 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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混入品か。37 は甑である。口縁は直線的に伸び、把手は大きく屈曲し上方を向く。外面ハケ、内

面ケズリ一部ナデ、口縁部内面ハケを施す。

　切り合いと出土遺物から、若干弥生時代の遺物が混ざるものの古墳時代後期中頃～後半に属す

るものと考えられる。

27 号住居跡 ( 第 167 図、図版 63･64)

　調査区の南側に位置し、23 号住居跡、18・19 号溝に切られ、30 ～ 32 号住居跡を切る。規模は

535 × 505cm、深さ 35cm の正方形住居跡である。南東壁のやや北にずれた位置に 95 × 60cm、

第 163 図　Ⅱ -3 区 25 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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第 164 図　Ⅱ -3 区 25 号住居跡出土遺物実測図① (1/3)
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第 165 図　Ⅱ -3 区 25 号住居跡出土遺物実測図② (1/3)
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深さ 35cmのピットが検出され、屋内土坑と考えられる。北西壁ではカマドが検出された。主柱

穴は P-2 ～ 5 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 167 図、図版 63)

　住居跡の北西壁の中央北よりで検出された。右袖が完全に壊されており、左袖の一部のみが遺

存する。左袖は 50cmのみが遺存しており、その右側からは高坏が逆位置で出土し、支脚として

設置されていたものと考えられる。高坏の北側ならびに袖の左側で土器が出土している。

出土遺物 ( 第 168･169 図、図版 99)

　1 は須恵器の坏である。回転ナデを施す。2は須恵器の甕である。外面はタタキ後丁寧なナデ、

内面は当て具痕後ナデを施す。3・4は土師器の壷である。3は小形壷で外面ハケ、内面ハケ後ナ

デを施す。4は外面に横方向のミガキを施し、混入品か。5・6は甕である。磨滅のため調整は不

明瞭である。7～ 13 は高坏である。いずれも屈曲部に段を持つものである。磨滅が著しく、概ね

坏部の内外面にハケが残る。10 はカマド周辺出土で、磨滅のため調整は不明である。12 は完形

第 166 図　Ⅱ -3 区 25 号住居跡出土遺物実測図③ (1/3)
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第 167 図　Ⅱ -3 区 27・28・31 号住居跡実測図 (1/60、1/30)
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品で坏部内外面ハケ、脚部内面上位ケズリ、下位ハケ、外面やや強いナデを施す。床面出土である。

13 はカマドの支脚として使っていたもので、坏部外面ハケ、内面上位ハケ、中位工具痕、下位ミ

ガキ、脚部外面ナデ、内面ケズリを施す。脚部に焼土が詰まっており、径 1cm程の穴が開く。支

脚として使った際の使用痕と考えられる。14 は土師器の坏である。磨滅のため不明瞭だが、底部

外面ハケ、内面ミガキを施す。15 は小形の鉢である。外面ユビナデ、内面ハケを施す。口縁部付

第 168 図　Ⅱ -3 区 27 号住居跡出土遺物実測図① (1/3)
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近に黒斑が見られる。16 はミニチュア土器である。全体をユビナデで成形する。17 は土師器の

甑である。多孔式で 4孔を穿つ。把手が胴部のやや下位からほぼ水平に伸びる。外面ハケ、内面

ケズリを施す。18 は鉢である。磨滅が著しいが、外面ハケ、内面ケズリが残る。19 は脚付鉢の

脚部である。外面ミガキが残る。混入品と考えられる。20 は平瓦である。外面縄目のタタキ、内

面ナデを施す。混入品か。この他、後述する台石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半～中葉に属するものと考えられる。

第 169 図　Ⅱ -3 区 27 号住居跡出土遺物実測図② (1/3)
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第 170 図　Ⅱ -3 区 28・30・31 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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28 号住居跡 ( 第 167 図、図版 64)

　調査区の南東側に位置し、29 号住居跡を切る。隣接する延永ヤヨミ園遺跡Ⅳ a区でも検出され

ており、Ⅳa区34号住居跡と同一である。規模は390× 355cm、深さ10cmの長方形住居跡である。

西壁の中央ではカマドが検出された。住居跡の中央やや東よりでは、90 × 45cmの範囲で炭化物

が検出された。主柱穴は P-2 ～ 5 の 4 本柱になるものと考えられる。

カマド ( 第 167 図 )

　住居跡の西壁中央で検出された。袖は右が 78cm、左が 75cmで、両袖間は 25cm程である。中

央に高坏の脚部が出土しており、支脚として設置されたものと考えられる。袖間から前面にかけ

て 45 × 40cmの範囲が被熱のため赤変している。

出土遺物 ( 第 170 図、図版 99)

　1 は須恵器の坏である。底部外面回転ヘラケズリ、内面不定方向のナデ、他は回転ナデを施す。

外面にヘラ記号を施す。2は土師器の高坏である。歪んでおり、磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期前半～中葉に属するものと考えられる。

31 号住居跡 ( 第 167 図 )

　調査区の南側に位置し、27 号住居跡に切られ、30・32 号住居跡を切る。規模は 235cm× 85cm

以上、深さ 20cmである。他の遺構に大きく切られているため主柱穴等は不明である。小形の住

居になるものと考えられる。

出土遺物 ( 第 170 図 )

　3・4 は壷である。3は口縁部のみが遺存しており、磨滅が著しいが、外面にハケが残る。4は

頸部のみが遺存しており、断面台形の突帯を 1条付す。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属するものと考えられる。

29 号住居跡 ( 第 171 図 )

　調査区の南東側に位置し、28 号住居跡に切られる。隣接する延永ヤヨミ園遺跡Ⅳ a区でも検出

されており、Ⅳ a区 51 号住居跡と同一である。規模は 365cm× 230cm以上、深さ 10cmである。

床面から径 65cm、深さ 50cmのピットが検出されており、柱穴となるか。

　本調査区からは図化に耐えうる資料はないが、Ⅳ a区 51 号住居跡の出土資料から、古墳時代

後期に属するものと考えられる。他に後述する土玉が出土している。

30 号住居跡 ( 第 171 図、図版 64･65)

　調査区の南東側に位置し、27・31・32 号住居跡、19 号溝に切られる。隣接する延永ヤヨミ園

遺跡Ⅳ a区でも検出されており、Ⅳ a区 52 号住居跡と同一である。規模は 410cm× 325cm以上、

深さ25cmである。南東壁際に径95×75cm、深さ25cmのP-1が検出され、屋内土坑と考えられる。

床面から若干浮いた状態で多くの土器が出土した。主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 170･172 図、図版 99)

　5 ～ 9 は壷である。5～ 7は平底で、5は頸部に断面三角形の突帯を 1条付す。磨滅が著しいが、

いずれも内外面共にハケを施す。8・9は二重口縁壷である。口縁が外湾し、磨滅のため調整は不
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明である。10 ～ 14、第 172 図 1 は甕である。13・14 は共に第 172 図 1 同様、長胴の甕である。

12、第 172 図 1 ともに平底を呈する。磨滅するが内外面共にハケを施す。第 172 図 2 ～ 4 は高坏

である。いずれも口縁が内湾する豊前地域特有の高坏である。磨滅するが、外面ハケ後ミガキを

施す。内面の調整は 3のみしか残っておらず、中位を境に上下に方向を違えてミガキを施す。5

～ 8 は鉢である。平底を呈し、概ね内外面ハケを施す。8は口縁部内外面ハケ、胴部外面ハケ、

胴部内面ユビナデを施す。9は器台である。外面ハケ、口縁部内面ハケ、胴部内面ユビナデ及び

シボリ痕を施す。10 は山陰系の甑か。磨滅のため調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代後期後半～終末に属するものと考えられる。

第 171 図　Ⅱ -3 区 29・30・32 号住居跡実測図 (1/60)
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第 172 図　Ⅱ -3 区 30 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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32 号住居跡 ( 第 171 図 )

　調査区の南東側に位置し、27・31 号住居跡、18 号溝に切られ、30・42 号住居跡を切る。規模

は 310cm以上× 280cm以上、深さ 5cmである。床面からいくつかのピットが検出されているが、

他の遺構に大きく切られているため主柱穴等は不明である。

出土遺物 ( 第 174 図、図版 99)

　1 は土師器の坏である。磨滅のため不明瞭だが、口縁部ヨコナデ、胴部外面はケズリを施すか。

2は壷である。口縁部のみが遺存しており、ナデを施す。3は壷か。平底を呈し、磨滅が著しいが、

第 173 図　Ⅱ -3 区 33・35・36・42 号住居跡実測図 (1/60)
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外面にハケが残る。

　9世紀に属する遺物も見られるが、切り合いから弥生時代終末に属するものと考えられる。

33 号住居跡 ( 第 173 図 )

　調査区の南端に位置し、18 号溝に切られ、42 号住居跡を切る。規模は 235cm以上× 185cm以

上、深さ 5cmである。西側調査区境に深さ 10cmのピットが検出され、位置的に屋内土坑である

可能性がある。他の遺構に大きく切られているため主柱穴等は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器片が出土している。

　切り合いと出土小片から、弥生時代終末～古墳時代に属すると考えられる。

35 号住居跡 ( 第 173 図 )

　調査区の中央東よりに位置し、8号住居跡、17・18・21 号溝に切られる。規模は 360cm以上×

第 174 図　Ⅱ -3 区 32・36・42 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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220cm以上、深さ 5cmである。他の遺構に大きく切られているため主柱穴等は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器片が出土している。

　切り合いと出土小片から、弥生時代終末～古墳時代に属すると考えられる。

36 号住居跡 ( 第 173 図、図版 65)

　調査区の南側に位置し、18・19 号住居跡、19・23 号溝に切られ、38 号住居跡を切る。規模は

305 × 250cm、深さ 5cmの長方形住居跡である。床面から 3基のピットが検出されたが、主柱穴

等は不明である。

出土遺物 ( 第 174 図 )

　4 は壷である。口縁部外面ヨコナデ、内面ハケ、胴部外面ハケ、内面ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭に属すると考えられる。

42 号住居跡 ( 第 173 図、図版 67)

　調査区の南端に位置し、23・24・32・33 号住居跡、18 号溝に切られる。規模は 440 × 390cm、

深さ 30cmの長方形住居跡である。南西壁際に 110 × 80cm、深さ 40cmの P-4 が検出され、屋内

土坑と考えられる。床面からピットは検出されたものの、主柱穴は不明である。

出土遺物 ( 第 174 図、図版 99)

　5・6 は壷である。共に平底を呈する。5は内面ハケを施し、底部外面に「十」の工具痕が施さ

れる。7～ 9 は甕である。7はわずかに口唇部が跳ね上がる。磨滅が著しいが、概ね胴部内外面

共にハケ、口縁部外面ヨコナデを施す。10 は高坏である。口縁が内湾し、口唇部のみ外方に強く

屈曲する。外面上位横方向のミガキ、下位縦方向のミガキ、内面上位ナデ、下位縦方向のミガキ

を施す。口縁付近に化粧土の付着が見られる。11・12 は鉢である。共にわずかに平底を呈する。

11 は素口縁の鉢で、外面ナデ、内面ユビナデを施す。底部内面付近に工具痕、口縁外面付近に黒

斑が見られる。12 は口縁部外面ヨコナデ、内面ハケ、胴部外面ハケ、内面ナデを施す。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末に属するものと考えられる。

第 175 図　Ⅱ -3 区 40・43 号住居跡実測図 (1/60)
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40 号住居跡 ( 第 175 図、図版 66)

　調査区の東側に位置し、8号住居跡、21 号溝に切られる。規模は 360 × 265cm、深さ 15cmの

長方形住居跡である。西側に 100 × 50cm、深さ 20cmの P-2 が検出され、屋内土坑と考えられる。

数基のピットが検出されたものの、主柱穴については不明である。大きさから、ベッド状遺構の

下段のみが遺存している可能性もある。

出土遺物 ( 第 176 図、図版 99･100)

　1 ～ 5 は壷である。1～ 4は小形壷で、1・4は口縁が短く、2・3は長い。2は胴部内面ユビナデ、

他はナデを施し、口縁部外面に黒斑が見られる。3は口縁部ヨコナデ、頸部外面ハケ、胴部外面ナデ、

胴部内面ケズリを施す。4は磨滅するが、胴部内面にナデが残る。5は磨滅するが口縁部内外面

ヨコナデ、内面ケズリが残る。6は甕である。口縁部ハケ後ナデ、胴部外面タタキ、内面ハケを

施す。古墳時代初頭の混入品か。7・8は高坏である。8は磨滅するが、内外面ともハケが残る。

　切り合いと出土遺物から古墳時代後期に属するものと考えられる。

43 号住居跡 ( 第 175 図 )

　調査区の西端に位置する。規模は 160cm 以上× 70cm 以上、深さ 5cmである。調査区中央の

上段にかろうじて残っており、角を持つことから住居跡として報告する。大部分が調査区外に伸

びており、ピット等は検出されていない。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器・須恵器片が出土している。

　出土小片から、古墳時代後期に属すると考えられる。

第 176 図　Ⅱ -3 区 40 号住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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(2)　土坑

　本調査区では 18 基の土坑が検出された。遺構番号は調査を行った順番に付しているものの、

性格は井戸と考えられるものが 3基含まれている。そのため、ここでは性格不明のものと、井戸

と考えられるものに分けて報告する。

1号土坑 ( 第 177 図、図版 67)

　調査区の北端に位置し、6号不明遺構、2号土坑、3号溝に切られる。規模は320cm×230cm以上、

深さ 125cm の円形土坑である。3段のテラスが作られ、北東の深い部分は径 190cm ほどの擂鉢

第 177 図　Ⅱ -3 区 1号土坑実測図 (1/30)
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第 178 図　Ⅱ -3 区 2・3号土坑実測図 (1/30)
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第 179 図　Ⅱ -3 区 4・5号土坑実測図 (1/30)
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形をなす。土層を測った部分が最深部とずれるが、深い部分は水平堆積をなし、炭化物が出土し

ていること、湧水が見られなかったことから、井戸とはしていない。

出土遺物 ( 第 181 図 )

　1 は土師器の皿である。磨滅のため調整は不明である。2は土師器の鍋である。外面下位に指

頭圧痕後タタキ、外面中位指頭圧痕後ハケ、内面ハケ、口縁部ヨコナデを施す。外面に煤が付着

する。3は白磁の皿である。外面下位が露胎となる。

　切り合いと出土遺物から中世 (14 世紀頃か ) に属するものと考えられる。

2号土坑 ( 第 178 図、図版 68)

　調査区の北端に位置し、1号土坑を切る。規模は 165 × 140cm、深さ 120cmの円形土坑である。

両側に各々深さ 90、30cmのピットがあり、土層から判断すると、二つの遺構を共に掘削した可

能性もある。その場合、北東側が径 95cm、南西側が 60cm程になる。

出土遺物 ( 第 181 図 )

4 は瓦質土器三足器の足である。内面に煤が付着する。5は白磁の皿である。内面に「福」字と

草葉文が刻まれる。底部外面は露胎となる。

　切り合いと出土遺物から中世 (14 世紀頃か ) に属するものと考えられる。

3号土坑 ( 第 178 図、図版 68)

　調査区の北東端に位置し、18 号土坑に切られる。規模は 135cm× 95cm以上、深さ 45cmの方

形土坑である。半分以上を 18 号土坑に切られるため不明確ながら、土層から掘り直しや柱穴の

抜き取りの可能性が考えられる。出土資料はなく時期は不明である。

4号土坑 ( 第 179 図、図版 68)

　調査区の北側に位置する。規模は径195cm、深さ60cmの円形土坑である。床面は径65cmを測り、

擂鉢形を呈する。

出土遺物 ( 第 181 図 )

　6 は土師器の坏である。底部は不明瞭ながら糸切の痕跡が残る。7は無釉陶器の皿である。釉

が外面中程までかかり、底部は露胎となる。

　出土遺物から 17 世紀前半頃に属するものと考えられる。

5号土坑 ( 第 179 図、図版 69)

　調査区の北東側に位置し、2号溝、1号不明遺構に切られる。規模は 250 × 200cm、深さ 75cm

の楕円形土坑である。20 ～ 40cm埋没した後、当初より浅く掘り直した可能性がある。

出土遺物 ( 第 181 図 )

　8 は瓦質土器の甕か。内外面共に丁寧なナデを施し、内面にはわずかに煤が付着する。

　切り合いと出土遺物から、中世に属するものと考えられる。
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7 号土坑 ( 第 180 図 )

　調査区の北側に位置し、1・11 号溝に切られる。規模は 130 × 90cm、深さ 50cmの長方形土坑

である。下場は 105 × 60cmで、断面台形を呈する。出土資料はなく時期等は不明である。

8号土坑 ( 第 180 図 )

　調査区の北西側に位置し、1・11 号溝に切られる。規模は 130 × 145cm、深さ 40cmの不整方

第 180 図　Ⅱ -3 区 7～ 9号土坑実測図 (1/30)
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形土坑である。下場も上場と同様に不整形をなす。

出土遺物 ( 第 181 図 )

　9 は瓦質土器の甕である。口縁端部を折り曲げ三角形状にする。10 は陶器の花瓶か。内径が

2cmと細く、口唇部が外湾する。

　切り合いと出土遺物から 13 世紀に属するものと考えられる。

第 181 図　Ⅱ -3 区 1・2・4・5・8・9・11・13・14 号土坑出土遺物実測図 (1/3)
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9 号土坑 ( 第 180 図、図版 69)

　調査区の北西側に位置し、1・11 号溝に切られる。規模は 215 × 180cm、深さ 110cmの不整方

形土坑である。西側にテラスを持ち、床面は 85cm四方で、断面台形を呈する。

出土遺物 ( 第 181 図、図版 100)

　11 は陶器の瓶か。内外面共に回転ナデを施す。12 は陶器の皿である。口縁端部は黒褐色の顔

第 182 図　Ⅱ -3 区 11 ～ 13 号土坑実測図 (1/30)
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4褐灰色粘質土、3よりやや暗い

5褐灰色粘質土、黄褐色土を筋状に含む

6明褐色粘質土

7にぶい黄褐色粘質土
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料を塗布し、黒色に仕上げる。内面ならびに底部外面にも 4箇所の目跡が見られる。

　切り合いと出土遺物から、16 世紀頃に属するものと考えられる。

11 号土坑 ( 第 182 図 )

　調査区の北西端に位置する。規模は 180 × 135cm、深さ 25cmの長方形土坑である。北側にテ

ラスを持ち、床面は 125 × 95cmの長方形を呈する。

出土遺物 ( 第 181 図、図版 100)

　13 は瓦質土器の擂鉢である。外面はハケ後ユビナデ、内面はハケ後 6～ 7本単位の擂り目を施

す。14 は陶器の皿である。底部を除く全体に施釉するが、磨滅のため薄くなる。

　出土遺物から 15 ～ 16 世紀頃に属するものと考えられる。

12 号土坑 ( 第 182 図 )

　調査区の北端に位置し、1・3号溝に切られる。規模は 185 × 135cm、深さ 35cmの不整形土坑

である。床面に径30×20cm、深さ15cmのピットが検出され、長方形の石が浮いた状態で出土した。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器小片が出土している。この他、後述する鉄釘が出土している。

　切り合いと出土破片から中世に属するものと考えられる。

13 号土坑 ( 第 182 図、図版 69･70)

　調査区の中央部に位置する。規模は 220 × 210cm、深さ 80cm の円形土坑である。床面は径

105cmの円形で、擂鉢形を呈する。床面ならびに側面に沿って径 10 ～ 20cmの石が検出された。

側面上方からも石が検出されたことから、全面に置いてあった可能性もある。

出土遺物 ( 第 181 図 )

　15 は土師器の坏である。底部に糸切と板目の痕跡が見られる。16 は陶器の椀である。胴部外

面下位に青色の線を 2条付ける。内面には幅 1cm程の蛇の目が見られる。この他、後述する砥石

が出土している。

　出土遺物から近世に属するものと考えられる。

14 号土坑 ( 第 183 図 )

　調査区の中央に位置し、19 号住居跡を切り、17 号溝に切られる。規模は 190cm× 70cm以上、

深さ 20cmの方形土坑である。

出土遺物 ( 第 181 図 )

　17 は須恵器の坏身である。自然釉が外面に見られ、調整は不明瞭である。

　切り合いと出土遺物から、古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

15 号土坑 ( 第 183 図 )

　調査区の南東端に位置し、調査区外に伸びる。規模は 165cm× 70cm以上、深さ 45cmの方形

土坑である。北東方向の隅に幅 15cm、深さ 8cm程の溝が掘削される。調査区外に伸びるため不

明瞭だが小型の住居跡である可能性もある。床面から土器が出土した。
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第 183 図　Ⅱ -3 区 14 ～ 17 号土坑実測図 (1/30)
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出土遺物 ( 第 184 図、図版 100)

　1 ～ 4 は土師器の小型壷である。1は口縁が直線的に外反し、底部は平底を呈する。全体的に

黒色に焼成される。2は口縁がわずかに内湾する。内外面共に磨滅が著しい。3は口縁が短く、

樽形を呈する。器壁も薄く、外面には黒斑が見られる。4は口縁が直線的に外反する。口縁外面

を中心として磨滅が著しい。5は壷である。口縁が直線的に外反し、中位で厚みを増すため、わ

ずかに内湾するように見える。外面に被熱のため黒化、赤化している部分が見られ、二次被熱を

受けていたものか。床面出土。6～ 8 は高坏である。いずれも坏部の充填粘土が見られる。9は

ミニチュア土器である。全面を指頭圧痕で調整する。

　出土遺物から古墳時代後期に属するものと考えられる。

16 号土坑 ( 第 183 図 )

　調査区の中央西よりに位置し、16 号溝に切られる。規模は 120 × 100cm、深さ 20cmの方形土

坑である。床面は隅丸方形をなす。

出土遺物 ( 第 184 図 )

　10は高坏である。口縁部のみが遺存しており、大きく外湾する。磨滅が著しく調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代終末に属するものと考えられる。

第 184 図　Ⅱ -3 区 15 ～ 17 号土坑出土遺物実測図 (1/3)
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17 号土坑 ( 第 183 図、図版 66･70)

　調査区の南側に位置し、19 号住居跡、18・23 号溝に切られ、38・39 号住居跡を切る。規模は

230 × 205cm、深さ 30cm の不整形土坑である。中央に径 20cm 前後のピットが 2 基検出され、

小型の住居跡であった可能性もある。

出土遺物 ( 第 184 図 )

　11 は土師器の壷である。口縁部内外面ナデ、胴部外面ハケを施す。小型壷の頸部か。

　切り合いと出土遺物から古墳時代初頭に属するものと考えられる。

6号土坑 ( 第 185 図、図版 70･71)

　調査区の北東に位置し、4・8・15 号溝に切られる。規模は 190 × 160cm、深さ 190cm の偏円

形井戸である。テラスを 1段持ち、下場は径 100cm 程の円形をなす。検出面から 125cm、床面

から 20cmの位置で径 53cm、高さ 44cmの円形井戸枠が検出され、さらにその内部から桶が出土

した。井戸枠は 30cm、15cmの板材が 7箇所で繊維質の紐によって結合される。調査時には湧水

が見られた。

出土遺物 ( 第 187 図 )

　1 ～ 3 は土師器の皿である。1・2 は磨滅が著しく不明瞭だが、全て糸切と考えられる。1

は中央に径 1cm の穿孔がなされる。4・5 は土師器の坏である。磨滅するものの共に糸切と

考えられる。6 は瓦器椀である。高台が付いていたと考えられ、外面には指頭圧痕が見られ

第 185 図　Ⅱ -3 区 6号土坑実測図 (1/40)
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る。7 は瓦質土器の捏ね鉢である。内面に強いハケが施される。8は瓦質土器の擂鉢である。口

縁部内面に粘土を貼り付け三角形状にしている。11 本単位の擂り目が施される。9は青磁の皿で

ある。内面に模様が施される。10・11 は青磁の椀である。10 は外面にわずかに蓮弁文の痕跡が

認められる。12 は白磁の椀か。口縁のみが遺存する。13 は瓦質土器火鉢の脚部か。獅子の顔が

模されており、底部から内面に向かって径 0.6cm 程の孔を穿つ。この他、後述する砥石・桶が出

土している。

　切り合いと出土遺物から、14 世紀後半頃～ 15 世紀に属するものと考えられる、

10 号土坑 ( 第 186 図、図版 71)

　調査区の北東に位置し、8号溝に切られ、2号住居跡、3号不明遺構を切る。規模は径 250cm、

深さ 315cmの円形井戸である。2段のテラスを持ち、床面は 105 × 65cmの偏円形を呈する。地

第 186 図　Ⅱ -3 区 10 号土坑実測図 (1/40)
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表面から 250cm掘削したところで湧水が見られ、それ以下は重機で断ち割って確認を行った。

出土遺物 ( 第 187 図、図版 101)

　14 ～ 17 は土師器の坏である。17 は磨滅のため不明瞭だが、全て糸切と考えられ、15 は板目が

認められる。全て最下層出土。18・20 は土師器の鍋、19 は土師器の釜である。18・20 はわずか

に口縁の形態が異なるものの、器壁の厚みや外面に同様に煤が付着することなどから同一個体で

ある可能性もある。18 は最下層出土。21 は須恵器の鉢か。内面に横方向のハケが施される。最

下層出土。22 は白磁の皿である。口縁部は釉がかきとられ、底部には一部釉をふき取った痕跡が

第 187 図　Ⅱ -3 区 6・10 号土坑出土遺物実測図 (1/3)
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第 188 図　Ⅱ -3 区 18 号土坑実測図 (1/50)
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見られる。最下層出土。23 は滑石製石鍋である。底部付近のみが遺存しており、外面には煤が付

着する。この他、後述する砥石が出土している。

　切り合いと出土遺物から、15 世紀頃に属するものと考えられる。

18 号土坑 ( 第 188 図、図版 72)

　調査区の北東端に位置し、3号土坑、5号溝を切る。規模は 400cm× 360cm以上、深さ 230cm

の円形井戸である。床面は 260 × 120cm の長円形を呈し、両側にピットが掘られる。東側は径

90 × 70cm、深さ 180cm で、床面は径 30cm である。西側は径 75cm、深さ 30cm の偏円形で上

面に石が二つ置かれる。共に最下層の灰色砂質土層を切り込んで掘り込まれる。また、側面では

縦方向の 4層が観察され、井戸枠の痕跡である可能性がある。調査中に湧水が見られた。

出土遺物 ( 第 189 図 )

　1 は瓦質土器の鉢である。外面は磨滅が著しいが、底部に板目が見られる。2は火鉢である。

脚が一箇所のみ残る。3は須恵器の壷である。口縁部のみが遺存し、回転ナデを施す。4・5は青

磁椀である。共に蓮弁文が施される。4ははっきりとしているが 5はやや崩れている。6は陶器

の椀である。底部は中央を除き露胎となる。7は青磁椀か。崩れた蓮弁文を施す。8は平瓦である。

磨滅するが、外面に縄目のタタキが見られる。この他、後述する五輪塔が出土している。

　切り合いと出土遺物から 14 世紀後半～ 16 世紀に属するものと考えられる。

第 189 図　Ⅱ -3 区 18 号土坑出土遺物実測図 (1/3)
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(3)　溝

　本調査区では 26 条の溝が検出された。時期はほとんどが中世以降に属するものであり、北側

の下段を中心として検出されている。

1号溝 ( 図版 72･73)

　調査区の北西側に位置し、7・8・9・12 号土坑、2・3・5～ 8・11・12 号溝、5・9号不明遺構を切る。

規模は幅 2.5m、深さ 30cmで、13.2 × 12.7m の範囲を囲む区画溝である。北側の辺が削平のため

切れているものの、東側の調査区境部分では 30cmの深さがあることから、当初より浅かった可

能性がある。内部には多くのピットが検出されたものの、建物は復元できなかった。

出土遺物 ( 第 190 ～ 192 図、図版 101)

　1・2 は土師器の皿である。1は底部に糸切が見られ、2は磨滅のため不明である。3～ 5 は土

師器の坏である。いずれも糸切が見られる。6はミニチュア土器である。古墳時代の混入品か。7

は瓦器椀である。磨滅が著しく調整は不明である。8・9は瓦質土器の鉢である。内面にハケ目を

施す。10・11 は瓦質土器の火鉢である。共に突帯の間にスタンプを付す。12は土師器の鍋である。

口縁部ナデ、胴部内面上位ハケ後ナデ、胴部内面下位粗いハケ、胴部外面上位指頭圧痕および一

部ハケ、胴部外面下位タタキを施す。脚の剥離痕が見られる。13・14 は備前焼である。13 は鉢

か。2条の突帯を付す。14 は擂鉢である。胴部内面ならびに底部内面に 6本 1単位の擂り目を施

す。15・16 は青磁の椀である。蓮弁文が見られる。17 は白磁の椀である。18 は青磁の皿か。口

唇部に沈線を 2条施し、釉が厚くかかることによる色の違いによって文様としている。内側にも

1条の線が施され、花弁等の文様が描かれていたものと考えられる。19 は白磁の皿か。20 は無釉

陶器の皿か。口唇部にわずかに段を有する。21 は緑釉陶器か。オリーブ色の釉が施され、底部に

は釉垂れが見られる。内面には目跡が見られる。器種は不明である。22 は青磁の椀である。高台

を削り出しによって作り、内面には文様の一部が見られる。23 は陶器の椀か。灰色の釉が施され、

底部内面は露胎となる。24 は陶器の椀である。口縁部を屈曲し、沈線状にする。内面に施釉され

一部外面に垂れ、内面に目跡が見られる。高台の中心部には砂が詰まっており、目跡と考えられる。

25 は陶器の皿である。全体ににぶい茶褐色の釉が施され、内面中央のみ 0.5mmほど高くするこ

とで、色調を変える。口縁を波状にし、釉の濃淡によって文様とする。26 は磁器の椀か。内面に

は目跡および露胎、高台内部にも砂が付着し、目跡となる。露胎を境として左側がオリーブ灰色

の釉、右側に鉄釉状の釉が施される。27 は石臼である。上面には溝が切られ、下面には 8本 1単

位の擂り目が施される。砂岩製である。28 ～第 192 図 2 は、取り上げの際に誤ったために 1号溝

と 7号溝の遺物が混在している。28・29 は土師器の坏である。共に糸切が見られる。30 ～ 32 は

瓦質土器の鉢か。いずれも擂り目が見られず、捏ね鉢になるか。33・34 は瓦質土器の火鉢である。

33 は高さ 3cmの脚が付き、34 は底部付近に 1条の突帯を付す。35 は青磁の椀である。高台内部

に目跡ならびに釉垂れが見られる。第 192 図 1 は平瓦である。側面には切断跡が見られ、内面布

目後ナデ、外面ナデを施す。2は滑石製石鍋である。口唇部から 2cm下位に高さ 1cmの突帯を

作り出す。3は緑釉陶器の皿か。1号溝、11 号溝出土例が接合したものである。釉薬が剥離して

いるものの内面中央のみ 0.5mmほど高くすることで、色調を変えていたものと考えられる。高

台内部に目跡が見られる。この他、後述するスクレイパー、砥石、不明鉄製品が出土している。
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第 190 図　Ⅱ -3 区 1号溝出土遺物実測図① (1/3)
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第 191 図　Ⅱ -3 区 1号溝出土遺物実測図② (1/3、27 は 1/4)
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　12 ～ 15 世紀まで幅広い遺物が出土しているが、切り合いから 14 世紀後半～ 15 世紀頃に属す

るものと考えられる。

2号溝

　調査区の北東側に位置し、1号溝に切られ、5号土坑、1・2 号不明遺構、3号溝を切る。規模

は長さ 9m以上、幅 2.1m、深さ 25cmで西流する。各所にテラスが見られる。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　4 は白磁の椀である。口縁端部が屈曲し、外方に突出する。

　切り合いと出土遺物から、中世前期に属するものと考えられる。

3号溝 ( 図版 73)

　調査区の北西側に位置し、1・2 号溝に切られ、1 号土坑、10 号溝、2・6 号不明遺構を切る。

規模は幅 2m、深さ 30cmで東側に広がる区画溝になるものと考えられる。西辺が 1号溝の東辺

と同じ位置で切り合っており、連続する区画をなすものである可能性もある。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　5 は備前焼の鉢か。6は緑釉陶器の皿か。1・11 号溝出土の第 192 図 3 と類似する。7は磁器の

猪口か。オリーブ色の釉を施し、外面下位は露胎となる。

　切り合いと出土遺物から中世に属するものと考えられる。

4号溝

　調査区の北東側に位置し、1号住居跡、3号不明遺構を切る。規模は長さ 6.5m、幅 50cm、深

さ 5cmで東流する。ほぼ直角に折れ、西辺 2.5m、北辺 4mを測る。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　8 は瓦器椀か。内面にミガキを施す。9は青磁の皿か。

　切り合いと出土遺物から 10 ～ 12 世紀に属するものと考えられる。

5号溝

　調査区の北東端に位置し、18 号土坑、1号溝に切られ、6号溝、12 号不明遺構を切る。規模は

長さ 6.3m、幅 1m以上、深さ 20cmで東流する。7号溝と同一である可能性もある。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　10 は瓦質土器の鍋か。内面にハケを施す。11 は白磁の椀か。

　切り合いと出土遺物から 14 ～ 15 世紀に属するものと考えられる。

6号溝

　調査区の北東端に位置し、1・5号溝に切られ、12 号不明遺構を切る。規模は長さ 6m、幅 0.75m

以上、深さ 30cmを測り、床面はほぼ水平となる。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　12 は瓦質土器の擂鉢である。口縁を内面に粘土を貼り付けることにより肥厚させる。

　切り合いと出土遺物から 14 世紀前後に属するものと考えられる。
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7 号溝

　調査区の北西端に位置し、1・3号溝に切られる。規模は長さ 17.5m、幅 1.1m、深さ 70cmで東

流する。床面には幅 30 ～ 40cm、深さ 10cmの溝が掘削されており、検出されたほぼ中央の位置

でわずかに左右にずれて接続する。5号溝と同一である可能性もある。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　13・14 は土師器の坏である。底部に糸切が見られる。15・16 は青磁の椀である。16 は外面に

蓮弁文、内面に草花文を施す。

　切り合いと出土遺物から 13 ～ 14 世紀に属するものと考えられる。

8号溝

　調査区の北東側に位置し、10 号土坑、1・15 号溝、4号不明遺構に切られ、6号土坑、3号不明

遺構を切る。規模は長さ 8m、幅 1.1m、深さ 10cmを測り、床面はほぼ水平となる。く字形に検

出され、埋土は灰黄褐色粘質土である。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　17 は青磁の椀である。蓮弁文が施される。18 は瓦質土器の甕である。磨滅が著しいが、胴部

内面に横方向のナデが見られる。

　切り合いと出土遺物から 15 ～ 16 世紀に属するものと考えられる。

9号溝

　調査区の北東側に位置し、1号溝、5号不明遺構に切られ、2号住居跡を切る。規模は長さ 4.3m、

幅 0.7m、深さ 15cm で西流する。西端部分で幅が 2.6m 以上に広がり、1号溝に接続していた可

能性がある。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　19 は青磁の椀である。20 は瓦質土器の鍋である。内面ハケ、外面中位指頭圧痕、外面下位タ

タキを施す。外面に煤が付着する。

　切り合いと出土遺物から、14 ～ 15 世紀に属するものと考えられる。

10 号溝

　調査区の北側に位置し、3号溝に切られ、6・10 号不明遺構を切る。規模は長さ 5.5m、幅 0.8m、

深さ 7cmで東流する。

出土遺物 ( 第 192 図 )

　21 は瓦質土器の鍋か。20 と同様の形態になるものと考えられる。

　切り合いと出土遺物から、14 ～ 15 世紀に属するものと考えられる。

11 号溝

　調査区の北側に位置し、1号溝に切られ、7・8 号土坑を切る。規模は長さ 16m、幅 1.2m、深

さ 15cmで東流する。く字形に検出され、1号溝とほぼ同位置にあることから、掘り直される前

の区画溝である可能性もある。



― 257 ―

第 192 図　Ⅱ -3 区 1～ 11 号溝出土遺物実測図 (1/3)
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出土遺物 ( 第 193 図 )

　1 は須恵器の坏である。高台が外に開くものである。2は瓦質土器の擂鉢である。口縁を内面

に粘土を貼り付けることにより肥厚させる。

　切り合いと出土遺物から 14 世紀前後に属するものと考えられる。

12 号溝

　調査区の北西側に位置し、1号溝に切られる。規模は長さ2.75m、幅0.45m、深さ3cmで東流する。

出土遺物はなく、時期等は不明である。

13 号溝

　調査区の北西側に位置する。規模は長さ 3.7m、幅 0.65m、深さ 5cmで北流する。

出土遺物 ( 第 193 図 )

　3は瓦質土器の壷か。磨滅が著しく調整は不明瞭だが、内面にナデの痕跡が残る。4は陶器の壷か。

口縁を強く屈曲させる。外面下端にわずかに釉が見られる。

　出土遺物から近世に属するものと考えられる。

14 号溝 ( 図版 73)

　調査区の北側に位置し、12 号土坑、1・3 号溝に切られる。規模は長さ 11.9m、幅 1.3m、深さ

45cmで北流する。1号溝とほぼ同位置にあることから、掘り直される前の区画溝である可能性も

ある。

　出土遺物はないが、切り合いから中世以前に属するものである。

15 号溝

　調査区の北東側に位置し、4号溝に切られ、6号土坑、8号溝、4号不明遺構を切る。規模は長

さ 5.4m、幅 0.4m、深さ 20cm を測り、床面は凹凸があるものの傾斜は認められない。埋土中か

ら拳大の礫が検出されており、近代の水路等である可能性がある。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器片が出土している。

　出土小片から近世の溝と考えられ、4号溝との切り合い認識を誤った可能性がある。

16 号溝

　調査区の中央南よりに位置し、18 号溝に切られ、3・4 号住居跡、16 号土坑を切る。規模は長

さ 18.4m 以上、幅 1.25m、深さ 20cmで東流する。

出土遺物 ( 第 193 図 )

　5 は土師器の椀である。磨滅のため調整は不明である。6は須恵器の蓋である。天井外面回転

ヘラケズリ、内面不定方向ナデ、他は回転ナデを施す。この他中世の土師器片が出土している。

　切り合いと出土遺物から、6世紀後半ないしは中世に属するものと考えられ、中世に属する可

能性が高い。
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第 193 図　Ⅱ -3 区 11 ～ 18 号溝出土遺物実測図 (1/3)
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17 号溝 ( 第 194 図、図版 73･74)

　調査区の南側に位置し、4～ 6・8・11・16・19・25・35・39 ～ 41 号住居跡、14 号土坑、18・

22 号溝を切る。規模は長さ 33m以上、幅 3.15m、深さ 40 ～ 85cmで東流する。土層から 2回以

上の掘り直しの可能性が指摘できる。

出土遺物 ( 第 193 図 )

　7 は瓦質土器の火鉢である。2条の突帯間にスタンプが付される。8は瓦質土器の擂鉢である。

7～ 8本 1 単位の擂り目が施される。9は白磁の椀である。10 は土師器の甕である。磨滅のため

調整は不明である。11 は土師器の壷か。内外面共にハケを施す。12 ～ 15 は須恵器である。12

は坏である。外面に灰被りが見られ、受け部に重ね焼きの際の蓋の口唇部が付着する。13 は蓋

である。宝珠形のつまみがつく。14 は坏である。高台が外方に向かって開く。15 は壷か。高台

が内傾し、外面回転ヘラケズリ、内面回転ナデを施す。

　一部古墳時代から古代の土器を含むものの、切り合いと出土遺物から 12 世紀～ 14 世紀に属す

るものと考えられる。

18 号溝 ( 第 194 図、図版 74･75)

　調査区の北側から中央に位置し、17 号溝に切られ、4・19・23 ～ 25・27・32・33・35・38・

第 194 図　Ⅱ -3 区 17 ～ 19・23 号溝土層・出土状況実測図 (1/40、1/20)

17

18

19

19

23

9.7m

9.6m

9.
9m

9.8m

9.9m

9.9m

0

0

1m

2m
17 号溝
1灰黄褐色粘質土
2褐灰色粘質土、橙色土ブロック含む
3褐灰色粘質土、2より暗い
4褐灰色粘質土、マンガン多く含む

19号溝
1灰黄褐色粘質土
2橙色粘質土、やや粗
3黒褐色粘質土、やや粗
4褐灰色粘質土
5褐灰色粘質土、4より暗い

18号溝

1暗灰黄色粘質土

2暗灰黄色粘質土、

　1よりやや暗い

3褐灰色粘質土
　＿ 16号溝埋土

23号溝

1黒褐色粘質土

2褐灰色粘質土

1 1

1

2

2

4

5

3

1

2

2

4 3

3



― 261 ―

第 195 図　Ⅱ -3 区 19 号溝出土遺物実測図 (1/3)
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39・42 号住居跡、17 号土坑、16・19・21・23 号溝を切る。規模は長さ東西方向 10.7m 以上、南

北方向 22.3m 以上、幅 1.1 ～ 3.3m、深さ上段で 30 ～ 100cm、下段 10cm である。段部分で急激

に深さを増し、下段では直角に東に折れることから、段形成時期以降に掘削されたと考えられる。

出土遺物 ( 第 193 図 )

　16 は瓦質土器の火鉢である。脚部のみが遺存する。17 は瓦質土器の風炉もしくは火鉢か。わ

ずかに外湾する高台が付き、上部に突帯が 1条付される。18 は瓦質土器の擂鉢である。内面ハケ

後 5本 1単位の擂り目、外面はハケ後指頭圧痕が施される。19 は瓦質土器の鉢である。内外面共

にハケを施す。20 は白磁の香炉である。外面に蓮華文を施す。21 は白磁の皿である。口唇部は

釉がかき取られる。22・23は須恵器の坏である。22は外面に灰被りが見られる。24は平瓦である。

外面にタタキを施し、内面には布目が見られる。端部には切断痕が残る。

　切り合いと出土遺物から 13 ～ 15 世紀に属するものと考えられる。

19 号溝 ( 第 194 図、図版 75･76)

　調査区の南側に位置し、18 号溝に切られ、7・10・11・13・21・23・27・30 号住居跡、23・24

号溝を切る。規模は長さ 30m以上、幅 1.75m、深さ 50cmを測り、床面は凹凸があるものの傾斜

は認められない。西側の隣接調査地である延永ヤヨミ園遺跡ⅣA区の 11 号溝と同一である。検

出範囲の中央やや西より、23 号住居跡の脇に当たる部分で須恵器がまとまって出土している。

出土遺物 ( 第 195･196 図、図版 101･102)

　1 ～ 18 は須恵器である。1～ 3 は坏である。2は高台端部が外方に突出し、3は高台部自体が

外反する。4～ 7 は壷である。4は高台が剥離しており、6・7 は高台を持たない。5は頸部に 2

条の沈線を付し、6と共に頸部の屈曲が緩い。7は胴部最大径で明確に段を有し、それより上面

はカキメを施す。外面上部は自然釉がかかり、内面に灰被りが見られることから無頸壷であろう。

8は壷である。荒堀雨久保遺跡出土例とほぼ同一になるものと考えられる。綱様の帯状突帯から

下向きに木の葉文のスタンプが付される。9は椀である。外面上部カキメ、外面下位ヘラケズリ、

底部内面不定方向ナデ、他は回転ナデを施す。10 ～ 12 は蓋である。10 は内面に当て具痕が見ら

れる。13 ～ 17 は坏である。16 の内面に当て具痕が見られる。10 ～ 16 は 23 号住居跡の脇からま

とまって出土した須恵器である。18 は甕である。内外面共に灰被りが見られる。頸部内面下端に

ハケ状の工具痕が見られる。19 は土師器の甕である。磨滅のため調整は不明である。20 は弥生

土器の小型甕か。平底を呈し、内外面共にハケを施す。第 196 図 1 は土師器の壷である。球形を

なし、全体的に磨滅するものの、外面ハケ、内面ケズリを施す。

　古墳時代後期の土器が一定量見られるものの、切り合いと出土遺物から 7世紀末～ 8世紀前半

に属するものと考えられる。このことから、溝内でまとまって出土した坏類は周囲の住居跡から

の流れ込みであると考えられる。

20 号溝

　調査区の西端に位置する。規模は長さ 12.3m 以上、幅 1.75m、深さ 30cmで南流する。最南端

で 200 × 100cm、深さ 100cm ほど土坑状に深くなっており、礫・土器が出土した。26 号溝と同

一である可能性がある。
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第 196 図　Ⅱ -3 区 19 ～ 26 号溝出土遺物実測図 (1/3、1・8は 1/4)
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出土遺物 ( 第 196 図 )

　2 は土師器の甕である。磨滅が著しいが、内面に一部ハケが施される。第 196 図 8 と同一であ

る可能性がある。3は須恵器の坏である。混入品か。

　出土遺物から 19 世紀に属するものと考えられる。

21 号溝

　調査区の東側に位置し、18 号溝に切られ、8・35・40 号住居跡を切る。規模は長さ 10m、幅 1.1m、

深さ 20cmを測り、中央が高く東西両方向に傾斜する。

　出土遺物はないが、切り合いから中世に属するものか。

22 号溝

　調査区の西側に位置し、15 号住居跡、17 号溝に切られる。規模は長さ 3.1m、幅 1.3m、深さ

15cmで北流する。住居跡や溝に切られるものの、弧状に検出されており、区外に伸びて円形周

溝状遺構になる可能性もある。

出土遺物 ( 第 196 図、図版 102)

　4 は弥生土器の甕である。平底を呈し、磨滅が著しいが、外面にハケ目が残る。5は弥生土器

の高坏である。ややずれるが上下に 2段の穿孔が、4箇所に穿たれる。

　切り合いと出土遺物から、弥生時代後期後半頃に属するものと考えられる。

23 号溝 ( 第 194 図、図版 76)

　調査区の南側に位置し、18・19 号溝に切られ、19・26・36 ～ 38 号住居跡、17 号土坑を切る。

規模は長さ 8.4m、幅 1.45m、深さ 30cmで西流する。

出土遺物 ( 第 196 図 )

　6 は土師器の小型壷か。磨滅のため調整は不明である。7は瓦器椀か。磨滅のため調整は不明

である。この他、後述するすり・叩き石が出土している。

　出土遺物が小片で少ないため明確ではないが、古墳時代後期もしくは中世の可能性がある。た

だし、切り合いからすれば、古墳時代後期に属するものか。

24 号溝

　調査区の南側に位置し、10 号住居跡、19 号溝に切られる。規模は長さ 3.4m、幅 0.45m、深さ

5cmを測り、床面は水平である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器片・須恵器片が出土している。

　切り合いと出土小片から、古墳時代後期に属し、10 号住居跡との切り合いを誤認したものと考

えられる。

25 号溝

　調査区の西側に位置し、15 号住居跡に切られる。規模は 2.6m、幅 0.65m、深さ 15cmを測り、

床面は水平である。15 号住居跡の床面から検出され、17 号住居跡と並行することから、どちら
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かの住居跡と同一である可能性もある。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器片が出土している。

　切り合いと出土小片から、弥生時代終末～古墳時代初頭ないしは古墳時代後期に属するものか。

26 号溝

　調査区の西側に位置する。規模は長さ 1.85m 以上、幅 0.75m、深さ 10cmで北流する。段落ち

に切られるため詳細は不明である。20 号溝と同一である可能性がある。

出土遺物 ( 第 196 図 )

　8・9 は 20 号溝出土遺物と接合した遺物である。8は土師器の甕である。外面ナデ、内面当て

具痕が見られる。内外面共に下位にハケ目が見られる。9は陶器の鉢である。擂り目が見られな

いことから捏ね鉢か。10 は陶器の鉢である。肥前焼であろう。胴部に横向きに釉により文字が書

かれており、「座」ないしは「庖」「店」と考えられる。

　出土遺物から 19 世紀に属するものと考えられる。

(4)　その他の遺構

　本調査区では 13 基の不明遺構が検出された。ただ 7・8号不明遺構については、遺構の位置の

記入モレにより不明となってしまった。

1号不明遺構 ( 第 197 図 )

　調査区の北東側に位置し、2号溝、2号不明遺構に切られ、5号土坑を切る。規模は 210cm ×

75cm以上、深さ 10cmである。浅い土坑状の遺構である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器・瓦質土器片が出土している。切り合いと出土小片から中

世に属するものと考えられる。

2号不明遺構 ( 第 197 図 )

　調査区の北東側に位置し、2・3 号溝に切られ、1 号不明遺構を切る。規模は 105cm 以上×

80cm以上、深さ 7cmである。1号不明遺構と同様、浅い土坑状の遺構である。

出土遺物 ( 第 199 図 )

　1 は土師器の椀か。磨滅のため調整は不明である。この他、後述する耳環が出土している。

　切り合いと出土遺物から、中世に属するものと考えられる。

3号不明遺構 ( 第 197 図 )

　調査区の北東側に位置し、10 号土坑、8号溝に切られる。調査段階では 1・2 号住居跡に切ら

れると認識していたが、出土遺物からすればこちらが切っており、認識を誤ったものと考えられ

る。規模は 330cm以上× 200cm以上、深さ 5cmである。角を持つことから住居跡である可能性

も考えられたが、床面が斜めになるため不明遺構とした。

出土遺物 ( 第 199 図 )

　2 は土師器の坏ないしは高坏か。磨滅のため調整は不明である。古墳時代後期に属するものか。

3は土師器の皿である。磨滅が著しいが、糸切の痕跡が見られる。4は土師器の坏か。磨滅のた
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め調整は不明である。5は土師器の鍋か。ヨコナデを施し、外面に煤が付着する。

　切り合いと出土遺物から 12 世紀頃に属するものと考えられる。

4号不明遺構 ( 第 197 図 )

　調査区の北東側に位置し、15 号溝に切られ、8号溝を切る。規模は 180cm 以上× 40cm以上、

第 197 図　Ⅱ -3 区 1～ 5号不明遺構実測図 (1/40)
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第 198 図　Ⅱ -3 区 6・10・11 号不明遺構実測図 (1/40)
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深さ 15cmである。長方形の浅い土坑状の遺構である。

　図化に耐えうる資料はなく、瓦片が出土している。切り合いと出土小片から中世に属するもの

と考えられる。

5号不明遺構 ( 第 197 図 )

　調査区の北側に位置し、1号溝に切られ、9号溝を切る。規模は 160cm以上× 150cm以上、深

さ 5cmである。浅い土坑状の遺構である。

出土遺物 ( 第 199 図 )

　7 は瓦質土器の甕か。頸部外面に指頭圧痕、他は回転ナデを施す。頸部内外面にハケ状の工具

痕跡が見られる。

　切り合いと出土遺物から、14 ～ 15 世紀頃に属するものと考えられる。

6号不明遺構 ( 第 198 図 )

　調査区の北側に位置し、3・10 号溝に切られ、1号土坑を切る。規模は 295cm × 250cm 以上、

深さ 15cmである。残存部が偏五角形をなす浅い土坑状の遺構である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器・須恵器片が出土している。切り合いと出土小片から中世

に属するものと考えられる。

10 号不明遺構 ( 第 198 図 )

　調査区の北側に位置し、10 号溝に切られ、11 号不明遺構を切る。規模は 280 × 250cm、深さ

第 199 図　Ⅱ -3 区不明遺構出土遺物実測図 (1/3)
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5cmである。浅い土坑状の遺構である。

出土遺物 ( 第 199 図 )

　6 は土師器の坏か。磨滅が著しく調整は不明である。

　切り合いと出土遺物から、中世に属するものと考えられる。

11 号不明遺構 ( 第 198 図 )

　調査区の北側に位置し、10 号不明遺構を切る。規模は 330 × 300cm、深さ 10cmである。残存

部が三角形をなす浅い土坑状の遺構である。

第 200 図　Ⅱ -3 区 9・12・13 号不明遺構実測図 (1/40)
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　図化に耐えうる資料はなく、土師器・陶磁器片が出土している。切り合いと出土小片から中世

に属するものと考えられる。

7号不明遺構

　記入モレのため、位置ならびに規模は不明である。　図化に耐えうる資料はなく、土師器・須

恵器・陶磁器片が出土している。出土小片から中世に属するものと考えられる。

8号不明遺構

　記入モレのため、位置ならびに規模は不明である。

出土遺物 ( 第 199 図 )

　10 は青磁の椀である。磨滅のためか白い斑点状に釉が剥がれる。11 は陶器の壷ないしは瓶か。

内外面共に上方からの釉垂れが見られる。内面にケズリ状の痕跡が見られる。

　出土遺物から 13 世紀頃に属するものと考えられる。

9号不明遺構 ( 第 200 図 )

　調査区の北西側に位置し、1号溝に切られる。規模は 250cm以上× 160cm以上、深さ 25cmで

ある。擂鉢形をなす土坑状の遺構である。

出土遺物 ( 第 199 図 )

　8は陶器の鉢である。胴部中位以下は露胎となるが、内外面共に釉薬が磨滅のため剥離している。

9は磁器の皿である。高台が欠損するが、露胎となるものと考えられる。釉はオリーブ灰色を呈

する。

　切り合いと出土遺物から近世に属するものと考えられる。

12 号不明遺構 ( 第 200 図 )

　調査区の北東端に位置し、5・6号溝、18 号土坑に切られる。規模は 450cm以上× 225cm以上、

深さ 40cmである。南西側にテラスを持つが、性格等は不明である。

　出土遺物はなく時期等は不明である。

13 号不明遺構 ( 第 200 図 )

　調査区の中央東側に位置する。8号住居跡のすぐ脇から土器が検出された。周囲に柱穴がいく

つか認められるものの削平された住居跡と確定できず、不明遺構とした。

出土遺物 ( 第 199 図 )

　12は土師器の脚付鉢か。磨滅のため調整は不明である。外面に黒斑が見られる。13は鉢である。

磨滅のため調整は不明で 12 と同一個体の可能性がある。

　出土遺物から古墳時代初頭～前期前半に属すると考えられる。

その他の遺構出土遺物 ( 第 201 図、図版 76･102)

　その他のピット等の遺構、および遺構外から出土した遺物について報告する。

　1は土師器の甕である。3号住居跡南側のピットからまとまって出土した。外面はハケの他、



― 271 ―

中位に一部タタキを施し、内面ケズリ後ナデを施す。外面下位に黒斑が 2箇所見られ、内面下位

には赤色顔料を塗布している可能性がある。P-132・133 出土。2は土師器の高坏である。口縁は

直線的に伸び、磨滅のため調整は不明である。P-175 出土。3・4 は土師器の椀である。共に磨滅

するが一部に工具痕様の痕跡が見られる。3の外面下位に黒斑が見られる。3は P-122 出土。4は

P-101 出土。5は土師器の椀か。平面が歪んでおり、楕円形を呈する。磨滅のため調整は不明であ

る。外面に黒斑が見られる。P-122 出土。6は土師器坏である。外面下位はケズリ後ナデ、他は

ミガキを施す。P-88出土。7は土師器のミニチュア土器である。ユビナデで調整する。P-161出土。

8は土師質土器の火鉢か。口縁は粘土折り返しにより三角形に仕上げ、脚は粘土を 3箇所に貼り

付けている。内外面共にヨコナデを施す。胎土は砂粒が多く粗い。P-173 出土。9は白磁の椀か。

P-64 出土。10は陶器の皿か。底部が露胎となり、他は灰黄緑色の釉を施す。11は陶器の鉢である。

口縁から胴部中位まで内外面ともに灰白色の釉が施される。

第 201 図　Ⅱ -3 区ピット出土遺物実測図 (1/3)
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第 202 図　Ⅱ -3 区特殊遺物実測図① (1/2、1は 1/1、13 は 1/3)
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第 203 図　Ⅱ -3 区特殊遺物実測図② (1/2、14・15 は 1/4、25 は 1/3)
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特殊遺物 ( 第 202 ～ 204 図、図版

102･103)

　本調査区で出土した特殊遺物に

ついてまとめて報告する。

　1は管玉である。径 0.4cm、孔径

0.2cm を測る。緑色凝灰岩製。8号

住居跡出土。2はスクレイパーない

しは石匙か。下部及び左側縁部に

両面から調整を施す。両面共に主要

剥離面、表面に原石面を残す。石鏃の未製品の可能性もある。黒曜石製。1号溝出土。3・4 はス

クレイパーか。3は、右側縁は表面から、左側縁は両面から調整を施し、刃部を形成する。両面

共に主要剥離面、表面に原石面を残す。表面の風化が著しい。黒曜石製。3・9号住居跡混在出土。

4は、右側縁は表面から、左側縁は両面から調整を施し、刃部を形成する。下位に一部のみ研磨

痕が見られる。安山岩製。20 号住居跡出土。5はすり石である。下面のみ使用しており、わずか

に朱の付着が見られる。花崗岩製。23 号住居跡出土。6はすり・叩き石である。折損部が多いも

のの、上面にすり及び叩きの痕跡が見られる。安山岩製。23 号溝出土。7は砥石か。全体的に研

磨の痕跡は少なく、右側面には研磨が見られない。さほど使用していないか、棒状のすり石など

になるか。安山岩質凝灰岩製。3号住居跡出土。8～ 12 は砥石である。8は上面のみが砥面とし

て遺存しており、石質から仕上げ砥と考えられる。頁岩製。1号溝出土。9は上面のみを砥面とし、

幅2.4cm、深さ0.4cmほど弧状に凹む。石質から仕上げ砥と考えられる。細粒砂岩製。6号土坑出土。

10 は扁平な川原石を利用したもので、上面ならびに右側面を砥面とする。石質と大きさから持ち

砥の仕上げ砥と考えられる。片岩製。P-50出土。11は上面ならびに左側面が砥面として遺存する。

上面には金属製刃器の研磨痕が残る。石質から仕上げ砥と考えられる。頁岩製。13 号土坑出土。

12 は上面を砥面とし、他の面を研磨により面取りする。中央付近に蒲鉾形の段差がわずかに認め

られ、硯の再利用品であろう。大きさと石質から持ち砥の仕上げ砥と考えられる。輝緑凝灰岩製。

10 号土坑出土。13 は五輪塔空風輪である。凝灰岩製。18 号土坑出土。14・15 は台石である。14

は上面にわずかに叩きおよびすりの痕跡が見られる。斑岩製。15 号住居跡出土。15 は上面にわ

ずかにすりの痕跡が見られる。斑岩系石材製。27 号住居跡出土。16 は石庖丁である。杏仁形を

呈し、3つの孔が穿たれ、2つの穿孔途中の凹みが見られる。孔の位置からすれば、左から 2番

目と右端の孔、左端の孔と右から 2番目の凹みが対になるか。紐ずれがさほど見られず、刃部の

磨り減りも少ないことから、使用回数が少ないものと考えられる。中央の孔が径 0.15cm ほどで

あることから鉄錐を使用していると考えられる。頁岩製。出土地不明。17 は不明鉄製品である。

欠損するものの先端が刺又状になるものと考えられ、断面は四角形を呈する。1号溝出土。18 は

釘か。幅が太く、先端がわずかに曲がる。12 号土坑出土。19・20 は耳環である。19 は楕円形を

呈する。P-18 出土。20 は端部が細まり、上下にずれる。2号不明遺構出土。21・22 は刀子である。

同一個体と思われる。21 は基部端で断面四角形を呈する。22 は刃部先端で錆のためかやや厚く

なる。P-57 出土。23 は舌状土製品である。上端に径 0.75cm の孔を斜めに穿つ。焼成は良好で、

第 204 図　Ⅱ -3 区特殊遺物実測図③ (1/2)
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全体にユビナデを施し成形する。13 号住居跡出土。24 は土玉である。欠損部が多いが、ナデで

成形したものと考えられる。29 号住居跡出土。25 は木製桶である。厚さ 0.6cm の底板の周囲に

厚さ 0.3cmの板を 2周させ、桜の皮を返し縫いで 3回以上往復させ綴じる。底板と側板は径 0.2cm

程のピンで留められており、5箇所以上あるものと考えられる。上端まで遺存している部分が少

ないものの、側板の上面には幅 0.7cm 程の間隔毎にキザミが施される。側板内面には縦方向の線

が刻まれ、間隔は 0.4 ～ 0.7cm と一定しない。側板の下から 4cm程の部分には径 0.6cm の孔が穿

たれる。孔周辺は擦痕が認められず、紐などを通したものではなく、用途は不明である。6号土

坑出土。第 204 図 1・2 は不明土製品である。断面台形で紡錘車状の形態をなし、中央に径 2mm

の孔を二つ斜め方向に穿つ。ピットからの出土であり詳細は不明である。1はP-53、2はP-46出土。

(5)　小結

　Ⅱ－ 3区は、先にも述べたように、調査区中央に比高差 1m強の段があり、その上段では弥生

時代終末、古墳時代後期を中心とした住居跡が集中し、古代・中世の溝がそれらを切る。下段は

中世～近現代までの遺構が中心となり、古墳時代以前の遺構は北端の住居跡 2軒ほどである。段

の形成は中世になされたと考えられるが、中世の遺構自体も段直下にはほとんど見られない。そ

のことから、中世期に一度段造成を行ったものの、現在ほどの比高差はなく、比較的緩やかな段

を作っており、現在と同じ地形になったのは、26 号溝が形成される 19 世紀以降のことと考えら

れる。また、現在は段に切られているものの、他の調査地点の状況から、古墳時代には斜面の下

位に立地する 1・2号住居跡周辺まで多くの住居が営まれていたものと考えられる。

　住居跡は古墳時代後期例と弥生時代後期～古墳時代初頭例で、およそ 3：2 の割合で検出され

ており、他調査区と大きな差異は認められない。当該期の住居跡は隣接する調査地である延永ヤ

ヨミ園遺跡Ⅳ a区でも 80 軒以上が検出されており、さらに南側の延永ヤヨミ園遺跡Ⅰ区でも本

調査区側を中心に 70 軒以上の住居跡が検出されている。以上から、周辺地域を含めて丘陵上で

第 6表　Ⅱ -3 区特殊遺物一覧表
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一大集落が展開されており、本調査区はその一部であるといえる。そのため、集落の展開等は本

調査地点のみで行うのではなく、他地点も含めた上で、後に行う。

　古代になると 19 号溝が掘削され、同様の溝がⅣ a区まで延伸する。19 号溝はⅣ a区において

古代の道路状遺構と直角に交わりそこで途切れる。この溝の他には目立った当該期の遺構はない。

他地域を含め区画溝と考えられるような溝は何本か検出されているものの、建物などの遺構は、

北端のⅤ -1・Ⅱ -2 区を除いてほとんど検出されていない。

　中世以降では、区画溝が重複しながら掘削され、丘陵下の低地部分では井戸が掘削される。こ

れらも他調査区と大きな差異は認められない。

第 205 図　Ⅱ -4 区遺構配置図（1／ 200）

第 7表　Ⅱ -4 区遺構一覧・対照表
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Ⅱ -4 区
　Ⅱ -4 区は調査範囲の中央やや北よりに

位置し、Ⅱ区内では西側に位置する。現

況が墓地であったため旧地形の改変がさ

ほどないものと考えていたが、表土を剥

ぐと谷の落ちが始まっており遺構はほと

んど確認されなかった。確認された遺構

は溝 5 条、ピット 4 基のみである。標高

は 7.9 ～ 9.0m である。

(1)　溝

　調査区内で 5 条の溝が検出された。全

て東西方向に走っており、2号溝について

は検出段階では 1 号溝と別の溝と認識し

ていたものの、掘削により 1 条と判断し

たため欠番としている。

1号溝

　調査区の南端に位置する。規模は長さ

5.5m 以上、幅は南側上場が調査区端に切

られるため不明、深さ 40cm で東流する。

調査当初は平面で 2 条の溝が確認された

が、掘削して土層を確認した結果、1本の

溝とした。

出土遺物 ( 第 207 図 )

　1 は平瓦である。外面に縄目のタタキ、

内面は磨滅のため不明である。2は瓦器椀

である。口縁端部がわずかに突出する。3

は備前焼の擂鉢である。口縁のみが遺存

し明確ではないものの 8 本の擂り目が見

られる。4は瓦質土器の火鉢深鉢である。

底部から 2.5cm上方に突帯を 1条付す。

　出土遺物から 15 世頃に属するものと考

えられる。

3号溝

　調査区の南西側に位置し、4号溝を切る。規模は長さ 1.8m以上、幅 0.6m、深さ 20cmで東流する。

調査区端から伸びており全長は不明である。

　図化に耐えうる資料はなく、土師器、須恵器、瓦器の小片が出土している。

第 206 図　Ⅱ -4 区調査区土層実測図 (1/40)
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　切り合いと出土破片から中世に属するものと考えられる。

4号溝 ( 第 206 図、図版 77・78)

　調査区南側に位置し、3号溝に切られる。規模は 8.5m 以上、幅 0.6m、深さ 35cmで東流する。

下場は最大 3.3mを測り、北端に幅 0.7m、深さ 20cmの溝が走る。埋土はにぶい黄褐色土である。

底部の溝は胎土にマンガンが多く含まれており、道路状遺構である可能性も考えたが、硬化面、

波板状遺構などは発見されなかった。

出土遺物 ( 第 207 図 )

第 207 図　Ⅱ -4 区出土遺物実測図 (1/3)
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5 は須恵器の坏である。高台部分のみが遺存している。内外面共に回転ナデを施す。6は須恵器

の蓋である。逆刺がわずかに付く。内外面共に回転ナデを施す。7は土師器の小壷である。内外

面共に磨滅している。

　出土遺物から 7世紀頃に属するものと考えられる。

5号溝 ( 第 206 図、図版 77・78)

　調査区の中央やや南側に位置する。規模は、長さ 6.4m以上、幅 1.9m、深さ 45cmで東流する。

埋土は明黄褐色土でマンガンを多く含む。下場は幅 90cmを測り、3基のピットが見られる。

出土遺物 ( 第 207 図 )

　8 は須恵器の甕である。内外面共に回転ナデを施す。

　出土遺物から古墳時代後期に属するものと考えられる。

6号溝

　調査区の北側に位置する。規模は長さ 3m以上、幅 1.4m、深さ 10cmで東流する。埋土はにぶ

い褐色土である。北東に向かって傾斜する谷の斜面に位置する。

出土遺物 ( 第 207 図 )

　9 は須恵器の蓋である。外面回転ヘラケズリ、つまみ部回転ナデ、内面不定方向のナデを施す。

　出土遺物から 7世紀末～ 8世紀に属するものと考えられる。

(2)　その他の遺構 ( 第 207 図 )

　ここでは、その他のピットや遺構外から出土した遺物について報告する。

　10 は土師器の坏か。底部に糸切の痕跡が見られる。11 は須恵器の壷か。高台が踏ん張り、内

外面共に回転ナデを施す。12 は平瓦である。外面に縄目のタタキを施す。10 ～ 12 は P-2 出土。

13 は土師器の皿である。底部に糸切の痕跡が見られる。P-4 出土。14 は須恵器の坏である。低い

高台が付き、内外面共に回転ナデを施す。15 は瓦質土器の甕である。底部に板目の痕跡が残り、

外面格子目のタタキ、内面ハケを施す。16 は瓦質土器の擂鉢である。遺存度が低いものの、5本

の擂り目が残る。17 は土師器の壷か。口縁上面は直線的になり、二重口縁壷の上部がはがれたも

のである可能性もある。14 ～ 17 は包含層出土。

(3)　小結

　Ⅱ -4 区ではほとんど遺構が検出されず、北東側に向かって緩やかに傾斜する地形が確認された。

周辺地形から北東方向に広がる谷が、延永ヤヨミ園遺跡Ⅲ区で検出された谷につながるものと考

えられ、本調査地点が谷の落ち際部分にあたるものと考えられる。また、落ち際が北西方向にカー

ブすることから、本調査地点と溜め池部分が端にあたると言える。さらに、Ⅱ -1 区やⅤ -5 区で

は落ちが確認されていないことから、本調査地点の北側部分では谷筋の幅が狭くなっており、8m

ほどしかないものと考えられる。
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Ⅱ -1 区の補記
　Ⅱ -1 区については、既に 2012 年 3 月に『東九州自動車道関係埋蔵文化財調査報告 2　延永ヤ

ヨミ園遺跡Ⅱ区 1』において報告したところであるが、24 号土坑および 1号住居跡の出土遺物が、

Ⅱ -3 区の整理中に発見されたためここで報告する。遺構の内容については報告済みであるが再掲

する。なお、未報告であった 12 号土坑出土の獣骨については、骨分析のみであるためⅣ章の科

学分析で報告する。

24 号土坑

　調査区東側やや南より、調査区の端に位置する。規模は径

150cm、深さ100cmの円形土坑である。最深部の標高は4.7mで、

水湧きはなく、溜め井戸と考えられる。埋土は上層が褐灰色土、

明黄橙色土、灰黄褐色土、中層が黒褐色土、下層がにぶい黄褐

色粘質土である。

出土遺物（第 208 図、図版 103）

　1 は土師器の皿である。底部に糸切の痕跡が見られ、口縁端部を丸く仕上げる。この他、図化

に耐えないものの緑釉陶器の破片が出土している。

　出土遺物から、12 世紀頃の井戸と考えられる。

1号住居跡出土遺物 ( 第 208 図 )

　2 はガラス小玉である。側面に径 2.5mmの孔が開いており、引き伸ばした際に気泡が入ってお

り割れたものと考えられる。色調はコバルトブルーである。P-1 出土。

第 208 図　Ⅱ -1 区出土遺物

実測図 (1 は 1/3、2は 1／ 1)

1

2

0

0
5cm

1cm

土 24 住 1
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Ⅳ　科学分析

延永ヤヨミ園遺跡 12 号土坑から出土した獣骨の同定
中村賢太郎（パレオ・ラボ）

１　はじめに
　福岡県行橋市に所在する延永ヤヨミ園遺跡の発掘調査では、古代の井戸と考えられる土坑から

獣骨複数体が出土した。ここでは獣骨の同定結果を報告する。

２　試料と方法
　試料は、調査区南東側に位置するⅡ -1 区 12 号土坑から出土した獣骨である。12 号土坑は、径

210㎝、深さ 280㎝の円形土坑で、7世紀末～ 8世紀の井戸と考えられている。獣骨が出土したの

は 5層や 4層の灰色粘土層である。5層と井戸の底の間には 6層と呼ばれる灰色粘土層が数十㎝

堆積する。発掘調査時に 5層からイヌ頭部、4層からウマ全身の出土が確認されている。獣骨以

外には、6層で斎串、5層で貝類などが出土している。

　同定は、肉眼で現生標本との比較により行った。計測は、Driesch（1976）を参考に、小型の

骨はノギスで、大型の骨は方眼紙上で行った。

3　結果と考察
　12 号土坑から出土した獣骨を同定した結果、イヌ、ウシ、ウマが認められた。

 

　イヌは、発掘調査現場で確認されていた頭蓋骨と左右の下顎骨以外にも、頸椎、腰椎、左右の

肋骨、左右の肩甲骨、右上腕骨、左右の尺骨、左右の寛骨、左右の大腿骨、左脛骨、指骨など、

1体分のほぼ全身が見られた。歯の萌出状態から成獣と考えられる。頭蓋骨の矢状稜が未発達で

あり、性別はメスの可能性が考えられる。遺存状態の良い部位が多く、切創が見られず、ほぼ全

身が揃っている点から、解体を経ず、全身が井戸内に置かれたと考えられる。

　ウシは軸椎 1点、右肩甲骨 1点、右寛骨 1点が見られた。一部の部位のみの出土であり、解体か、

腐敗してバラバラになったウシの骨が井戸内に置かれたと考えられる。

　ウマは 2体分が見られた。4層において全身が交連した状態で出土した個体は、頭蓋骨、左右

下顎骨、環椎、軸椎、頸椎、胸椎、腰椎、仙椎、尾椎、左右の肩甲骨、左右の上腕骨、左右の橈

骨、左右の尺骨、左右の中手骨、前肢左右の基節骨、前肢左右の中節骨、前肢左末節骨、左右の

寛骨、左右の大腿骨、右膝蓋骨、左右の脛骨、右距骨、右踵骨、右足根骨、左右の中足骨、後肢

左右の基節骨、後肢右中節骨、後肢左右の末節骨など、1体分のほぼ全ての部位が見られた。年

齢は、左下顎第 3前臼歯の歯冠高計測値から、16 歳頃と推定される。性別は、犬歯がある点から、

オスと推定される。体高は、頭蓋骨の長さ、下顎骨の長さ、四肢骨の最大長から、120 ～ 130㎝

第 8表　Ⅱ -1 区 12 号土坑出土動物遺体種名表
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と推定される。前肢左の基節骨から中節骨に、病変と思われる異常な骨の増殖が見られた。各部

位とも、遺存状態は良く、表面の磨滅、動物の咬み痕などは見られなかった。おそらく、ウマ遺

体は、堆積後、表面に曝されている時間は少なく、すぐに土に覆われたのだろう。また、切創は

見られなかった。首が反り返るような出土時の姿勢から、頸部で切断された可能性が考えられた

が、切断を裏付ける痕跡は確認できなかった。

　もう 1体は、左右橈骨、右尺骨、右中手骨、左大腿骨、左脛骨が見られた。上に記した個体に

比べ遺存状態は悪く、表面が磨滅し、四肢骨の骨端は欠けている。左橈骨、左大腿骨、左脛骨に

は解体時に付いた可能性のある切創が見られた。一部の部位のみの出土である点からも、解体さ

れたウマ骨が井戸内に置かれた可能性が考えられる。

　一部の部位のみが認められたウシとウマは、貝類などと共に廃棄された可能性が考えられる。

一方、ほぼ全身が認められたイヌとウマも廃棄された可能性と単なる廃棄ではない可能性の両方

が考えられる。つまり、イヌやウマの埋葬の場として井戸が利用された可能性や井戸に関する祭

祀が行われた可能性が考えられる。

 

【参考文献】
Driesch, Angela von den (1976) A guide to measurement of animal bones from archaeological sites. 137p，Peabody 
museum.
松井章（2008）動物考古学．312p，京都大学学術出版会．

西本豊弘・松井章編（1999）考古学と動物学．210p，同成社．

第 9表　12 号土坑出土の動物遺体一覧
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Ⅴ　総括

１　周辺地形について
　延永ヤヨミ園遺跡における旧地形は第 209 図のように復元される。地形は大きくは現在と変わ

らず、馬蹄形の丘陵をなし、中央には東側に開口する谷部がⅡ -1・3 区の間に入り込んでおり、

その西端がⅡ -4 区付近に当たる。丘陵上特に頂部付近では、弥生時代終末～古墳時代にかけて多

くの住居跡を中心とした集落が展開する。Ⅱ -2 区は丘陵の北端付近に当たり、現在直方行橋線

によって切られているため不明確ながら、そのすぐ北側の水田地帯では、試掘調査によって河川

堆積物が見られたことから、丘陵北側は現在と同じく比高差 2mほどの絶壁に近いものだったと

推測され、北側から丘陵にいたるアクセスは制限されていた可能性が高い。本調査区の北西側の

延永水取遺跡では丘陵の北側裾部で椿市廃寺に至る運河と推定される溝が確認されていることか

ら、丘陵の北側裾部に沿って航路があり、本遺跡へのアクセスルートとしては手前から南に折れ

て、中央の谷部に入ってくるルートが想定される。

２　時期ごとの遺構
　調査区ごとに時期ごとの遺構の変遷について示したものが、第 210( Ⅱ -2 区 )・211 図 ( Ⅱ -3 区 )

である。以下に調査区ごとに遺構の変遷を述べる。Ⅱ -4 区については、Ⅱ -3 区の変遷において

適宜触れる。

(1) Ⅱ -2 区の遺構変遷

　弥生時代後期後半に住居並びに溝が作られる。住居は同時に最大 14 軒程度が存在し、2～ 3回

の建て替えを行っているものと考えられる。調査区西側に多く検出され、東側や溝の周辺にはさ

ほど検出されなかった。19 号溝については方形周溝の可能性があるものの、調査区外に伸びてお

り詳細は不明である。溝や深い住居跡についての詳細は後述する。

　古墳時代中期には、中期前半頃に 30 号住居跡 1軒のみが検出されている。遺跡内の他の調査

区においても当該時期の遺構は希薄であり、集落としてどのような景観であったのかは、現段階

では不明である。中期末～後期前半以降には多数の住居跡が作られ、調査区全体に密に分布する。

切り合いが激しく明らかではないが、20 ～ 25 軒程度は存在し、各々 2～ 4 回の建て替えがあっ

たものと考えられる。検出できずに削平したものを勘案すると、これ以上の軒数、建て替えが想

定される。また、建物跡も 7棟見られ、北東側に分布する傾向が見られる。

　6世紀末頃になると住居跡が極端に減少し、7世紀後半には掘立柱建物跡が作られる。本調査

区で検出された 2号掘立柱建物跡は西側の延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ区で検出された建物群を含め、後

に検討する。8世紀代になると掘立柱建物跡を切って区画溝が作られるものの、内部からは建物

等の遺構が検出されておらず、その性格については不明である。

　中世以降では、溝と土坑のみが認められており、溝は周辺の調査を勘案すると屋敷地の区画溝

になる可能性が高い。しかしながら、当該時期の建物跡は認識できなかった。
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第 209 図　周辺地形復元図 (1/2,500)
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第 210 図　Ⅱ -2 区時期毎遺構変遷図 (1/600)
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第 211 図　Ⅱ -3 区時期毎遺構変遷図 (1/500)
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(2) Ⅱ -3 区の遺構変遷

　弥生時代後期後半の 3号住居跡を端緒として、弥生時代後期～古墳時代初頭にかけては上段に

のみ遺構が展開する。住居跡が中心で、重複が見られることから 6～ 7軒程度の住居が 2～ 3回

ほど建て替えられているものと考えられる。下段には遺構が見られないものの、3･9 号住居跡は

削平を受けており本来はより多くの住居跡が存在していたものと思われる。

　古墳時代前期中頃～中期までは、本調査区においては遺構はなく、遺物自体もほとんど認められ

ない。古墳時代後期前半頃になると、再び住居跡を中心として遺構が増加する。特に上段では多数

の住居跡が切り合い、同時に最大 8～ 9軒程度の住居が存在し、2～ 3回の建て替えを行っている

ものと考えられる。さらに下段北側でも 2軒の住居跡が検出されていることから、中央部にも住居

跡が少なからず存在していたものの削平のために遺存していないものと考えられる。

　古代においては、溝のみが検出されている。ただし、東側の延永ヤヨミ園遺跡Ⅳ a区では本調

査区の溝跡と直交する道路状遺構、東側のⅤ -4 区では規模・埋土等が類似した溝が検出されてお

り、北側のⅡ - Ⅰ区では井戸や道路状遺構が検出されていることから、全体の遺構配置プランの

上で検討する必要がある。また、Ⅱ -4 区では当該時期の溝跡が検出されていることから、Ⅱ -3

区の下段にも存在していたが、削平された可能性がある。

　その後 9・10 世紀代の遺構はなく、遺物が少量認められるのみであるが、中世、特に 12 世紀

以降になると、逆に下段を中心として、溝が多く検出される。内部の建物等は明らかにできなかっ

たが、1号溝や 3号溝は方形区画を形成している。段直下で遺構が検出されていることから、こ

の時期に地形改変がなされていると言える。

(3) Ⅱ区の遺構変遷

　いずれの時期においても、遺跡全体で再検討が必要であるが、延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ区の報告は

本書を持って終了することから、既報告のⅡ -1 区も含め、Ⅱ区全体の遺構変遷の傾向について簡

単に記述しておきたい。

　Ⅱ区では弥生時代後期中頃～後半に住居が出現し、古墳時代初頭～前期中頃にかけて丘陵の高

い部分を中心として分布する。一部の溝などを除き、Ⅱ区では住居がほとんどであり、居住域に

当たるものと考えられる。低い部分では整理中ながら井戸なども検出されており、標高の高い部

分に密集して居住していたものと考えられる。

　わずかな遺構の見られる古墳時代中期を経て、後期になると爆発的に住居が増え、分布域も標

高が低い部分まで拡大する。しかしながら、標高の高い部分で切り合いが激しいことから、居住

域の中心は変化していないが、人口の増加などにより居住域が拡大したものと考えられる。

　7世紀になると、標高の高い部分に建物が作られ、低い部分では道路並びに井戸が作られる。

古代には墨書土器、他の調査区では木簡などが出土していることから、建物も含め何らかの官衙

的性格が想定される。

　中世以降では、井戸や溝が中心であり、溝は区画溝と考えられる。しかしながら建物などは検

出されておらず詳細は不明である。
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３　Ⅱ -2 区検出の溝について
　Ⅱ -2 区検出の 10･13 号溝について、報文中において環濠である可能性について指摘した。溝は

Ⅱ -2 区を南北に貫く形で走っており、Ⅱ -1 区との境部分で東方向に折れ、調査区外に続く。規

模は南北 36m以上、東西 20m以上で、断面はV字ないし台形である。また、南辺の 17mほど北

側で南辺に平行する当該時期の 7号溝が検出されており、本調査区内では「ヒ」字形に検出され

ている。このまま西辺および南辺が直線的に伸びるとしても、地形が落ちていること、国道 201

号行橋インター関連建設事業で発掘調査を行った延永ヤヨミ園遺跡Ⅲ区において検出されていな

いことから、最大でも南北 40m、東西 150m規模は越えないものと考えられる。内部から検出さ

れた当該時期の遺構は住居跡 1軒のみしか検出されておらず、ほとんどの住居跡が西側の外部か

ら検出されている。1軒ある住居跡も調査区境にかかっており詳細が不明なため、溝内外の住居

跡で、方向や規則性などで溝との関係性を論じられるものはない。

　当該時期の環濠は、京築地域内では、上毛町唐原遺跡群、未報告であるが東九州自動車道建設

に伴い本館が調査を行った豊前市西ノ原遺跡・大西遺跡で見つかっている。唐原遺跡群は 3条の

環濠を持つとされ、いずれも地形に沿って円形に廻るものである。最も内側に掘削されたA環濠

は推定 11.5 万㎡で、溝幅 4m、深さ 1.5mで断面V字形を呈する。B・C環濠はさらに外側を廻っ

ており、全体で推定 30 万㎡にも達すると見られる。当該期の遺構は内部だけでなく外部からも

検出されている。西ノ原・大西遺跡は北西 -南東120m、南西 -北東100m以上で丘陵上を円形に廻っ

ており、内部に当該期の遺構が確認されている。溝は大きく削平されていると見られるが、幅2.3m、

深さ 0.7m で断面U字形を呈する。また、環濠ではないが、延永ヤヨミ園遺跡Ⅲ区において東西

23m×南北 21m、深さ 1m、断面台形の方形区画が検出されており、本調査区検出の溝とほぼ同

様の時期に属する。

　以上のように、京築地域の他遺跡の環濠は内部のみに遺構が存在するというわけではないもの

の、円形であり、本遺跡検出例とは趣を異にする。また、両遺跡共に規模が大きく、同じ性格の

ものではない可能性が高い。また、方形の中にさらに区画を持つヒ字形の類例が見られないこと、

断面V字形ではないことなど、直線距離 150mほど離れた延永ヤヨミ園遺跡Ⅲ区の方形区画とも

形態が著しく異なる。周囲の調査を行っていないため、これ以上の類推は避け、現段階では性格

は不明ながら、集落内の区画溝であるとしておきたい。

４　住居跡の深さおよび住居跡入口の構造について
(1)　住居跡の深さについて

　調査区内での住居跡の深さは、Ⅱ -3 区を含めても 5～ 30cm が主体となり、40cmを超えるも

のは 7軒のみである。この 7軒は、弥生時代終末～古墳時代前期に属するものが 5軒であり、古

墳時代後期に比べて、深い住居跡は当該時期に属するものが多いと言える。しかしながら、Ⅱ -2

区において検出された 44 号住居跡は深さ 1.2m と他の住居跡と比して著しく深く、隣接する住居

跡よりも倍以上深いことから、削平の可能性を考慮しても当時から差異があったことは間違いな

い。機能が異なる住居跡である可能性もあるが、手焙り形土器の出土以外には他の住居跡と出土
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第 212 図　付帯遺構付屋内土坑類型図 (1/100)

1: 黒田下原出口遺跡、2･5: 石筆遺跡、3･4･6･8：延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ区、7：安武深田遺跡 ( 各報告書より転載 )
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遺物の上では差が無く、また本遺跡の他の手焙り形土器出土住居跡の深さは周囲と同一である。

深いことでの利点は、夏涼しく、冬暖かいなどが想定されるが、そもそも深さ 1mを超えるよう

な住居跡は京築地域全体を見渡しても類例が無く、深い住居跡の存在意義および機能については

現段階では不明である。

(2)　住居跡入口の構造および屋内土坑について

　上述した 44 号住居跡において、報文中にも述べたように炉跡と屋内土坑のほぼ中間に、25 ×

5cm、深さ 3cmの断面三角形の掘り込みが検出され、入り口の梯子を架けていた痕跡である可能

性を指摘した。位置的には入口として差し支えなく、当該部分に梯子をかけていたとすれば、屋

内土坑を階段下収納として利用していたと言える。このような屋内土坑を伴う住居跡入口につい

て類型化したのが、第 212 図である。

1-1 類型：屋内土坑と同一坑内にピットが掘削され、そこに梯子をかけていたと推定されるもの。

1-2 類型：屋内土坑とは別にピットが掘削され、そこに梯子をかけていたと推定されるもの。

2類型：屋内土坑の住居中央側にテラスないしは浅いピットが敷設され、その段差に梯子をかけ

ていたと推定されるもの。

3類型：屋内土坑の両脇に溝が掘削されるもの。

　1-1 型については、東九州自動車道建設に伴う発掘調査で本館が実施した、豊前市大西遺跡に

おいて、斜め方向に伸びる土層が確認され、このようなピットの中で梯子をかけるために掘られ

た例があることが確認されたことから設定した。2型については、本調査区で検出された長方形

の掘り込みが極めて浅いこと、また梯子がずれないような僅かな段差があれば固定に差し支えな

いであろうことから設定している。3型については梯子をかけることは難しいものの地域内の住

居跡を見ていく中で、少なからず類例が見られることから、ステップなどの可能性を考慮して参

考のために設定した。また、これらの他にも屋内土坑を持たず、ピットないしは掘り込みのみで

梯子をかけて出入口としていたものが存在していたことは疑いないところであるが、確実な判断

基準が無く、膨大な数になることから、ここでは「屋内土坑を持ちさらにピットないしはテラス、

溝などの何らかの付帯遺構を持つもの ( 付帯遺構付屋内土坑と仮称 )」に限定している。

　これらの類型について、京築地域内の集成を行ったものが、第 10 表である。苅田町から上毛

町までほぼ全域で確認されており、類型ごとの地域差もさほど認められない。屋内土坑が検出さ

れているものを対象としたために時期は 2例を除き弥生時代後期～古墳時代前期の間に収まって

いる。先に述べように、本来はほぼ全ての住居跡に梯子ないしは階段が必要であるため「入口」

について述べることは難しい。また、ピットのみが検出された例もしくはピットが検出されなかっ

た例が膨大であるため、「屋内土坑」に関して、述べることも困難である。「屋内土坑を持ちさら

にピットないしはテラス、溝などの何らかの付帯遺構を持つもの」に関しては、弥生時代後期以降、

方形住居跡の出現に伴い、屋内土坑の上方に梯子をかける方法が出現し、地域内に広く認められ、

その後古墳時代前期まで続くものの、古墳時代中期以降には認められなくなる、とまとめられる。

　ちなみに、古墳時代後期の住居入口に関しては、築上町安武深田遺跡でカマドの対面の壁際に

カマド構築土と類似した粘土を付設し、階段としたことが指摘されている。
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第 10表　京築地区付帯遺構付屋内土坑一覧表
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（住居内外にステップを敷設し階段状遺構にするもの。：表中では 4と記入。）

　同様の例は、本調査区のⅡ -2 区 2 号住居跡で確認されており、カマド構築土と同じ砂質土が対

面に 10cmほどの高さで広がっている。また、認識不足のため図化し得なかったが、同じように

砂質土がカマドの対面に広がる例をいくつかの住居跡で確認しており、古墳時代後期においては

階段状遺構をもって住居の入口とした例が多くなる可能性がある。

　先述の安武深田遺跡では弥生時代中期の円形住居跡でも住居外に階段を付設する例が認めら

れ、弥生中期：階段→弥生後期～古墳前期：梯子→古墳中期：不明→古墳後期：階段という傾向

がうかがえる。今後、屋内土坑付設以外の住居跡の検討、精緻な調査等による入口痕跡の解明が

必要であろう。

５　樽形 形土師器について
　Ⅱ -2 区 30 号住居跡で樽形 の形態をした土師器が出土した。形態的には須恵器に極めて類似

しており、側面平坦部縁辺部に突出部を作り出しているなど、元の須恵器の樽形 を見たことが

ある人物がこの土師器を製作したことが想定される。なお、文様は磨滅のために不明である。

　正面が大きく欠損しているが、右側の内面を観察すると、粘土の接合痕が観察され ( 写真 1)、

左側面内面には粘土を 4回継ぐことで蓋をした痕跡が確認される ( 写真 2)。これらのことから、

製作方法としては以下のように想定される。

①右側面を粘土板で作成し、接地する。

②胴部を轆轤成形ではなく、粘土紐等を用い、前面の孔直下付近で接合しながら立ち上げていく。

③左側面を、粘土紐ないしは塊を 4回継ぐことで閉じる。

④側面突帯部貼り付け等を行う。

＊口縁部の接合および穿孔は内面の調整の精緻さから側面を閉じる前に行ったと考えられる。穿

孔は半分しか遺存していないものの、外面から行った痕跡が確認される。

　以上のように、製作工程としては須恵器と同様の順番で行うものの、接合方法などは土師器の

技法を用いている。また、黒斑が下面に見られることなどから、焼成方法も野焼きで行われ、土

写真 1 写真 2
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師器として焼成されたものであると言える。

　須恵器の樽形 は、京築地域内では、管見の限り同じ東九州自動車道建設に伴い調査を行った
「宝山桑ノ木遺跡Ⅲ区」のピットでのみ見られ ( 小川編 2014)、本遺跡では、現在の所確認されて

いない。これらのことから現段階では、地域内では広く流通しているとは言いがたく、物の流入

よりも、人の流入、つまり製作者・技術の流入の可能性が高いとしておきたい。

６　木の葉文スタンプ付須恵器について　
　Ⅱ -3 区で木の葉文スタンプ付の須恵器が 2点出土した。溝及び住居跡からの出土ではあるが、

出土距離は近く同一個体と考えられる。木の葉文は豊前市四郎丸窯跡出土坏の口縁部下に押され

ており、その他にも豊前市荒堀雨久保遺跡出土須恵器、上毛町垂水廃寺、友枝瓦窯跡出土瓦でも

確認されている。第 213 図 1 は、荒堀雨久保遺跡出土壺、2･3 は本遺跡出土例である。葉の形態は、

幅が僅かに本遺跡出土例が大きく、やや下膨れした形態となり、差異が認められる。しかしなが

ら葉脈の表現・突帯及び木の葉文の位置、スタンプの間隔など、類似する点が多く、本遺跡出土

例も類似の壷であり、また同じ窯で製作されたものである可能性が高い。先に述べたように、本

遺跡以外では基本的には豊前市～上毛町を中心として出土しており、管見の限りでは本遺跡が北

限で、しかも飛び地的に確認されたこととなろう。しかしながら、この遺物以外には豊前地域と

の関係性は明らかではなく、行橋市域まで分布圏があったのか、本遺跡にのみ特別な事情で搬入

されたのかなどのについては、類例の増加を待って判断する必要がある。

第 213 図　木の葉文スタンプ付須恵器壺 (1/4、拓本は 1/2)

１：荒堀雨久保遺跡、2･3：延永ヤヨミ園遺跡
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７　古代の建物と溝について
　Ⅱ -2 区で 2間× 5間以上の 2号掘立柱建物跡 ( 以下Ⅱ区建物 2) が検出された。同様の建物跡は

県道直方行橋線建設に伴う、延永ヤヨミ園遺跡Ⅴ -1b 区でも検出されており、その調査区も含め

て遺構配置を示したものが第 214 図である。なお、建物跡・土坑の時期は全て 7世紀中頃～後半、

溝は 7世紀後半～ 8世紀前半に属する。

第 214 図　古代建物等配置図 (1/300)

溝 20

溝 20

V-1b 区掘 3

V-1b 区掘 1

V-1b 区掘 2

Ⅱ -2 区掘 2

0 10m
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　Ⅴ -1b 区では 3軒の建物跡および土坑、溝が確認されており、1～ 3号掘立柱建物跡 ( 以下Ⅴ区

建物 1～ 3)、1･2 号土坑 ( 以下Ⅴ区土坑 1･2)、1 号溝 ( 本調査区 20 号溝と同一 ) である。建物配置

を見ると、Ⅱ区建物 2は、Ⅴ区建物 2と梁方向の柱筋は通らないものの、主軸の方向および柱間

がほぼ等しい。Ⅱ区建物 2は調査区外に続くものの、建物の規模自体も類似すると考えられる。

また、Ⅴ区建物 3とは、柱間の規模などは異なるものの、ほぼ主軸が直交しており、Ⅴ区の報告

書でも触れられているようにⅡ区建物 2、Ⅴ区建物 2･3 については同時期に併存していた可能性

が指摘できる。Ⅴ区建物 1とは、規模・主軸共にずれており、同時期に併存していた可能性は低い。

また、Ⅴ区土坑 1･2 とは切り合いがなく、Ⅴ区報文中で述べられているように、建物群との関係

性は明らかではない。20 号溝に関しては、Ⅱ区建物 2付近で東方向に屈曲しており、内部から当

該時期の建物は見つかっていない。また、建物・土坑を含め他の遺構と軸が揃わないこと、出土

遺物から時期が下ることなどから別の構造物を構成するものと考えられる。

　Ⅴ区建物 1が 3面庇の建物であることや、その他の建物の規模などから、付近に何らかの官衙

的な建物群があった可能性は高い。しかし、建物配置が西側および北西側の調査区外に続くもの

と考えられることから、具体的な性格については現段階では不明である。

　遺跡全体では、馬蹄形丘陵の中央谷部分 ( 延永ヤヨミ園遺跡Ⅲ区 ) で「京都大」や「京郡物太」

の墨書土器、南側谷部分 ( 延永ヤヨミ園遺跡Ⅳ区 ) では「天平六年」木簡や、荷札木簡などが発

見されている。また、道路状遺構、建物、Ⅱ -3 区で検出された溝など 7世紀後半～ 8世紀にかけ

て多くの遺構が丘陵上の至る所で検出されており、当該時期の丘陵全体の遺構配置なども含めて、

整理が進んだ段階で再検討する必要があろう。
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図　版





図版1

1.　Ⅱ -2 区調査区全景 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区調査区西半全景 ( 上から )



図版2

1.　Ⅱ -2 区 2号住居跡土層

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 2号住居跡カマド

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 2号住居跡南側砂

　( 北から )



図版3

1.　Ⅱ -2 区 3号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 3号住居跡土層

　( 西から )

3.　Ⅱ -2 区 3号住居跡カマド

　　( 南から )



図版4

1.　Ⅱ -2 区 4号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 4号住居跡出土状況

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 4号住居跡土層

　( 西から )



図版5

1.　Ⅱ -2 区 6号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 7号住居跡 ( 南から )　

3.　Ⅱ -2 区 8号住居跡 ( 南から )



図版6

1.　Ⅱ -2 区 8号住居跡土層

　（西から )

2.　Ⅱ -2 区 9号住居跡 ( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 9号住居跡土層

　( 南東から )



図版7

1.　Ⅱ -2 区 11 号住居跡屋内土坑

　　( 北から )　

2.　Ⅱ -2 区 11 号住居跡土層

　　( 北西から )　

3.　Ⅱ -2 区 12 号住居跡土層

　　( 北西から )　



図版8

1.　Ⅱ -2 区 13 号住居跡土層

　（北西から )

2.　Ⅱ -2 区 14 号住居跡カマド

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 16 号住居跡 ( 東から )



図版9

1.　Ⅱ -2 区 17 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 17 号住居跡土層

　( 南東から )

3.　Ⅱ -2 区 19 号住居跡 ( 南から )



図版10

1.　Ⅱ -2 区 20 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 20 号住居跡土層

　( 北西から )

3.　Ⅱ -2 区 21 号住居跡 ( 南から )



図版11

1.　Ⅱ -2 区 23 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 23 号住居跡カマド

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 24 号住居跡 ( 南から )



図版12

1.　Ⅱ -2 区 24 号住居跡カマド

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 25 号住居跡 ( 東から )

3.　Ⅱ -2 区 25 号住居跡カマド

　( 東から )



図版13

1.　Ⅱ -2 区 26 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 26 号住居跡土層

　( 西から )

3.　Ⅱ -2 区 27 号住居跡 ( 南から )



図版14

1.　Ⅱ -2 区 28・53号住居跡周辺

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 29 号住居跡 ( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 29 号住居跡カマド

　( 南から )
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図版15

1.　Ⅱ -2 区 30 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 30 号住居跡出土状況

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 31 号住居跡 ( 西から )



図版16

1.　Ⅱ -2 区 34 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 34 号住居跡カマド

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 37 ～ 39号住居跡

　( 南から )
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39



図版17

1.　Ⅱ -2 区 38 号住居跡土層

　( 北から )

2.　Ⅱ -2 区 41･42 号住居跡

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 43 号住居跡 ( 南から )

41

42



図版18

1.　Ⅱ -2 区 43 号住居跡土層

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 44 号住居跡 ( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 44 号住居跡完掘

　( 南から )



図版19

1.　Ⅱ -2 区 44 号住居跡出土状況

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 44 号住居跡手焙り形

　土器出土状況 ( 北から )

3.　Ⅱ -2 区 44 号住居跡土層

　( 西から )



図版20

1.　Ⅱ -2 区 45 号住居跡カマド

　( 南西から )

2.　Ⅱ -2 区 47 号住居跡カマド

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 55・56号住居跡

　( 東から )



図版21

1.　Ⅱ -2 区 55･56 号住居跡土層

　( 東から )

2.　Ⅱ -2 区 57 号住居跡出土状況

　( 北から )

3.　Ⅱ -2 区 58 号住居跡 ( 南から )



図版22

1.　Ⅱ -2 区 58 号住居跡土層

　( 西から )

2.　Ⅱ -2 区 60 号住居跡カマド

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 62 号住居跡周辺

　( 東から )
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88



図版23

1.　Ⅱ -2 区 65 号住居跡土層

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 67 ～ 69号住居跡

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 69 号住居跡カマド

　( 南から )

67
68

69



図版24

1.　Ⅱ -2 区 70 号住居跡

　( 西から )

2.　Ⅱ -2 区 70 号住居跡土層

　( 西から )

3.　Ⅱ -2 区 71 号住居跡 ( 南から )



図版25

1.　Ⅱ -2 区 72 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 72 号住居跡土層

　( 南西から )

3.　Ⅱ -2 区 73 号住居跡 ( 南から )



図版26

1.　Ⅱ -2 区 73 号住居跡土層

　( 西から )

2.　Ⅱ -2 区 74 号住居跡土層

　( 西から )

3.　Ⅱ -2 区 75 号住居跡 ( 南から )



図版27

1.　Ⅱ -2 区 75 号住居跡出土状況

　( 東から )

2.　Ⅱ -2 区 75 号住居跡土層

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 76･77 号住居跡

　( 南東から )



図版28

1.　Ⅱ -2 区 76 号住居跡土層

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 78･79 号住居跡

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 81 号住居跡周辺

　( 南から )



図版29

1.　Ⅱ -2 区 81 号住居跡カマド

　( 東から )

2.　Ⅱ -2 区 81 号住居跡カマド

　土層 ( 南東から )

3.　Ⅱ -2 区 81 号住居跡土層

　( 南から )



図版30

1.　Ⅱ -2 区 82･99 ～ 101

　107 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 83 号住居跡 ( 東から )

3.　Ⅱ -2 区 84 号住居跡 ( 南から )
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図版31

1.　Ⅱ -2 区 85 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 86 号住居跡周辺

　( 南東から )

3.　Ⅱ -2 区 89 号住居跡カマド

　( 南から )

86



図版32

1.　Ⅱ -2 区 91 号住居跡 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 91 号住居跡カマド

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 92 号住居跡 ( 東から )



図版33

1.　Ⅱ -2 区 92 号住居跡カマド

　( 東から )

2.　Ⅱ -2 区 93 号住居跡 ( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 96 ～ 98号住居跡

　( 南から )
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図版34

1.　Ⅱ -2 区 96 号住居跡カマド

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 96 号住居跡カマド

　土層 ( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 105 号住居跡

　( 南から )



図版35

1.　Ⅱ -2 区 105 号住居跡カマド

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 108･109 号住居跡

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 118 号住居跡 ( 南から )

108
109



図版36

1.　Ⅱ -2 区 119 号住居跡

　6号土坑 ( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 122 号住居跡

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 122 号住居跡カマド

　( 南から )



図版37

1.　Ⅱ -2 区 123 号住居跡土層

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 124 号住居跡周辺

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 127 号住居跡 ( 南から )
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図版38

1.　Ⅱ -2 区 130 号住居跡周辺

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 131 号住居跡

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 137 号住居跡カマド

　( 南から )
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図版39

1.　Ⅱ -2 区 2号掘立柱建物跡

　( 南から )

2.　Ⅱ -2 区 2号掘立柱建物跡

　P-1 土層 ( 南東から )

3.　Ⅱ -2 区 2号掘立柱建物跡

　P-2 土層 ( 東から )



図版40

1.　Ⅱ -2 区 2号掘立柱建物跡

　P-3 土層 ( 東から )

2.　Ⅱ -2 区 2号掘立柱建物跡

　P-4 土層 ( 西から )

3.　Ⅱ -2 区 2号掘立柱建物跡

　P-787 土層 ( 東から )



図版41

1.　Ⅱ -2 区 2号土坑土層 ( 西から )

2.　Ⅱ -2 区 4号土坑土層

　( 南西から )

3.　Ⅱ -2 区 7号土坑 ( 北から )



図版42

1.　Ⅱ -2 区 7号土坑土層

　( 東から )

2.　Ⅱ -2 区 3・4号溝 ( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 6号溝出土状況

　( 北から )



図版43

1.　Ⅱ -2 区 7号溝 ( 東から )

2.　Ⅱ -2 区 7号溝出土状況①

　( 東から )

3.　Ⅱ -2 区 7号溝出土状況②

　( 東から )



図版44

1.　Ⅱ -2 区 7号溝出土状況③

　( 西から )

2.　Ⅱ -2 区 8号溝出土状況

　( 南から )

3.　Ⅱ -2 区 10 号溝北半 ( 北から )



図版45

1.　Ⅱ -2 区 10 号溝南半 ( 北から )

2.　Ⅱ -2 区 10・13号溝北側土層

　( 北から )

3.　Ⅱ -2 区 10・13号溝南側土層

　( 北から )



図版46

1.　Ⅱ -2 区 10 号溝北側出土状況

　( 北から )

2.　Ⅱ -2 区 10 号溝南側出土状況

　( 南から )

3.　Ⅱ -1 区 10・13号溝東側

　( 西から )



図版47

1.　Ⅱ -1 区 10・13号溝西側

　( 西から )

2.　Ⅱ -2 区 19 号溝 ( 西から )

3.　Ⅱ -2 区 20 号溝 ( 西から )



図版48

1.　Ⅱ -2 区 21 号溝 ( 西から )

2.　Ⅱ -2 区 P-160 出土状況

　( 北から )

3.　Ⅱ -2 区現地説明会



図版49

1.　Ⅱ -3 区 1号住居跡 ( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 1号住居跡土層

　( 南東から )

3.　Ⅱ -3 区 2号住居跡 ( 北から )



図版50

1.　Ⅱ -3 区 2号住居跡土層

　( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 3・9号住居跡

　( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 3号住居跡土層

　( 南から )



図版51

1.　Ⅱ -3 区 4号住居跡出土状況

　( 西から )

2.　Ⅱ -3 区 5号住居跡土層

　( 南から )

3.　Ⅱ -3 区 6号住居跡土層

　( 東から )



図版52

1.　Ⅱ -3 区 7号住居跡 ( 南西から )

2.　Ⅱ -3 区 7号住居跡土層

　( 南から )

3.　Ⅱ -3 区 8号住居跡 ( 東から )



図版53

2.　Ⅱ -3 区 8号住居跡土層

　( 北から )

3.　Ⅱ -3 区 9号住居跡 ( 西から )

1.　Ⅱ -3 区 8号住居跡

　( 北東から )



図版54

2.　Ⅱ -3 区 11 号住居跡出土状況

　( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 11 号住居跡カマド

　( 東から )

1.　Ⅱ -3 区 11 号住居跡 ( 東から )



図版55

1.　Ⅱ -3 区 11 号住居跡土層

　( 南東から )

2.　Ⅱ -3 区 12 号住居跡 ( 西から )

3.　Ⅱ -3 区 13 号住居跡土層

　( 東から )



図版56

2.　Ⅱ -3 区 15 号住居跡土層

　( 南東から )

3.　Ⅱ -3 区 16 号住居跡 ( 東から )

1.　Ⅱ -3 区 15・17号住居跡

　( 南から )



図版57

1.　Ⅱ -3 区 16 号住居跡土層

　( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 17 号住居跡出土状況

　( 西から )

3.　Ⅱ -3 区 18 号住居跡 ( 西から )



図版58

3.　Ⅱ -3 区 19 号住居跡 ( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 18 号住居跡土層

　( 南から )

1.　Ⅱ -3 区 18 号住居跡出土状況

　( 南から )



図版59

1.　Ⅱ -3 区 19 号住居跡土層

　( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 20 号住居跡 ( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 21 号住居跡カマド

　( 東から )



図版60

3.　Ⅱ -3 区 23 号住居跡カマド

　( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 23 号住居跡 ( 東から )

1.　Ⅱ -3 区 21 号住居跡土層

　( 南から )



図版61

1.　Ⅱ -3 区 23 号住居跡土層

　( 西から )

2.　Ⅱ -3 区 24 号住居跡カマド

　( 南から )

3.　Ⅱ -3 区 24 号住居跡土層

　( 西から )



図版62

3.　Ⅱ -3 区 25 号住居跡出土状況

　( 南東から )

2.　Ⅱ -3 区 25 号住居跡カマド

　( 南東から )

1.　Ⅱ -3 区 25 号住居跡 ( 南東から )



図版63

1.　Ⅱ -3 区 25 号住居跡土層

　( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 27 号住居跡 ( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 27 号住居跡カマド

　( 東から )



図版64

2.　Ⅱ -3 区 28 号住居跡 ( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 30 号住居跡 ( 東から )

1.　Ⅱ -3 区 27 号住居跡土層

　( 北東から )



図版65

1.　Ⅱ -3 区 30 号住居跡出土状況

　( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 30 号住居跡土層

　( 北から )

3.　Ⅱ -3 区 36 号住居跡

　( 南東から )



図版66

2.　Ⅱ -3 区 40 号住居跡 ( 西から )

3.　Ⅱ -3 区 40 号住居跡土層

　( 西から )

1.　Ⅱ -3 区 38・39号住居跡

　17号土坑 ( 南から )

39

38

土 17



図版67

1.　Ⅱ -3 区 42 号住居跡 ( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 42 号住居跡土層

　( 北から )

3.　Ⅱ -3 区 1号土坑土層 ( 東から )



図版68

1.　Ⅱ -3 区 2号土坑土層 ( 南から )

2.　Ⅱ -3 区 3号土坑土層 ( 北から )

3.　Ⅱ -3 区 4号土坑土層 ( 東から )



図版69

1.　Ⅱ -3 区 5号土坑土層 ( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 9号土坑土層 ( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 13 号土坑 ( 北から )



図版70

1.　Ⅱ -3 区 13 号土坑土層

　( 西から )

2.　Ⅱ -3 区 17 号土坑土層

　( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 6号土坑 ( 南東から )



図版71

1.　Ⅱ -3 区 6号土坑出土状況

　( 北から )

2.　Ⅱ -3 区 10 号土坑 ( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 10 号土坑土層 ( 北から )



図版72

1.　Ⅱ -3 区 18 号土坑 ( 北から )

2.　Ⅱ -3 区 18 号土坑土層

　( 北から )

3.　Ⅱ -3 区 1号溝 ( 北から )



図版73

1.　Ⅱ -3 区 1・3・14号溝土層

　( 南から )

2.　Ⅱ -3 区 3号溝 ( 北から )

3.　Ⅱ -3 区 17 号溝 ( 西から )



図版74

1.　Ⅱ -3 区 17 号溝土層 ( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 18 号溝 ( 南から )

3.　Ⅱ -3 区 18 号溝南側土層

　( 北西から )



図版75

1.　Ⅱ -3 区 18 号溝北側土層

　( 南から )

2.　Ⅱ -3 区 19 号溝 ( 西から )

3.　Ⅱ -3 区 19 号溝出土状況

　( 南から )



図版76

1.　Ⅱ -3 区 19 号溝土層 ( 東から )

2.　Ⅱ -3 区 23 号溝土層 ( 東から )

3.　Ⅱ -3 区 P-132・133

　朱？出土状況 ( 南から )



図版77

1.　Ⅱ -4 区全景 ( 北から )

2.　Ⅱ -4 区 4・5号溝南側

　( 東から )

3.　Ⅱ -4 区 4・5号溝北側

　( 東から )



図版78

1.　Ⅱ -4 区 4・5号溝土層

　( 北西から )

2.　Ⅱ -4 区谷落ち土層 ( 北西から )

3.　作業風景



図版79

出土遺物１( Ⅱ -2 区 )

9-13

12-7

12-8

12-9

16-4

16-6

16-20

19-10

22-13

22-3

22-4

22-9



図版80

出土遺物２( Ⅱ -2 区 )

22-17

24-1

27-6

27-10

27-15

30-6

30-22

31-3

31-7

31-8

31-9

31-11



図版81

出土遺物３( Ⅱ -2 区 )

31-12

31-13

31-14

31-15

31-15
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出土遺物 4( Ⅱ -2 区 )
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出土遺物 5( Ⅱ -2 区 )
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出土遺物６( Ⅱ -2 区 )
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出土遺物７( Ⅱ -2 区 )
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出土遺物８( Ⅱ -2 区 )

63-9

63-13

65-30

65-35

66-38

66-47

66-48

66-48

66-48

66-49

68-1



図版87

出土遺物９( Ⅱ -2 区 )
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出土遺物10(Ⅱ -2区 )
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出土遺物 11( Ⅱ -2 区 )
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出土遺物12(Ⅱ -2区 )
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出土遺物 13( Ⅱ -2 区 )
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出土遺物14(Ⅱ -2区 )
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出土遺物 15( Ⅱ -2 区 )
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出土遺物16(Ⅱ -2区 )
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出土遺物 17( Ⅱ -3 区 )
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出土遺物18(Ⅱ -3区 )
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出土遺物 19( Ⅱ -3 区 )
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出土遺物20(Ⅱ -3区 )
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出土遺物 21( Ⅱ -3 区 )
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出土遺物22(Ⅱ -3区 )
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出土遺物 23( Ⅱ -3 区 )
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出土遺物24(Ⅱ -3区 )
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出土遺物 25( Ⅱ -1･3 区 )
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ふ り が な ふ り が な コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村 遺跡番号

のぶながやよみそのいせき

ふくおかけんゆくはしし

のぶなが・よしくに
402133 14115010

33°
43′
45″

130°
56′
50″

20090911
～

20110922
24,810㎡

東九州自

動車道建

設
延 永 ヤ ヨ

ミ 園 遺 跡
福岡県行橋市延永・吉国

所 収 遺 跡 名 種別 おもな時代 おもな遺構 おもな遺物 特記事項

延 永 ヤ ヨ ミ

園 遺 跡 Ⅱ 区
集落

弥生時代 住居跡・溝 弥生土器・石器 手焙り形土器・環濠？

古墳時代 住居跡
土師器・須恵器・

金属器

住居跡切り合い多数

樽形 形土師器

古代 掘立柱建物跡 土師器・須恵器

中世 溝・井戸 土師器・陶磁器

要 約

　延永ヤヨミ園遺跡は、現在の海岸線から約 5km内陸に入った標高 10 ｍ前後の低 ･

中位段丘上に位置している。丘陵は、中央が東に向かって開口している馬蹄形をして

おり、古墳時代においてはすぐそばまで海岸線が入っていたことが推定される。

　遺構および遺物は、概ね弥生時代終末～古墳時代初頭、古墳時代後期、古代、中世

の 4時期に分かれている。主要な遺構は、弥生時代終末～古墳時代初頭、古墳時代後

期については竪穴住居跡や溝など、古代には掘立柱建物跡、溝など、中世には井戸・

溝などが検出されている。

　竪穴住居跡はⅡ -2 区で 133 軒、Ⅱ -3 区で 41 軒の合計 174 軒が検出された。特にⅡ

-2 区中央部から西側にかけては切り合いが著しく、上面の住居跡を掘り飛ばしてしまっ

ている可能性もある。掘立柱建物跡はⅤ -1 区で検出された古代の建物群に属すると考

えられる例がⅡ -2 区で 1棟検出され、その建物を切る形で溝も検出された。土坑はⅡ

-3 区において中世の井戸が 3基検出された。

報告書抄録
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